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は じ め に 

 

 本報告書は、北海道博物館の平成２８年度事業実績に関する内部評価報告書であ

る。 

 ここで言う「北海道博物館」とは、北海道立総合博物館条例の第３条で規定する

三つの施設、（１）北海道博物館（以下「博物館」という。）、（２）北海道開拓の村

（以下「開拓の村」という。）、（３）野幌森林公園自然ふれあい交流館（以下「ふ

れあい交流館」という。）のうち、（１）のことを指す。 

平成２８年度に博物館が実施した事業実績に関する内部評価は、博物館が策定し

た「北海道博物館基本的運営方針」に基づく「中期目標・計画」及び「年度計画」

を対象とし、平成２８年４月から平成２９年１月末までの実績で実施した。平成２

９年２月中旬に項目別評価を行ない、平成２９年３月２日（木）に内部評価委員会

を開催し、総括評価を実施した。 

 なお、博物館の施設及び設備の維持管理、「開拓の村」及び「ふれあい交流館」

の管理運営については、指定管理者制度が導入されており、指定管理者に対する評

価は、知事が定める管理の目標に対する達成度を毎年度、把握、公表することで行

っているため、北海道博物館が行う内部評価の対象外とした。 

 

 
北海道博物館内部評価委員会 委員名簿 

委員長 石森 秀三 北海道博物館 館長 

副委員長 吉田 公伸 北海道博物館 副館長 

副委員長 吉田  亘 北海道博物館 アイヌ民族文化担当副館長 

副委員長 （欠） 北海道博物館 学芸副館長 

委員 北  敏文 北海道博物館 総務部長 

委員 舟山 直治 北海道博物館 学芸部長 

委員 小川 正人 北海道博物館 アイヌ民族文化研究センター長兼研究部長 

委員 右代 啓視 北海道博物館 総務部企画グループ学芸主幹 

委員 堀  繁久 北海道博物館 学芸部博物館基盤グループ学芸主幹 

委員 池田 貴夫 北海道博物館 学芸部道民サービスグループ学芸主幹 

委員 水島 未記 北海道博物館 学芸部社会貢献グループ学芸主幹 

委員 堀籠  正 北海道環境生活部文化・スポーツ局 文化振興課主幹 

委員 丹羽 浩二 北海道環境生活部 アイヌ政策推進室主幹 

 

事務局 北海道博物館 総務部企画グループ 
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事業実績に関する内部評価にあたっての基本的な考え方 

 

 博物館は、「基本計画」の第２章６項（４）「博物館運営の評価」の趣旨に基づき、平成２８

年度の事業実績に関する内部評価を実施した。 

 なお、博物館は博物館法で定める「登録博物館」、「公立博物館」に該当する施設ではないが、

内部評価を実施するに当たっては、「博物館法」第９条ならびに「博物館の設置及び運営上の望

ましい基準」（文部科学省告示第１６５号）の第４条１項の規程を参考にして実施した。 

 

 博物館が具体的に内部評価を行うに当たっては、当館が策定した「北海道博物館内部評価実

施要領」により次のように実施した。 

 

○目 的 

・博物館が策定した基本的運営方針の達成状況等を自ら点検し、改善を図ること。 

・評価を通じて、博物館の課題・成果を館外で共有してアカウンタビリティ（責任説明）

を明確にして、博物館の運営状況をわかりやすく道民に示すこと。 

 

○評価の実施 

 博物館は、第１期中期目標・計画期間（平成２７年度～平成３１年度）における平成

２８年度（平成２８年４月から平成２９年１月末まで）の事業実績に関して、次の内部

評価を行った。 

ア．項目別評価 

 各グループが実施した事業に関する点検作業の結果に基づいて、年度計画の項目ご

とに、各グループの主幹、学芸主幹、研究主幹が年度事業の実績ならびに達成状況や

課題を記述するとともに、評価基準により評価を行った。 

イ．総括評価 

 項目別評価の結果に基づいて、博物館が設置した「北海道博物館内部評価委員会」

において、全体及び特記事項について記述式により評価を行った。 

 

○項目別評価・総括評価の基準 

 

評価基準 

判断の目安 

取組の項目に関する事項 

（右欄の項目以外の項目） 

数値目標の項目に 

関する事項 

S 上回って実施している 
取組の結果、所期の成果等を

上回ったとき 

達成度が９０％以上 

（S、A の評価は取組状況

を勘案の上、判断する。） 
A 十分に実施している 

取組の結果、所期の成果等を

得たとき 

B 十分に実施していない 
取り組んではいるが、所期の

成果等を得られなかったとき 

達成度が９０％未満 

（B、C の評価は取組状況

を勘案の上、判断する。） 
C 実施していない 

取組が行われていないとき 
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Ⅰ．北海道博物館の概要 

（１）設置目的 

 北海道の自然・歴史・文化等に関する資料を総合的に収集し、保管し、展示し、並びに

これらに関する調査研究及びその成果の普及を行うことにより、道民の教養の向上及び文

化の発展に寄与する。 

 

（２）事業内容 

ア 北海道の自然・歴史・文化等に関する資料を収集し、保管し、及び展示すること。 

イ 収集し、保管し、又は展示する資料に関する専門的な調査研究を行うこと。 

ウ 資料の保管及び展示等に関する技術的な研究を行うこと。 

エ アイヌ民族文化に関する調査研究及びその成果の普及、情報の収集及び提供並びに研

究の支援を行うこと。 

オ 北海道の自然・歴史・文化等に関する講演会、展示会等の催しを開催し、及び他のも

のが行うこれらの催しに協力すること。 

カ 特別展示室及びその附属設備を北海道の自然・歴史・文化等に関する講演会、展示会

等の催しの利用に供すること。 

キ 資料に関し、案内書、解説書、目録、研究紀要等の作成及び配布並びに必要な説明、

助言等を行うこと。 

ク 他の博物館等と連携し、及びこれらの研究活動等に協力すること。 

 

（３）組織 

アイヌ民族文化研究センター

博物館研究グループ

アイヌ民族文
化担当副館長

アイヌ民族文化
研究センター長

アイヌ文化研究グループ

道民サービスグループ

社会貢献グループ

研究部長 自然研究グループ

歴史研究グループ

生活文化研究グループ

博物館基盤グループ学芸副館長 学芸部長

館長 副館長 総務部長 総括グループ

企画グループ

 

 

 

 



4 

 

（４）沿革 

 1971（昭和 46）年に設置された北海道開拓記念館は、北海道百年記念事業の一つとして

開設された歴史系博物館である。開館以来、北海道開拓のなかで産み出された文化財を中心に

さまざまな歴史資料を収集保存、調査研究し、それらを体系的に整えるとともに、常設展示を

核とする展示活動や教育普及の諸事業を通して、北海道の歴史と先人の遺産を後世に伝える役

割を果たしてきた。 

 1994（平成6）年に設置された道立アイヌ民族文化研究センターは、アイヌ民族文化に関

する調査研究を行い、その成果の普及等を図り、もってアイヌ民族文化の振興に寄与すること

を目的として設置された。アイヌ民族文化の中でも継承が急務とされた、言語・口承文芸、芸

能、伝統的生活技術等の無形の伝承文化を中心とした調査研究を行うと共に、その理解に欠か

せない歴史についての調査研究を行い、その成果の普及に努めてきた。 

 2008（平成２０）年６月に国会で「アイヌ民族を先住民とすることを求める決議」が採択

され、その後政府が設置した「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」の報告書において、

アイヌ文化に係る政策の提言がなされた。そうしたアイヌ文化をはじめとする北海道固有の歴

史や文化に対する関心の高まりに伴い、両施設はさらなる研究の推進や、最新の研究成果に基

づく展示や学習の機会、情報発信の充実が求められることとなった。また、道民の学習ニーズ

の多様化など、開拓記念館や道内の博物館を取り巻く社会情勢の大きな変化への対応が求めら

れることとなった。 

 こうした状況の中、北海道は平成20年に北海道文化審議会に対して「北海道における博物

館のあり方と開拓記念館の役割」について諮問し、その答申を受けて平成２２年９月に「北海

道博物館基本計画」（以下「基本計画」という。）を策定した。「基本計画」は「博物館としての

基本的な機能の充実」、「北海道における総合的な博物館」、「道内博物館の中核となる施設」の

３つを柱とする北海道博物館の設置を目指すこととした。この中で、「アイヌ文化を保存・伝承

し未来に活かす博物館」として、アイヌ民族文化研究センターとの統合により、アイヌ文化に

関する調査研究等の機能を充実することなどが「基本計画」の中に定められた。そして、平成

２７年４月１日に北海道開拓記念館と道立アイヌ民族文化研究センターの２つの道立施設を統

合し、新たに北海道の自然・歴史・文化を広く扱う総合博物館として『北海道博物館』を開設

した。また開館に先立って、愛称を「森のちゃれんが」（道民公募）とし、新しいロゴマーク

（民間企業等からの公募）を作成した。 

 

（５）職員状況（平成２９年３月現在） （人） 

区 分 特 別 職 局室長級 課 長 級 主 幹 級 主 査 級 一 般 職 計 

行 政 職   1  1   (1) 3  2  7 (1) 

研 究 職     2  4 (1) 10  13  29 (1) 

非 常 勤 4          14  18  

計 4  1  3  4 (2) 13  29  54 (2) 

※括弧は兼務 

 

（６）北海道博物館基本的運営方針 

ア 北海道博物館の使命 

○ 北海道のすべての人、生き物、大地と海が生み出し、残し託してくれた、北海道ならで
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はの自然・歴史・文化に関わる遺産を、わたしたちの大切な宝ものとして未来へとつな

ぎ、語り伝えることをとおして、道民が北海道を知り、誇りを確認する場であり続けま

す。 

○ 野幌森林公園という豊かな自然環境のなか、訪れた方々に北海道の自然・歴史・文化を

総合的に体感していただくとともに、知的発見、癒やしとくつろぎ、世代を超えた語り

合いや出会いを、おもてなしの心で提供し、道民に愛される博物館であり続けます。 

○ 北海道の中核的博物館として、道内の博物館等との連携により、北海道再発見のための

知のネットワークを築き上げるとともに、北海道の自然・歴史・文化に関する身近な相

談窓口として、道民の「知りたい」という気持ちに応えます。 

○ 北海道の自然・歴史・文化に関する総合的な研究機関として、北海道の国際化・文化力

の向上や、持続可能な調和社会の構築をめざして、積極的なビジョンの立案・提言に努

め、道民の豊かな暮らしづくりと北海道の未来づくりに貢献します。 

 

イ 基本方針 

１ 北海道立の総合博物館として、備えるべき基本的な機能を検証し、その充実を図ります 

（１） 総合博物館として、活動の基本となる収集保存、展示、教育普及、調査研究などの

機能を高め、北海道ならではの自然・歴史・文化に関わる遺産を最大限に活かし、質

の高い活動を展開する博物館づくりを推進します。 

（２） 道民が、充実した博物館資源を活かして、自らのアイデンティティを確かめ、過去

に学び未来を展望することができるとともに、さまざまな情報や人材などが連携する

ネットワークを活かして、特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とすることが

できる博物館づくりを推進します。 

２ 道民と共に歩み、愛される博物館として、豊かな時間と空間を提供します 

（１） さまざまな人びとが繰り返し訪れ、親しまれる「わかりやすく、おもしろく、ため

になる」博物館をめざし、利用者の視点に立った、創意工夫に満ちた博物館づくりを

推進します。 

（２） 博物館のさまざまな活動に、道民が利用者としてだけではなく、協働者、ときには

発信者として多面的に参画する機会を創出することによって、博物館活動をより豊か

にし、道民と連携、協働する博物館づくりを推進します。 

３ 北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献します 

（１） 北海道の中核的博物館として、地域の博物館等とのネットワークを強固なものとし、

共同研究、事業連携、情報共有、資料の相互活用、人材育成等を積極的に推進するこ

とにより、地域の活性化に貢献します。 

（２） 博物館ネットワークを活かし、情報の発信力を高めるとともに、レファレンス機能

を強化し、道民の知的興味に応える博物館づくりを推進します。 

４ 専門的・総合的な研究を行う博物館として、北海道の未来に貢献します。 

（１） 北海道とそれを取り巻く地域の自然・歴史・文化を学際的に調査研究する総合博物

館として、その研究成果を活かして北海道の豊かな未来の実現に貢献します。 

（２） アイヌの歴史や有形・無形の文化に関する専門的な研究組織を有する世界で唯一の

総合博物館として、その研究成果を活かし、普及に努め、アイヌ文化の振興に寄与す

るとともに、多文化共生社会の実現に貢献します。 
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ウ 中期目標・計画の策定及び点検・評価の実施 

 北海道博物館が社会的使命を果たすため、基本方針を踏まえ、資料の収集保存、展示、

教育普及、調査研究などの博物館活動の実施に関する中期的な目標・計画を別に策定し、

これを公表するとともに、本方針及び中期目標・計画に基づいた運営がなされることを確

保し、その事業の水準の向上を図るため、その運営状況について、点検及び評価を行いま

す。 

 

（７）中期目標・計画 

 第１期中期目標・計画（平成２７年度～平成３１年度）については、基本的運営方針

に基づき、次の３つの柱を重点項目として進める。 

① 総合博物館かつ中核的博物館としての基本的な機能の充実や社会貢献など、信頼の

確保に向けた取組を進める。 

② 総合展示の入替えやイベントの充実など、来館者が繰り返し訪れるための魅力ある

取組を進める。 

③ 道民の興味を喚起させる展示、イベント、広報の充実など、これまで博物館を利用

しなかった道民が北海道博物館を訪れるための誘導力のある取組を進める。 

 

（８）アイヌ民族文化研究センター事業推進方針 

第１期中期目標・計画と整合を図った「アイヌ民族文化研究センター事業推進方針（平

成２６～３１年度）補訂版」については、（７）の３つの柱を重点項目として進める。 

〔経緯〕 第１期中期目標・計画（平成２７年度～平成３１年度）のアイヌ文化関連の項

目は、平成２５年度にアイヌ民族文化研究センター運営協議会の決定を以て策定された

「アイヌ民族文化研究センター事業推進方針（平成２５～３０年度）」を継承しながら策

定された。統合後の平成２７年１１月には北海道立総合博物館協議会アイヌ民族文化研究

センター専門部会が開催され、展示、教育普及等について第１期中期目標・計画との整合

性を図った「アイヌ民族文化研究センター事業推進方針（平成２６～３１年度）補訂版」

が了承された。 
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Ⅱ．総括評価 
 

 

 

 

 

 

 

  



8 

 

 



1

2

№ 評価基準 担当Ｇ

1 A 基盤G

2 B 基盤G

3 A 基盤G

4 S 基盤G

5 B 基盤G

6 A 基盤G

視点 評価基準

視点

総括評価項目１は、項目別評価では、企画展の実施成果と北海道開拓の村整備事業
の推進について高く評価できる、しかし改善すべき案件もみられることから、総体
的にＡ評価とする。
項目評価項目２は、項目別評価は妥当であり、A評価とする。

総評
○総合展示室利用者数の目標値を大幅に更新（目標値80,000人／利用者数101,775人）
○特別展示室利用者数の目標値を大幅に更新（目標値63,400人／利用者数76,433人）
○企画テーマ展示、蔵出し展も所期の目標を達成
〇特別展「ジオパークへ行こう！」における他機関との連携
○科学研究費補助金等の獲得（18件）
○開拓の村の整備（インバウンド）にかかる内閣府の地域創生拠点整備交付金を獲得
○150年事業に向けた百年記念施設のあり方検討

総括評価

7 S

・重要文化財公開承認施設としての資料保存環境のを整備

・総合展示の維持管理と資料の入替え

・総合博物館として様々な企画展を計画・実施

・総合博物館として幅広い研究プロジェクトの計画・実施

・科学研究費補助金等の公的機関等からの研究費の獲得

・百年記念施設のあり方検討

（2）道民が特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とするための措置

（1）博物館活動の基盤となる、展示、調査研究等を推進させる措置

A

対象とする中期目標・計画№ １～４

１　北海道立の総合博物館として、備えるべき基本的な機能を検証し、その充実を図ります。

総括評価№

（１）総合博物館として、活動の基本となる収集保存、展示、教育普及、調査研究などの機能
を高め、北海道ならではの自然・歴史・文化に関わる遺産を最大限に活かし、質の高い活動を
展開する博物館づくりを推進します。

目標（値）

・北海道博物館として必要なコレクションの受け入れ・登録

①評価すべき取り組み

北海道博物館基本的運営方針

・建造物の整備・修繕計画策定と整備・修繕の実施

・建造物の内部展示の改修計画の策定

項目別評価の結果

北海道博物館基本的運営方針

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ １～４

１　北海道立の総合博物館として、備えるべき基本的な機能を検証し、その充実を図ります。

（２）道民が、充実した博物館資源を活かして、自らのアイデンティティを確かめ、過去に学
び未来を展望することができるとともに、さまざまな情報や人材などが連携するネットワーク
を活かして、特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とすることができる博物館づくりを
推進します。

企画G

②改善・注視を要する取組み
○資料管理、データベースシステムの円滑な運用化
○貴重なコレクションの資料目録の作成実施
○調査研究時間の確保、調査研究成果の進捗状況の客観化

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

9



3

№ 評価基準 担当Ｇ

8 A 道民G

9 A 道民G

10 A 道民G

11 B 社貢G

14 A 総括G

15 B 道民G

16 B 道民G

視点 評価基準

12 B 総括G

・アメニティ設備の設置

・オリジナルグッズの販売

総括評価

（3）利用者の視点に立った博物館づくりへの措置

・野幌森林公園内の利便性と満足度の向上

・利用の促進に直接つながる戦略的な広報体制の強化・実践

・「北海道博物館赤れんがサテライト」の改善・充実化

・オーディエンス・リサーチの実施

○「ポケット学芸員」導入（無料Wi-Fiサービスの導入）
○塔屋の改修
○学校関係者、教員、教育関係機関へのPR

②改善・注視を要する取組み

○研修会等、職員の資質向上に向けた取組の共有化
○公園内のサインの統一化
○記念ホール活用基準の策定
○「赤れんがサテライト」の運営
○ミュージアムショップの充実（指定管理者との協議、実現化が必要）

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

改善を要する案件が多く、事業が十分に実施されたとは言えず、B評価とする。

17 A 企画G

・北海道立総合博物館協議会などの実施と運営

・内部評価の計画的実施

・交通案内の多言語化

・設備の活用に向けた基準の策定

総評 ①評価すべき取り組み B

総括評価№ 対象となる中期目標・計画№ ５、6、8～10

北海道博物館基本的運営方針

２　道民と共に歩み、愛される博物館として、豊かな時間と空間を提供します。

(１) さまざまな人びとが繰り返し訪れ、親しまれる「わかりやすく、おもしろく、ためにな
る」博物館をめざし、利用者の視点に立った、創意工夫に満ちた博物館づくりを推進します。

目標（値）

・ミュージアムエデュケーター機能の強化に関する取組

・利用者ニーズに適合させたはっけん広場の充実化

・子ども向けの教材の開発

・子ども向けの魅力あるイベントの充実

13 B 総括G・サインの仕様等の検討、土地所有者への協力依頼

・屋上開放の再開

項目別評価の結果

10
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№ 評価基準 担当Ｇ

18 B 企画G

視点 評価基準

総評 ①評価すべき取り組み B

○オーディエンスリサーチの実施成果を『博物館研究紀要』第2号に反映

②改善・注視を要する取組み

○道民参加型組織の整備
○質的調査としてのオーディエンスリサーチの本格実施

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

実施に向けた課題解決が必要であり、総体的にB評価とする。

総括評価

（4）道民との連携、協働する博物館づくりへの措置

項目別評価の結果

目標（値）

・北海道立総合博物館協議会などの実施と運営

・道民参加型組織の創設と支援に向けた方向性の確立

17 A 企画G・内部評価の計画的実施

・オーディエンス・リサーチの実施

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 7、10

北海道博物館基本的運営方針

２　道民と共に歩み、愛される博物館として、豊かな時間と空間を提供します。

(２) 博物館のさまざまな活動に、道民が利用者としてだけではなく、協働者、ときには　発信
者として多面的に参画する機会を創出することによって、博物館活動をより豊かにし、道民と
連携、協働する博物館づくりを推進します。

11
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№ 評価基準 担当Ｇ

19 B 社貢G

視点 評価基準

総括評価

（5）北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する措置

３　北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献します。

(１) 北海道の中核的博物館として、地域の博物館等とのネットワークを強固なものとし、共同
研究、事業連携、情報共有、資料の相互活用、人材育成等を積極的に推進することにより、地
域の活性化に貢献します。

項目別評価の結果

目標（値）

・外部組織・機関との連携・協力等を行うための方針の策定

○北海道の中核的博物館としての戦略の明確化、予算措置
○「自然史レガシー継承・発信実行委員会」への参画

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は妥当であり、B評価とする。

総評 ①評価すべき取り組み B

○北海道啓成高校との連携（SSH）
○「北のミュージアム活性化実行委員会」としての取組

②改善・注視を要する取組み

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 11

北海道博物館基本的運営方針
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№ 評価基準 担当Ｇ

視点 評価基準

20 B 社貢G
・ソーシャルメディアの一層の活用

総評 ①評価すべき取り組み B

項目別評価は妥当であり、B評価とする。

②改善・注視を要する取組み

○図書室の整理、機能強化
○レファレンス集計方法

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

北海道博物館基本的運営方針

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 12

３　北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献します。

 (２) 博物館ネットワークを活かし、情報の発信力を高めるとともに、レファレンス機能を強化
し、道民の知的興味に応える博物館づくりを推進します。

項目別評価の結果

・レファレンスの流れの一元化

目標（値）

○無料Wi-Fiサービスの提供開始

総括評価

（6）道民の知的興味に応える博物館づくりへの措置
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№ 評価基準 担当Ｇ

22 A 社貢G

23 A 企画G

視点 評価基準

②改善・注視を要する取組み

総括評価

（7）研究成果を活かし、北海道の豊かた未来の実現に向けた措置。

北海道博物館基本的運営方針

４　専門的・総合的な研究を行う博物館として、北海道の未来に貢献します。

(１) 北海道とそれを取り巻く地域の自然・歴史・文化を学際的に調査研究する総合博物館とし
て、その研究成果を活かして北海道の豊かな未来の実現に貢献します。

項目別評価の結果

社貢G21 B
・博物館学系領域の充実化

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 13、14

○有償頒布を行ない50部完売
○『北海道博物館研究紀要』第１号、『アイヌ民族文化研究紀要』第１号掲載論文
等をウェブサイトでPDF公開
○150年事業への積極的な取組

・博物館学芸員の後継者および博物館のコアユーザー育成

・研究成果の多様な発信

・道民・北海道への総合的な研究機関としての貢献に向けた体制作り

目標（値）

○外来研究員受入制度の構築
○派遣研修に関する規定類の整備、体制の構築

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は妥当であり、総体的にA評価とする。

総評 ①評価すべき取り組み A
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№ 評価基準 担当G

3 A アイヌ研

4 B アイヌ研

5 B アイヌ研

7 B アイヌ研

8 A アイヌ研

9 A アイヌ研

視点 評価基準

・整理・公開計画の策定に基づきデータベース化を着手する

・認知度を上げるため、ホームページ等での新たな情報を掲載する

・アイヌ文化関連のイベントの段階的な増加と改良

・研究紀要等を通して研究成果を積極的に発信し、その内容を充実させ
る

②改善・注視を要する取組み

○総合展示第２テーマQ&Aの運営（定期的な設題などの入れ替えが必要）
○アイヌ民族文化に関する情報発信機能の強化

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は妥当であり、総体的にA評価とする。

総括評価

6 B アイヌ研
・ホームページアクセス10,000以上

・クローズアップ展示の計画に沿った更新の円滑な実施と今年度の方針
を踏まえた次年度以降の計画策定

1 A アイヌ研

対象 アイヌ民族文化研究センター実施分

（8）アイヌ文化の振興に寄与すると共に多分化共生社会の実現に向けた措置

・未公開資料の公開と公開資料に関する情報提供の充実

2 A アイヌ研
・巡回展の実施と次年度以降の開催地の選定

・「アイヌ文化Q&A」の定期的な入替え

・総合展示の定期的な入替え

・企画テーマ展、蔵出し展の開催と次年度以降の計画の具体化

・調査研究や研究内容を検討する時間の確保に努め、研究内容を充実さ
せる

・継続的かつ体系的に調査・収集を実施するため、組織的な整備・調査
計画の作成に着手する

目標（値）

項目別評価の結果

総括評価№

北海道博物館基本的運営方針

４　専門的・総合的な研究を行う博物館として、北海道の未来に貢献します。

(２) アイヌの歴史や有形・無形の文化に関する専門的な研究組織を有する世界で唯一の総合博
物館として、その研究成果を活かし、普及に努め、アイヌ文化の振興に寄与するとともに、多
文化共生社会の実現に貢献します。

総評 ①評価すべき取り組み A

○クローズアップ展示、蔵出し展
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№ 評価基準 担当G

24 B 総括G

10 B アイヌ研

25 A 文・スポ課

視点 評価基準

B

○懸案事項の集約、課題の共有と解決に向けた取組
○開拓の村整備に対する予算確保

②改善・注視を要する取組み

○多くの懸案事項が未整理・未着手のまま
○150年事業に向けたサポート体制の強化と円滑的な連携

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は妥当であり、総体的にB評価とする。

総括評価

（9）各の措置を実施するために必要なガバナンス体制の確立に向けた措置

①評価すべき取り組み総評

・研究センター会議（副館長・センター長・非常勤職員の会議／職員全
体の会議／主幹・主査の会議）の定例化

　H27年度末に北海道立総合博物館協議会から提出される評価のあり方に対する答申に応じ
て、中期目標・計画とは別に設定した項目である。

項目別評価の結果

目標（値）

・課題の共有と解決

・課題の共有と解決

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№

外部評価項目

ガバナンス体制の育成
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Ⅲ．項目別評価 
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総括評価・項目別評価 項目一覧  

 

【総括評価項目】 

（１）博物館活動の基盤となる、展示、調査研究等を推進させる措置 

（２）道民が特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とするための措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１  北海道博物館として必要なコレクションの受入れ・登録…………………２１ 

№２  公開承認施設としての資料保存環境の整備…………………………………２２ 

№３  総合展示の維持管理と資料の入替え…………………………………………２３ 

№４  総合博物館として様々な企画展を計画・実施………………………………２５ 

№５  総合博物館として幅広い研究プロジェクトの計画・実施…………………２７ 

№６  科学研究費補助金等の公的機関等からの研究費の獲得……………………２８ 

№７  旧北海中学校など、建造物整備・修繕計画の策定…………………………２９ 

          

【総括評価項目】 

（３）利用者の視点に立った博物館づくりへの措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№８  子ども向けの魅力あるイベントの充実………………………………………３０ 

№９  子ども向けの教材の開発………………………………………………………３２ 

№１０ はっけんプログラムの運用……………………………………………………３３ 

№１１ ミュージアムエデュケーターに関する取組…………………………………３４ 

№１２ アメニティ設備の設置。オリジナルグッズの販売。設備の活用…………３５ 

№１３ バス停の移設……………………………………………………………………３６ 

№１４ 野幌森林公園内の利便性と満足度の向上……………………………………３７ 

№１５ 広報活動の強化…………………………………………………………………３８ 

№１６ 赤れんが庁舎の活用……………………………………………………………３９ 

№１７ 利用者調査を含む評価制度の方向性の打出し………………………………４０ 

 

【総括評価項目】 

（４）道民との連携、協働する博物館づくりへの措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１７ 利用者調査を含む評価制度の方向性の打出し………………………………４０ 

№１８ 道民参加型組織の創設と支援に向けた方向性の打出し……………………４１ 

 

【総括評価項目】 

（５）北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する措置    

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

 №１９ 連携及び交流の方針・計画案の作成…………………………………………４２ 
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【総括評価項目】 

（６）道民の知的興味に応える博物館づくりへの措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№２０ 図書室の活用のための中長期プランの作成…………………………………４５ 

 

【総括評価項目】 

（７）研究成果を活かし、北海道の豊かな未来の実現に向けた措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

 №２１ 研修・実習プログラムの開発…………………………………………………４７ 

№２２ 職員の対外貢献の促進…………………………………………………………４９ 

 №２３ 道民・北海道への総合的な研究機関としての貢献に向けた体制作り……５１ 

 

【総括評価項目】 

（８）アイヌ文化の振興に寄与すると共に多文化共生社会の実現に向けた措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１  総合展示の定期的な入替え……………………………………………………５４ 

№２  企画展または巡回展の実施……………………………………………………５５ 

№３  研究プロジェクトの実施………………………………………………………５７ 

№４  資料・情報の収集と整備………………………………………………………５８ 

№５  公開資料の充実…………………………………………………………………５９ 

№６  発信媒体強化に向けた方向性の打出し………………………………………６０ 

№７  統合後の支援態勢の整備………………………………………………………６１ 

№８  アイヌ文化関連のイベントの実施と改良……………………………………６２ 

№９  積極的な発信と協働の推進……………………………………………………６４ 

 

【総括評価項目】 

（９）各の措置を実施するために必要なガバナンス体制の確立に向けた措置   

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№２４  各部のグループ業務に関する課題の共有と解決…………………………５２ 

№１０  館における研究センターの運営……………………………………………６５ 

№２５  課題の共有と解決……………………………………………………………５３ 

 

 

 

 



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

中
期

目
標

・
計

画

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

5

1
2

資
料

審
査

会
(設

置
要

領
に

基
づ

く
、

以
下

「
審

査
会

」
と

い
う

)の
定

例
化

を
決

め
(平

成
2

7
年

1
0

月
の

審
査

会
で

決
定

)、
資

料
の

受
入

や
廃

棄
の

決
定

だ
け

で
な

く
、

受
入

の
進

捗
状

況
や

活
用

状
況

も
報

告
す

る
こ

と
と

し
た

。
以

下
、

平
成

2
9

年
1

月
末

日
現

在
の

処
理

状
況

で
あ

る
。

・
資

料
審

査
会

は
5

回
開

催
し

、
１

２
件

の
受

入
を

行
っ

た
。

・
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

資
料

に
つ

い
て

は
、

資
料

分
類

の
割

り
振

り
を

行
い

、
資

料
の

適
正

配
架

に
向

け
て

、
旧

開
拓

記
念

館
の

民
族

資
料

を
含

む
再

整
理

を
進

め
て

い
る

。
旧

セ
ン

タ
ー

資
料

の
注

記
等

の
方

法
の

検
討

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

・
一

括
資

料
の

受
入

に
つ

い
て

は
、

弥
永

北
海

道
博

物
館

か
ら

寄
贈

を
受

け
た

弥
永

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

に
は

、
地

学
資

料
、

生
活

資
料

、
考

古
資

料
な

ど
を

収
集

し
、

各
研

究
グ

ル
ー

プ
を

中
心

に
整

理
登

録
作

業
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
全

国
樺

太
連

盟
資

料
に

つ
い

て
は

、
樺

連
と

受
入

の
方

法
を

協
議

し
て

受
入

の
体

制
作

り
を

進
め

、
受

け
入

れ
場

所
の

整
備

と
今

後
の

保
存

活
用

の
計

画
策

定
を

行
っ

て
い

る
。

・
旧

館
の

分
野

制
か

ら
博

物
館

の
研

究
グ

ル
ー

プ
へ

体
制

が
代

わ
る

中
、

各
グ

ル
ー

プ
に

分
類

ご
と

の
資

料
を

割
り

振
る

こ
と

で
業

務
を

継
続

す
る

こ
と

と
し

た
。

資
料

受
入

の
工

程
に

つ
い

て
は

資
料

審
査

会
で

示
し

た
。

分
類

の
再

検
討

（
総

集
の

扱
い

等
）

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
課

題
と

す
る

。

目
標

（
値

）
の

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

受
入

資
料

件
数

目
標

（
値

）

・
北

海
道

博
物

館
と

し
て

必
要

な
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

受
入

れ
・

登
録

・
資

料
審

査
会

の
実

施
回

数

・
受

入
資

料
件

数

・
資

料
審

査
会

の
実

施
回

数

・
受

入
資

料
件

数

・
北

海
道

博
物

館
と

し
て

必
要

な
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

受
入

れ
・

登
録

○

○

年
度

計
画

（
案

）

・
資

料
収

集
の

方
針

に
基

づ
き

、
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
含

め
た

資
料

を
収

集
す

る
。

・
収

集
し

た
資

料
に

つ
い

て
の

調
査

を
実

施
し

、
整

理
・

分
類

・
登

録
し

た
後

、
新

規
受

入
資

料
の

写
真

撮
影

及
び

収
蔵

番
号

の
注

記
作

業
等

を
進

め
る

。

・
一

括
で

寄
贈

を
受

け
た

貴
重

な
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

目
録

の
刊

行
に

向
け

た
作

業
を

進
め

る
。

・
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
受

け
入

れ
る

に
あ

た
っ

て
、

全
体

的
な

工
程

の
再

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
整

理
す

る
た

め
の

分
類

を
再

検
討

す
る

。

A

ア
　

資
料

収
集

方
針

に
基

づ
き

、
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
わ

る
後

世
に

残
す

べ
き

遺
産

を
適

切
に

収
集

す
る

。

イ
　

収
集

し
た

資
料

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

調
査

し
、

適
切

に
整

理
・

分
類

・
登

録
す

る
。

ウ
　

一
括

で
寄

贈
を

受
け

た
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

広
く

公
表

す
る

と
と

も
に

、
展

示
や

研
究

な
ど

で
よ

り
多

く
の

道
民

及
び

関
連

機
関

が
活

用
で

き
る

よ
う

に
、

資
料

群
の

全
体

像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

1

点
検

項
目

集
計

年
度

計
画

・
資

料
収

集
の

方
針

に
基

づ
き

、
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
含

め
た

資
料

を
収

集
す

る
。

・
収

集
し

た
資

料
に

つ
い

て
の

調
査

を
実

施
し

、
整

理
・

分
類

・
登

録
し

た
後

、
新

規
受

入
資

料
の

写
真

撮
影

及
び

収
蔵

番
号

の
注

記
作

業
等

を
進

め
る

。

・
一

括
で

寄
贈

を
受

け
た

貴
重

な
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
目

録
の

刊
行

に
向

け
た

作
業

を
進

め
る

。

・
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
受

け
入

れ
る

に
あ

た
っ

て
、

全
体

的
な

工
程

の
再

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
整

理
す

る
た

め
の

分
類

を
再

検
討

す
る

。

目
標

（
値

）
（

案
）

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

達
成

状
況

・
旧

開
拓

記
念

館
資

料
と

旧
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

資
料

の
統

合
に

伴
う

資
料

群
に

つ
い

て
は

、
整

理
･収

蔵
の

方
法

を
研

究
グ

ル
ー

プ
と

協
議

し
て

作
業

を
進

め
た

。

・
資

料
審

査
会

を
1

1
月

か
ら

定
例

化
す

る
と

と
も

に
、

貴
重

な
資

料
の

受
け

入
れ

だ
け

で
な

く
、

事
務

手
続

き
や

配
架

ま
で

の
実

作
業

及
び

資
料

活
用

状
況

等
を

確
認

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

、
資

料
受

入
に

関
す

る
業

務
を

可
視

化
し

た
。

・
弥

永
資

料
に

関
し

て
は

地
学

資
料

、
生

活
資

料
、

考
古

資
料

、
ア

イ
ヌ

家
な

ど
を

収
集

し
た

。
ま

た
、

全
国

樺
太

連
盟

資
料

に
つ

い
て

は
、

受
入

準
備

と
保

存
・

活
用

計
画

を
策

定
し

た
。

・
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

受
入

体
制

は
、

問
題

な
く

進
め

ら
れ

る
状

態
に

な
っ

た
。

資
料

審
査

会
の

実
施

回
数

回 件

1
中

期
目

標
・

計
画

番
号

1
-
1

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
　

資
料

の
収

集
・

保
存

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

8
年

度

H
2

8
H

2
9

H
2

9
年

度×

7
6

1

計

目
標

値
番

号

(１
) 

資
料

の
収

集
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担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

○

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

1
8

0
,6

1
2

1
0

4
1

4

一
元

化
後

の
資

料
登

録
件

数
件

資
料

収
蔵

環
境

管
理

等
に

関
す

る
連

絡
会

議
の

開
催

数
回

IP
M

の
実

施
回

数
回

・
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

検
索

等
に

関
し

て
は

全
職

員
が

活
用

し
て

い
る

が
、

資
料

登
録

に
関

し
て

は
ま

だ
充

分
に

浸
透

し
て

お
ら

ず
、

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
・

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
く

公
開

承
認

施
設

と
し

て
、

資
料

保
存

環
境

維
持

の
実

施
の

た
め

Ｉ
Ｐ

Ｍ
（

薬
剤

燻
蒸

に
頼

ら
な

い
有

害
生

物
の

監
視

と
抑

制
を

す
る

)を
重

視
し

た
。

特
に

、
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

と
博

物
館

研
究

グ
ル

ー
プ

(保
存

研
究

)が
中

心
と

な
り

、
日

常
的

な
温

湿
度

管
理

や
清

掃
・

整
理

、
各

種
の

境
調

査
に

よ
り

適
正

な
資

料
保

存
環

境
を

維
持

し
た

。
・

博
物

館
と

指
定

管
理

者
の

各
関

係
者

間
で

収
蔵

環
境

に
関

す
る

情
報

の
連

携
を

図
る

た
め

の
、

資
料

収
蔵

環
境

管
理

等
連

絡
会

議
を

１
０

回
実

施
し

た
。

・
平

成
2

９
年

1
月

末
日

現
在

の
主

な
IP

M
に

関
わ

る
作

業
を

実
施

内
容

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
①

捕
虫

ト
ラ

ッ
プ

(１
１

４
カ

所
)設

置
･交

換
と

文
化

財
害

虫
有

無
の

確
認

は
1

0
回

実
施

。
②

収
蔵

庫
内

の
落

下
菌

調
査

を
年

1
回

実
施

。
③

空
気

質
調

査
は

特
別

展
示

室
と

収
蔵

庫
内

の
有

害
物

質
測

定
を

3
回

実
施

。
④

基
盤

Ｇ
全

員
と

保
存

担
当

者
に

よ
る

収
蔵

庫
清

掃
は

1
0

回
実

施
し

、
全

職
員

に
よ

る
展

示
室

と
収

蔵
庫

の
資

料
チ

ェ
ッ

ク
を

兼
ね

た
大

掃
除

を
3

日
間

実
施

。
⑤

新
展

示
ケ

ー
ス

な
ど

の
か

ら
し

作
業

を
恒

常
的

に
実

施
。

⑥
二

酸
化

炭
素

殺
虫

処
理

を
収

蔵
庫

搬
入

時
に

1
３

回
実

施
。

⑦
収

蔵
庫

内
の

環
境

管
理

(朝
夕

の
温

室
度

確
認

と
害

虫
除

去
等

)は
２

５
３

回
実

施
。

⑧
高

湿
度

に
な

る
夏

期
に

(ボ
イ

ラ
ー

性
能

の
限

界
期

)
の

収
蔵

庫
内

除
湿

機
(最

大
9

台
)を

１
０

６
日

稼
動

。
⑨

そ
の

他
、

収
蔵

庫
の

シ
ー

リ
ン

グ
作

業
や

カ
ビ

様
物

質
の

調
査

な
ど

１
１

件
に

対
応

。
⑩

公
開

承
認

施
設

会
議

へ
の

参
加

し
、

そ
の

報
告

を
通

し
て

館
職

員
の

意
識

向
上

と
事

務
手

続
き

上
の

注
意

点
の

情
報

共
有

を
図

っ
た

。
・

災
害

発
生

時
に

お
け

る
被

災
資

料
の

受
入

れ
や

保
存

処
理

な
ど

の
機

能
・

体
制

整
備

に
つ

い
て

は
、

文
化

庁
の

研
修

会
に

参
加

し
、

被
災

地
で

の
災

害
事

例
や

対
策

の
情

報
を

収
集

し
た

。
災

害
発

生
時

の
被

災
資

料
受

入
機

能
整

備
は

、
資

料
仮

置
き

棚
の

整
理

、
保

存
処

理
室

の
再

整
備

、
パ

ン
ケ

ー
ス

等
資

材
の

確
保

を
行

っ
た

。
・

収
蔵

資
料

利
用

は
、

収
蔵

資
料

の
特

別
観

覧
6

4
件

、
刊

行
物

等
へ

の
使

用
１

２
７

件
、

道
内

外
の

博
物

館
等

へ
の

貸
出

し
2

7
件

の
承

認
を

行
っ

た
。

2

達
成

状
況

目
標

（
値

）
の

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

ウ
　

市
町

村
合

併
な

ど
地

域
社

会
の

急
激

な
変

動
に

よ
る

資
料

の
散

逸
な

ど
の

課
題

に
対

し
、

北
海

道
の

中
核

的
博

物
館

と
し

て
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

遺
産

を
保

存
・

継
承

す
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

し
、

そ
の

受
け

皿
と

し
て

の
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

中
期

目
標

・
計

画

1
-
2

～
4

中
期

目
標

・
計

画
番

号

・
一

元
化

後
の

資
料

登
録

件
数

・
資

料
収

蔵
環

境
管

理
等

に
関

す
る

連
絡

会
議

の
開

催
数

・
IP

M
に

関
わ

る
作

業
の

実
施

回
数

2
・

収
蔵

資
料

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
活

用
に

関
し

て
は

、
担

当
職

員
の

手
が

ま
わ

ら
ず

に
登

録
作

業
が

滞
っ

て
い

る
部

分
が

あ
り

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
・

環
境

会
議

(平
成

2
7

年
度

か
ら

定
例

化
)に

よ
り

、
収

蔵
環

境
調

査
(捕

虫
ト

ラ
ッ

プ
や

空
気

質
測

定
)の

結
果

を
検

討
し

な
が

ら
、

具
体

的
な

問
題

解
決

方
法

を
検

討
し

て
、

確
実

に
実

施
し

て
き

た
。

・
公

開
承

認
施

設
(平

成
2

7
年

8
月

に
承

認
)と

し
て

、
文

化
庁

主
催

の
公

開
承

認
施

設
会

議
に

出
席

す
る

と
と

も
に

、
問

題
に

遭
遇

し
た

場
合

の
速

や
か

に
連

絡
し

指
示

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

作
り

が
で

き
た

。

・
災

害
発

生
時

の
被

災
資

料
受

入
機

能
整

備
と

し
て

は
、

収
蔵

庫
内

と
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
の

整
理

を
行

い
、

資
料

仮
置

き
や

作
業

ス
ペ

ー
ス

確
保

を
行

っ
た

。

・
収

蔵
資

料
の

利
用

は
、

年
間

等
し

て
、

恒
常

的
に

多
数

の
利

用
が

あ
っ

た
。

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

目
標

値
番

号

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

×

6
(２

) 
収

蔵
機

能
の

強
化

ア
　

収
蔵

資
料

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
適

正
な

運
用

に
よ

り
、

資
料

の
受

入
れ

、
出

納
や

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
情

報
を

一
元

的
に

管
理

す
る

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
へ

の
資

料
情

報
の

提
供

に
役

立
て

る
。

イ
　

東
日

本
大

震
災

時
の

教
訓

を
活

か
し

、
災

害
発

生
時

の
被

災
資

料
の

受
入

れ
や

保
存

処
理

な
ど

に
対

応
で

き
る

機
能

と
体

制
を

整
備

す
る

。

１
　

資
料

の
収

集
・

保
存

(２
) 

収
蔵

機
能

の
強

化
　

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持
　

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持
　

貴
重

な
公

共
の

財
産

を
預

か
る

立
場

か
ら

、
温

湿
度

管
理

、
薬

剤
だ

け
に

頼
ら

な
い

方
法

に
よ

る
虫

菌
害

防
除

対
策

（
Ｉ

Ｐ
Ｍ

）
、

災
害

対
策

な
ど

を
徹

底
し

、
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

努
め

る
。

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応
　

収
蔵

資
料

の
特

別
観

覧
や

刊
行

物
な

ど
へ

の
使

用
、

道
内

外
の

博
物

館
な

ど
へ

の
貸

出
し

に
積

極
的

に
対

応
し

、
よ

り
多

く
の

人
び

と
が

北
海

道
博

物
館

の
収

蔵
資

料
を

利
用

す
る

機
会

を
創

出
す

る
。

H
2

8
年

度

H
2

8
H

2
9

目
標

（
値

）
（

案
）

3
3

5
4

1

3

H
2

9
年

度

（
2

）

（
3

）

（
4

）

年
度

計
画

（
２

）
収

蔵
機

能
の

強
化

・
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

資
料

情
報

を
速

や
か

に
登

録
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

後
の

資
料

移
動

の
記

録
や

公
開

情
報

の
更

新
を

含
め

、
シ

ス
テ

ム
の

円
滑

な
運

用
を

進
め

る
。

・
災

害
発

生
時

に
お

け
る

被
災

資
料

の
受

入
れ

や
保

存
処

理
な

ど
の

機
能

・
体

制
整

備
に

向
け

、
日

本
博

物
館

協
会

な
ど

の
動

き
と

連
動

し
な

が
ら

、
検

討
を

進
め

る
。

・
収

蔵
庫

各
室

の
用

途
見

直
し

や
資

料
の

性
質

に
応

じ
た

保
存

方
法

の
検

討
な

ど
に

よ
り

、
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
取

り
組

む
。

（
３

）
資

料
保

存
環

境
の

維
持

・
温

湿
度

管
理

、
薬

剤
だ

け
に

頼
ら

な
い

方
法

に
よ

る
虫

菌
害

防
除

対
策

（
Ｉ

Ｐ
Ｍ

）
、

災
害

対
策

、
環

境
調

査
・

清
掃

を
徹

底
し

、
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

努
め

る
。

（
４

）
収

蔵
資

料
の

利
用

へ
の

対
応

・
収

蔵
資

料
の

特
別

観
覧

や
刊

行
物

な
ど

へ
の

使
用

、
道

内
外

の
博

物
館

な
ど

へ
の

貸
出

し
に

積
極

的
に

対
応

す
る

。

・
公

開
承

認
施

設
と

し
て

の
資

料
保

存
環

境
の

整
備

・
一

元
化

後
の

資
料

登
録

件
数

・
資

料
収

蔵
環

境
管

理
等

に
関

す
る

連
絡

会
議

の
開

催
数

・
IP

M
に

関
わ

る
作

業
の

実
施

回
数

（
２

）
収

蔵
機

能
の

強
化

・
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

資
料

情
報

を
速

や
か

に
登

録
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

後
の

資
料

移
動

の
記

録
や

公
開

情
報

の
更

新
を

含
め

、
シ

ス
テ

ム
の

円
滑

な
運

用
を

進
め

る
。

・
災

害
発

生
時

に
お

け
る

被
災

資
料

の
受

入
れ

や
保

存
処

理
な

ど
の

機
能

・
体

制
整

備
に

向
け

、
日

本
博

物
館

協
会

な
ど

の
動

き
と

連
動

し
な

が
ら

、
検

討
を

進
め

る
。

・
収

蔵
庫

各
室

の
用

途
見

直
し

や
資

料
の

性
質

に
応

じ
た

保
存

方
法

の
検

討
な

ど
に

よ
り

、
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
取

り
組

む
。

（
３

）
資

料
保

存
環

境
の

維
持

・
温

湿
度

管
理

、
薬

剤
だ

け
に

頼
ら

な
い

方
法

に
よ

る
虫

菌
害

防
除

対
策

（
Ｉ

Ｐ
Ｍ

）
、

災
害

対
策

、
環

境
調

査
・

清
掃

を
徹

底
し

、
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

努
め

る
。

（
４

）
収

蔵
資

料
の

利
用

へ
の

対
応

・
収

蔵
資

料
の

特
別

観
覧

や
刊

行
物

な
ど

へ
の

使
用

、
道

内
外

の
博

物
館

な
ど

へ
の

貸
出

し
に

積
極

的
に

対
応

す
る

。

・
公

開
承

認
施

設
と

し
て

の
資

料
保

存
環

境
の

整
備

(２
) 

収
蔵

機
能

の
強

化

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応 B

計
○

点
検

項
目

集
計

3
0

目
標

（
値

）
年

度
計

画
（

案
）

22



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
○

○

中
期

目
標

・
計

画

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

総
合

展
示

室
利

用
者

数
8

0
,0

0
0

人
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

4
,0

0
0

人

・
総

合
展

示
の

定
期

的
な

入
替

え
を

実
施

す
る

。

・
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
展

示
空

間
の

整
備

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

。

・
総

合
展

示
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
努

め
る

。

・
総

合
展

示
の

防
犯

体
制

の
見

直
し

を
進

め
る

。

・
子

ど
も

の
興

味
を

喚
起

す
る

展
示

手
法

を
導

入
す

る
。

総
合

展
示

室
利

用
者

1
0

1
,7

7
5

人
う

ち
外

国
人

利
用

者
3

,6
7

8
人

総
合

展
示

の
維

持
管

理
と

資
料

の
入

替
・

総
合

展
示

の
定

期
的

な
資

料
入

替
を

実
施

す
る

た
め

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

展
示

替
え

を
下

記
の

と
お

り
合

計
２

４
回

実
施

し
た

。
こ

の
展

示
替

え
に

よ
り

、
最

新
の

研
究

成
果

を
紹

介
し

、
新

着
資

料
・

館
蔵

重
要

資
料

を
公

開
す

る
な

ど
、

飽
き

な
い

楽
し

め
る

展
示

を
提

供
す

る
こ

と
に

努
め

た
。

ま
た

、
展

示
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
に

お
い

て
来

年
度

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

計
画

を
策

定
し

た
。

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
①

（
１

テ
ー

マ
）

：
６

回
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

②
（

１
テ

ー
マ

）
：

６
回

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
③

（
２

テ
ー

マ
）

：
３

回
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

④
（

２
テ

ー
マ

）
：

２
回

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
⑤

（
３

テ
ー

マ
）

：
２

回
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

⑥
（

４
テ

ー
マ

）
：

２
回

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
⑦

（
５

テ
ー

マ
）

：
３

回

・
総

合
展

示
室

１
～

５
テ

ー
マ

の
展

示
資

料
入

替
件

数
は

２
１

件
で

あ
る

（
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

以
外

）
。

そ
の

他
、

プ
ロ

ロ
ー

グ
展

示
で

３
件

、
職

員
紹

介
コ

ー
ナ

ー
展

示
で

４
件

の
展

示
資

料
入

替
を

実
施

し
た

。
こ

の
展

示
替

え
に

よ
り

、
最

新
の

研
究

成
果

の
紹

介
、

新
着

資
料

・
館

蔵
重

要
資

料
の

公
開

を
促

進
し

た
。

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
利

用
し

た
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
展

示
ガ

イ
ド

ア
プ

リ
「

ポ
ケ

ッ
ト

学
芸

員
」

を
導

入
し

、
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
展

示
空

間
の

整
備

を
進

め
た

。
ま

た
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
障

が
い

者
向

け
の

「
さ

わ
れ

る
展

示
」

、
音

声
解

説
装

置
、

外
国

人
向

け
の

多
言

語
解

説
ボ

ー
ド

な
ど

に
つ

い
て

、
利

便
性

の
改

善
に

向
け

た
検

討
を

進
め

た
。

・
展

示
ケ

ー
ス

・
設

備
等

の
破

損
を

指
定

管
理

者
と

と
も

に
点

検
し

、
総

合
展

示
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

っ
た

（
３

回
）

。

・
総

合
展

示
室

の
定

期
的

な
巡

回
・

点
検

を
実

施
し

防
犯

に
努

め
る

と
と

も
に

、
防

犯
カ

メ
ラ

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

た
検

討
を

進
め

た
。

（
防

犯
カ

メ
ラ

説
明

･検
討

会
２

回
）

・
子

ど
も

の
興

味
を

喚
起

す
る

た
め

、
子

ど
も

向
け

ク
イ

ズ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

配
布

な
ど

を
行

い
、

子
ど

も
向

け
の

展
示

手
法

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

。

総
合

展
示

室
利

用
者

数

ウ
　

総
合

展
示

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

努
め

る
。

総
合

展
示

室
の

利
用

者
数

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

）
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

・
総

合
展

示
の

維
持

管
理

と
資

料
の

入
替

え
・

計
画

ど
お

り
に

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

展
示

替
え

お
よ

び
資

料
入

替
を

実
施

で
き

た
。

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
利

用
し

た
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
展

示
ガ

イ
ド

ア
プ

リ
を

導
入

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
来

館
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
る

意
見

を
参

考
に

、
障

害
者

、
外

国
人

の
利

便
性

改
善

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
総

合
展

示
の

破
損

等
に

つ
い

て
定

期
的

に
点

検
を

行
い

、
修

繕
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
総

合
展

示
の

定
期

的
な

巡
回

・
点

検
を

実
施

し
、

防
犯

に
努

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
防

犯
カ

メ
ラ

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

検
討

中
。

・
子

供
向

け
ク

イ
ズ

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
配

布
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

子
ど

も
向

け
の

展
示

手
法

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

目
標

値
番

号
2

-
1

3

中
期

目
標

・
計

画
番

号

２
　

展
示

(１
) 

総
合

展
示

室
の

運
営

イ
　

総
合

展
示

の
展

示
資

料
に

つ
い

て
、

道
民

及
び

関
連

機
関

に
知

ら
せ

る
た

め
、

そ
の

全
体

像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

ア
　

最
新

の
研

究
成

果
を

反
映

し
た

総
合

展
示

の
定

期
的

な
入

替
え

に
よ

り
、

来
る

た
び

に
違

う
、

飽
き

な
い

展
示

を
演

出
す

る
と

と
も

に
、

年
齢

、
母

語
、

障
が

い
の

有
無

な
ど

を
問

わ
ず

、
す

べ
て

の
方

に
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

め
る

展
示

空
間

を
提

供
す

る
。

計
○

×

目
標

（
値

）
年

度
計

画
達

成
状

況

う
ち

外
国

人
利

用
者

数

総
合

展
示

室
の

利
用

者
数

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

）
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

・
総

合
展

示
の

定
期

的
な

入
替

え
を

実
施

す
る

。

・
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
展

示
空

間
の

整
備

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

。

・
総

合
展

示
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
努

め
る

。

・
総

合
展

示
の

防
犯

体
制

の
見

直
し

を
進

め
る

。

・
子

ど
も

の
興

味
を

喚
起

す
る

展
示

手
法

を
導

入
す

る
。

設
定

内
容

目
標

値
（

5
年

間
）

H
2

8
年

度

・
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
件

数

・
総

合
展

示
室

の
展

示
品

の
入

替
件

数

3
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

1
9

2 人
1

1
0

,0
0

0
4

,0
0

0

点
検

項
目

集
計

・
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
件

数

・
総

合
展

示
室

の
展

示
品

の
入

替
件

数

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

H
2

8

○

H
2

9

○

総
合

展
示

室
の

利
用

者
数

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

）
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

人
総

合
展

示
室

利
用

者
数

う
ち

外
国

人
利

用
者

数

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

3
6

2
,0

0
0

人

1
9

,0
0

0
人

A

2
1

23



担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

点

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

3

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

件
数

2
4

件

全
体

2
1

点

第
1

テ
ー

マ
8

H
2

9
年

度

第
5

テ
ー

マ
0

点

総
合

展
示

室
の

展
示

品
の

入
替

件
数

10
点

第
4

テ
ー

マ

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

点

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-1
目

標
値

番
号

3
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

H
2

7
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

第
2

テ
ー

マ
1

2
点

第
3

テ
ー

マ

24



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

中
期

目
標

・
計

画

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

特
別

展
示

室
利

用
者

数
6

3
,4

0
0

人

◎
(２

) 
企

画
展

示
の

開
催

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

イ
　

道
民

の
研

究
成

果
や

創
作

活
動

の
発

表
な

ど
、

道
民

参
加

型
の

企
画

展
示

を
導

入
し

、
道

民
と

の
連

携
促

進
を

図
る

。

・
企

画
展

の
利

用
者

数
と

満
足

度

・
そ

の
他

、
館

内
外

で
実

施
し

た
展

示
件

数

4
・

総
合

博
物

館
と

し
て

様
々

な
企

画
展

を
計

画
・

実
施

ア
　

他
の

博
物

館
や

民
間

企
業

と
の

連
携

・
協

働
、

全
国

規
模

の
巡

回
展

の
誘

致
に

よ
り

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

実
現

す
る

。

・
道

内
５

地
域

の
ジ

オ
パ

ー
ク

推
進

協
議

会
、

北
海

道
新

聞
社

、
N

H
K

札
幌

放
送

局
、

(一
財

)北
海

道
歴

史
文

化
財

団
、

(株
)北

海
道

地
図

、
(株

)イ
オ

ン
北

海
道

と
連

携
し

、
地

域
連

携
、

企
業

連
携

に
よ

る
大

規
模

か
つ

魅
力

的
な

企
画

展
示

と
し

て
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

!」
を

開
催

し
た

。
外

部
連

携
展

示
は

、
(独

)日
本

ス
ポ

ー
ツ

振
興

セ
ン

タ
ー

、
(公

財
)日

本
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
委

員
会

な
ど

と
の

連
携

に
よ

る
秩

父
宮

記
念

ス
ポ

ー
ツ

博
物

館
北

海
道

巡
回

展
「

2
0

2
0

年
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

や
っ

て
く

る
」

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
休

憩
ラ

ウ
ン

ジ
を

利
用

し
て

、
北

海
道

北
方

領
土

対
策

本
部

と
連

携
し

た
「

北
方

領
土

問
題

展
示

コ
ー

ナ
ー

」
を

開
設

し
た

。

・
こ

れ
ま

で
の

研
究

成
果

を
反

映
し

た
展

示
は

、
第

５
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
ア

イ
ヌ

民
族

資
料

を
守

り
伝

え
る

力
」

、
第

６
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
き

れ
い

？
不

思
議

？
楽

し
い

！
？

漂
着

物
」

、
第

７
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
あ

っ
た

か
い

住
ま

い
」

を
開

催
し

た
。

・
収

蔵
資

料
を

積
極

的
に

公
開

す
る

展
示

は
、

第
１

回
蔵

出
し

展
「

ア
イ

ヌ
民

族
の

造
形

美
」

を
開

催
し

た
。

・
道

民
参

加
型

の
展

示
は

、
休

憩
ラ

ウ
ン

ジ
を

利
用

し
て

、
北

海
道

化
石

会
と

連
携

し
た

「
ア

ン
モ

ナ
イ

ト
」

展
を

試
行

し
た

。
平

成
２

９
年

度
以

降
に

は
、

道
民

参
加

型
展

示
の

実
施

要
領

や
募

集
要

領
を

確
定

し
、

広
く

道
民

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
体

制
を

整
備

す
る

計
画

で
あ

る
。

・
展

示
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
で

は
、

次
年

度
以

降
の

企
画

展
示

の
計

画
を

策
定

し
た

。
ま

た
、

特
別

展
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
組

織
し

、
来

年
度

特
別

展
開

催
に

向
け

た
事

前
調

査
な

ど
の

準
備

を
進

め
た

。

特
別

展
示

室
利

用
者

数
7

6
,4

3
3

人

設
定

内
容

特
別

展
示

室
利

用
者

数

6
点

検
項

目
集

計
計

○
×

7

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）

S

特
別

展
示

室
の

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

目
標

値
（

5
年

間
）

2
8

8
,0

0
0

人

年
度

計
画

達
成

状
況

特
別

展
示

室
の

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

・
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

!」
に

つ
い

て
は

、
道

内
５

地
域

の
ジ

オ
パ

ー
ク

推
進

協
議

会
お

よ
び

民
間

企
業

と
の

連
携

に
よ

り
展

示
資

料
の

充
実

、
広

報
の

強
化

な
ど

を
実

施
し

、
5

9
,2

4
3

名
の

入
場

者
を

迎
え

る
な

ど
当

初
計

画
以

上
の

成
果

を
あ

げ
、

魅
力

的
な

展
示

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
(独

)
日

本
ス

ポ
ー

ツ
振

興
セ

ン
タ

ー
や

北
海

道
北

方
領

土
対

策
本

部
と

連
携

し
た

展
示

を
提

供
し

た
。

・
３

回
の

企
画

テ
ー

マ
展

と
蔵

出
し

展
の

開
催

を
通

じ
て

、
研

究
成

果
を

広
く

普
及

し
、

収
蔵

資
料

を
積

極
的

に
公

開
し

た
。

ま
た

、
北

海
道

化
石

会
と

連
携

し
た

道
民

参
加

型
展

示
を

試
行

し
た

。

・
展

示
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
会

議
を

７
回

開
催

し
検

討
を

重
ね

,来
年

度
以

降
の

企
画

展
示

計
画

を
策

定
し

た
。

H
2

8
H

2
9

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

ウ
　

北
海

道
博

物
館

独
自

の
研

究
成

果
を

積
極

的
に

反
映

し
た

企
画

展
示

を
開

催
す

る
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-
2

4

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

２
　

展
示

目
標

値
番

号

・
民

間
企

業
と

連
携

し
た

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

開
催

す
る

。

・
研

究
成

果
を

反
映

し
た

展
示

、
収

蔵
資

料
を

積
極

的
に

公
開

す
る

展
示

、
及

び
道

民
参

加
型

の
企

画
展

示
を

開
催

す
る

。

・
次

年
度

以
降

の
企

画
展

示
の

計
画

、
事

前
調

査
な

ど
の

準
備

を
進

め
る

。

特
別

展
示

室
の

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

・
総

合
博

物
館

と
し

て
様

々
な

企
画

展
を

計
画

・
実

施

・
企

画
展

の
利

用
者

数
と

満
足

度

・
そ

の
他

、
館

内
外

で
実

施
し

た
展

示
件

数

・
民

間
企

業
と

連
携

し
た

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

開
催

す
る

。

・
研

究
成

果
を

反
映

し
た

展
示

、
収

蔵
資

料
を

積
極

的
に

公
開

す
る

展
示

、
及

び
道

民
参

加
型

の
企

画
展

示
を

開
催

す
る

。

・
次

年
度

以
降

の
企

画
展

示
の

計
画

、
事

前
調

査
な

ど
の

準
備

を
進

め
る

。

特
別

展
示

室
利

用
者

数

目
標

（
値

）
（

案
）

◎

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

8
0

,0
0

0
人1

目
標

（
値

）
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

第
2

回
特

別
展

(7
/9

～
9

/2
5

）

第
5

回
企

画
テ

ー
マ

展
（

4
/2

8
～

6
/5

）

第
6

回
企

画
テ

ー
マ

展
（

1
0

/1
4

～
1

1
/2

7
）

第
1

回
蔵

出
し

展
（

1
2

/2
2

～
1

/1
5

 ）
※

実
質

6
日

間
の

数
値

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-
2

目
標

値
番

号
4

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

H
2

7
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
7

年
度

の
実

施
状

況
）

き
れ

い
？

不
思

議
？

楽
し

い
！

？
　

漂
着

物

利
用

者
数

6
,1

3
9

人

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

％

ア
イ

ヌ
民

族
資

料
を

守
り

伝
え

る
力

利
用

者
数

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

H
2

8
年

度

そ
の

他
、

館
内

外
で

実
施

し
た

展
示

件
数

7
件

満
足

度
9

4
.6

％

ア
イ

ヌ
民

族
の

造
形

美

利
用

者
数

1
,6

3
2

人

満
足

度
1

0
0

％

9
,4

1
9

人

満
足

度
9

4
.9

％

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

4

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

行
こ

う
！

利
用

者
数

5
9

,2
4

3
人

満
足

度
8

5
.4
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担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
無

目
標

（
値

）
実

績

4 4 2 1 1

課
題

・
地

域
情

報
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
４

課
題

、
「

自
然

・
歴

史
・

文
化

」
総

合
研

究
4

課
題

、
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

・
情

報
の

集
積

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
課

題
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
総

合
的

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
課

題
を

実
施

し
て

い
る

。

・
地

域
情

報
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

う
ち

1
つ

に
つ

い
て

は
、

各
地

域
の

住
民

の
参

加
を

得
た

公
開

研
究

会
を

開
催

し
た

ほ
か

、
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
調

査
実

施
過

程
で

地
域

住
民

の
協

力
を

求
め

、
参

加
を

得
て

い
る

。
昨

年
度

課
題

だ
っ

た
、

道
民

と
協

働
し

た
調

査
研

究
は

、
野

幌
森

林
公

園
植

物
調

査
の

会
と

一
緒

に
野

幌
森

林
公

園
の

植
物

相
調

査
を

実
施

と
野

幌
森

林
公

園
を

守
る

会
と

共
同

で
野

幌
森

林
公

園
ク

マ
ゲ

ラ
一

斉
調

査
を

実
施

し
た

が
、

道
民

と
協

働
で

き
た

課
題

は
限

ら
れ

て
い

た
。

・
道

民
の

自
主

的
な

研
究

活
動

や
研

究
発

表
の

場
と

し
て

、
ラ

ウ
ン

ジ
で

の
展

示
を

試
行

的
に

実
施

中
で

あ
る

。

・
前

年
度

、
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
と

５
年

間
の

共
同

研
究

実
施

の
た

め
の

覚
書

を
調

印
し

た
の

を
受

け
、

同
館

か
ら

2
名

の
研

究
者

を
招

聘
し

、
道

内
に

お
い

て
漁

業
史

や
考

古
学

の
分

野
で

の
共

同
調

査
を

実
施

し
た

。

・
前

年
度

、
ロ

イ
ヤ

ル
・

ア
ル

バ
ー

タ
博

物
館

と
共

同
研

究
実

施
の

た
め

の
覚

書
を

調
印

し
た

の
を

受
け

、
当

館
か

ら
2

名
の

研
究

者
を

派
遣

し
、

ア
ル

バ
ー

タ
州

内
に

お
い

て
生

物
学

と
民

族
学

に
つ

い
て

の
共

同
研

究
を

実
施

し
た

。

・
年

度
当

初
に

各
研

究
課

題
や

個
人

ご
と

の
年

次
計

画
を

策
定

し
、

館
内

で
の

共
有

を
図

っ
た

。

・
月

1
回

の
館

内
定

例
研

究
報

告
会

を
定

例
化

し
て

開
催

し
た

。

「
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

・
情

報
の

集
積

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
課

題

H
2

9

◎
◎

３
　

調
査

研
究

(１
) 

調
査

研
究

の
推

進

中
期

目
標

・
計

画
番

号
3

-
1

5
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

イ
　

道
民

と
連

携
し

た
基

礎
的

な
調

査
研

究
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
道

民
の

自
主

的
な

研
究

活
動

・
研

究
発

表
の

場
を

設
け

る
。

×
計

○

目
標

（
値

）

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

す
る

有
形

・
無

形
の

遺
産

に
関

す
る

調
査

研
究

を
推

進
し

、
そ

の
成

果
を

総
合

展
示

や
企

画
展

示
、

教
育

普
及

事
業

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

道
民

が
自

ら
を

知
り

、
誇

り
や

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

認
す

る
機

会
の

提
供

に
つ

な
げ

る
。

目
標

値
番

号

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

・
地

域
情

報
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
４

課
題

、
「

自
然

・
歴

史
・

文
化

」
総

合
研

究
4

課
題

を
前

年
に

引
き

続
き

実
施

す
る

。
最

終
年

度
と

な
る

３
課

題
に

つ
い

て
、

成
果

を
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

次
年

度
か

ら
の

研
究

課
題

の
立

ち
上

げ
に

向
け

て
、

早
く

か
ら

検
討

を
行

う
。

・
調

査
研

究
の

あ
り

方
を

検
討

し
、

研
究

推
進

を
図

る
場

と
し

て
設

置
し

た
調

査
研

究
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
等

に
お

い
て

、
調

査
研

究
へ

の
道

民
参

加
の

具
体

的
仕

組
み

作
り

、
道

民
の

研
究

成
果

の
発

表
の

場
の

確
保

の
具

体
案

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

実
現

を
図

る
。

・
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
、

ロ
イ

ヤ
ル

・
ア

ル
バ

ー
タ

博
物

館
と

共
同

研
究

を
継

続
し

て
実

施
し

、
合

せ
て

友
好

関
係

を
深

め
る

。

・
月

１
回

の
定

例
研

究
報

告
会

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

外
部

講
師

の
招

聘
を

検
討

し
、

実
現

を
図

る
。

総
合

博
物

館
と

し
て

幅
広

い
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

・
実

施

H
2

8

H
2

9
年

度

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

目
標

（
値

）
（

案
）

点
検

項
目

集
計

1
4

1
1

5

年
度

計
画

（
案

）

オ
　

館
内

で
の

研
修

会
、

館
外

で
の

長
期

研
修

へ
の

派
遣

な
ど

を
実

施
し

、
職

員
の

研
究

資
質

の
向

上
を

図
る

。

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

ウ
　

外
部

研
究

機
関

や
外

部
研

究
者

と
連

携
し

な
が

ら
、

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

エ
　

北
東

ア
ジ

ア
諸

地
域

を
は

じ
め

、
北

海
道

と
友

好
関

係
に

あ
る

地
域

、
地

理
的

・
歴

史
的

に
つ

な
が

り
の

あ
る

地
域

、
類

似
点

の
あ

る
地

域
の

博
物

館
や

研
究

機
関

と
の

交
流

及
び

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

年
度

計
画

達
成

状
況

・
総

合
博

物
館

と
し

て
幅

広
い

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
・

実
施

・
地

域
情

報
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
４

課
題

、
「

自
然

・
歴

史
・

文
化

」
総

合
研

究
４

課
題

を
前

年
に

引
き

続
き

実
施

す
る

。

・
調

査
研

究
の

あ
り

方
を

検
討

し
、

調
査

研
究

へ
の

道
民

参
加

の
具

体
的

な
仕

組
み

作
り

や
、

道
民

の
研

究
成

果
発

表
の

場
の

提
供

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

実
施

す
る

。

・
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
、

ロ
イ

ヤ
ル

・
ア

ル
バ

ー
タ

博
物

館
と

の
共

同
研

究
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

・
目

標
を

明
確

化
し

、
定

期
的

な
検

討
会

や
調

査
研

究
の

時
間

確
保

な
ど

、
研

究
体

制
を

整
備

す
る

。

・
月

１
回

の
定

例
研

究
報

告
会

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

5
・

前
年

度
立

ち
上

げ
た

各
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

遂
行

し
て

い
る

。
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
、

ロ
イ

ヤ
ル

・
ア

ル
バ

ー
タ

博
物

館
と

の
研

究
者

の
相

互
派

遣
は

、
そ

れ
ぞ

れ
そ

の
第

1
回

を
実

施
し

、
充

実
し

た
共

同
調

査
を

行
っ

た
。

研
究

課
題

毎
に

進
展

度
合

い
に

差
が

あ
り

、
そ

の
改

善
が

課
題

で
あ

る
。

・
調

査
研

究
へ

の
道

民
参

加
に

つ
い

て
は

、
前

年
度

よ
り

は
前

進
を

見
た

。
だ

が
、

道
民

の
研

究
活

動
の

推
進

や
成

果
発

表
の

場
の

確
保

の
実

現
は

、
特

定
の

課
題

で
の

実
現

に
と

ど
ま

っ
た

。

・
調

査
研

究
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
で

研
究

の
遂

行
状

況
の

把
握

を
行

っ
た

が
、

十
分

で
は

な
い

。
ま

た
、

調
査

研
究

の
時

間
確

保
に

つ
い

て
は

、
な

お
改

善
す

べ
き

課
題

が
残

さ
れ

て
い

る
。

・
館

内
で

の
研

究
報

告
会

は
月

1
回

の
頻

度
で

定
例

的
に

開
催

し
た

。

B

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ご

と
の

研
究

課
題

数

「
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
」

総
合

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

課
題

「
北

東
ア

ジ
ア

の
な

か
の

北
海

道
」

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

課
題

「
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

総
合

的
・

学
際

的
研

究
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

課
題

「
道

民
・

地
域

と
の

協
働

・
連

携
に

よ
る

地
域

情
報

集
積

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
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担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
無

目
標

（
値

）
実

績

件

上
記

以
外

の
補

助
金

件
数

1
件

・
科

学
研

究
費

補
助

金
に

つ
い

て
は

、
前

年
度

か
ら

の
継

続
1

2
件

に
加

え
、

新
規

5
件

、
計

1
7

件
を

獲
得

し
、

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

来
年

度
以

降
に

つ
い

て
は

新
規

1
0

件
の

申
請

を
お

こ
な

っ
た

。

・
科

学
研

究
費

補
助

金
以

外
の

外
部

資
金

に
つ

い
て

は
、

情
報

収
集

し
、

研
究

職
員

へ
の

周
知

を
図

り
、

新
規

に
1

件
の

申
請

を
お

こ
な

っ
た

（
採

否
は

未
通

知
）

。
獲

得
実

績
は

な
い

。

・
北

方
四

島
専

門
家

交
流

助
成

金
に

つ
い

て
は

、
(独

)北
方

領
土

問
題

対
策

協
会

に
申

請
を

行
い

、
助

成
金

を
獲

得
し

た
。

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

公
的

機
関

等
か

ら
の

研
究

費
の

獲
得

H
2

8
H

2
9

◎
◎

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

継
続

・
新

規
採

択
さ

れ
た

研
究

課
題

に
つ

い
て

、
研

究
成

果
を

上
げ

る
と

と
も

に
、

新
規

課
題

の
申

請
を

積
極

的
に

行
う

。

・
そ

の
他

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

情
報

収
集

を
行

い
、

研
究

活
動

と
合

致
す

る
も

の
を

精
査

し
、

申
請

な
ど

の
手

続
き

を
行

う
。

6

目
標

（
値

）
（

案
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

す
る

有
形

・
無

形
の

遺
産

に
関

す
る

調
査

研
究

を
推

進
し

、
そ

の
成

果
を

総
合

展
示

や
企

画
展

示
、

教
育

普
及

事
業

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

道
民

が
自

ら
を

知
り

、
誇

り
や

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

認
す

る
機

会
の

提
供

に
つ

な
げ

る
。

イ
　

道
民

と
連

携
し

た
基

礎
的

な
調

査
研

究
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
道

民
の

自
主

的
な

研
究

活
動

・
研

究
発

表
の

場
を

設
け

る
。

ウ
　

外
部

研
究

機
関

や
外

部
研

究
者

と
連

携
し

な
が

ら
、

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

エ
　

北
東

ア
ジ

ア
諸

地
域

を
は

じ
め

、
北

海
道

と
友

好
関

係
に

あ
る

地
域

、
地

理
的

・
歴

史
的

に
つ

な
が

り
の

あ
る

地
域

、
類

似
点

の
あ

る
地

域
の

博
物

館
や

研
究

機
関

と
の

交
流

及
び

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

オ
　

館
内

で
の

研
修

会
、

館
外

で
の

長
期

研
修

へ
の

派
遣

な
ど

を
実

施
し

、
職

員
の

研
究

資
質

の
向

上
を

図
る

。

H
2

8
年

度

・
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
公

的
機

関
等

か
ら

の
研

究
費

の
獲

得

・
科

学
研

究
費

補
助

金
件

数
及

び
そ

の
他

の
外

部
研

究
費

の
件

数

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

年
度

計
画

達
成

状
況

目
標

（
値

）

1
5

1
4

1
点

検
項

目
集

計

3
-
1

6
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

継
続

・
新

規
採

択
さ

れ
た

研
究

課
題

に
つ

い
て

、
研

究
成

果
を

上
げ

る
と

と
も

に
、

館
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

研
究

課
題

の
あ

り
方

に
つ

い
て

議
論

を
進

め
つ

つ
、

新
規

課
題

の
申

請
を

積
極

的
に

行
う

。

・
そ

の
他

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

情
報

収
集

を
行

い
、

研
究

活
動

と
合

致
す

る
も

の
を

精
査

し
、

申
請

な
ど

の
手

続
き

を
行

う
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

３
　

調
査

研
究

(１
) 

調
査

研
究

の
推

進

中
期

目
標

・
計

画

目
標

値
番

号

計
○

×

A
・

科
学

研
究

費
補

助
金

に
つ

い
て

は
、

3
0

名
の

学
芸

員
・

研
究

職
員

で
1

7
件

も
の

補
助

金
を

継
続

的
に

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

・
そ

れ
以

外
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

向
け

た
具

体
的

な
努

力
が

課
題

で
あ

る
。

科
学

研
究

費
補

助
金

件
数

1
7
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担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

3
0

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

H
2

7
H

2
8

○

H
2

9

○

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）

・
平

成
２

９
年

度
北

海
道

開
拓

の
村

施
設

整
備

計
画

に
し

た
が

っ
て

、
建

造
物

の
補

修
工

事
等

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
W

i-
F

i整
備

、
ト

イ
レ

洋
式

化
の

工
事

を
実

施
す

る
。

・
地

方
創

世
拠

点
整

備
交

付
金

に
よ

る
「

歴
史

文
化

施
設

に
お

け
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

交
流

施
設

整
備

事
業

」
を

実
施

す
る

。

・
平

成
３

０
年

度
北

海
道

開
拓

の
村

施
設

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

・
平

成
２

８
年

度
に

引
き

続
き

、
北

海
道

開
拓

の
村

内
部

展
示

の
改

修
・

改
訂

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

建
造

物
内

部
展

示
改

修
・

改
訂

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

・
「

北
海

道
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
報

告
書

」
を

も
と

に
、

開
拓

の
村

の
あ

り
か

た
に

つ
い

て
、

北
海

道
１

５
０

年
に

向
け

た
具

体
的

な
検

討
を

進
め

る
。

目
標

（
値

）
（

案
）

・
建

造
物

の
整

備
・

修
繕

計
画

策
定

と
整

備
・

修
繕

の
実

施
。

ま
た

、
W

i-
F

i整
備

、
ト

イ
レ

洋
式

化
の

工
事

を
実

施
。

・
「

歴
史

文
化

施
設

に
お

け
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

交
流

施
設

整
備

事
業

」
の

実
施

。

・
建

造
物

の
内

部
展

示
の

改
修

計
画

の
策

定
。

・
北

海
道

1
5

0
年

に
向

け
「

北
海

道
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
報

告
書

」
を

基
に

、
開

拓
の

村
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
。

計 3
点

検
項

目
集

計

7
総

務
部

企
画

グ
ル

ー
プ

7

目
標

値
番

号

年
度

計
画

・
Ｈ

２
８

年
度

北
海

道
開

拓
の

村
施

設
整

備
計

画
に

し
た

が
っ

て
建

造
物

の
補

修
工

事
な

ど
を

実
施

す
る

。

・
Ｈ

２
９

年
度

北
海

道
開

拓
の

村
施

設
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

・
北

海
道

開
拓

の
村

建
造

物
の

内
部

展
示

の
改

修
・

改
訂

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

建
造

物
内

部
展

示
改

修
・

改
訂

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

・
北

海
道

１
５

０
年

に
向

け
て

、
「

百
年

記
念

施
設

の
あ

り
方

検
討

会
議

」
を

通
し

た
北

海
道

開
拓

の
村

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
検

討
を

進
め

る
。

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

達
成

状
況

　
北

海
道

開
拓

の
村

施
設

整
備

計
画

に
基

づ
き

、
旧

広
瀬

写
真

館
の

第
2

期
補

修
工

事
を

実
施

し
、

平
成

2
9

年
度

開
拓

の
村

施
設

整
備

計
画

を
新

た
に

策
定

し
た

。
ま

た
、

建
造

物
内

部
展

示
の

老
朽

化
調

査
を

実
施

し
た

。
こ

の
こ

と
を

実
現

さ
せ

る
た

め
、

環
境

生
活

部
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

局
文

化
振

興
課

と
計

画
的

な
予

算
確

保
を

目
指

し
、

北
海

道
開

拓
の

村
の

整
備

の
検

討
を

進
め

た
。

　
特

に
、

今
年

度
か

ら
国

の
地

方
創

世
拠

点
整

備
交

付
金

を
受

け
建

造
物

２
棟

、
内

部
展

示
２

棟
、

馬
車

鉄
道

の
軌

道
延

伸
、

看
板

等
の

整
備

を
行

う
こ

と
と

な
っ

た
。

　
さ

ら
に

、
こ

れ
ら

を
含

め
、

「
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
会

議
」

で
、

北
海

道
開

拓
の

村
の

今
後

の
あ

り
方

に
つ

い
て

提
案

を
し

、
北

海
道

開
拓

の
村

の
整

備
に

つ
な

げ
る

こ
と

と
し

た
。

S

中
期

目
標

・
計

画
番

号
4

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

４
　

北
海

道
開

拓
の

村
の

整
備

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

ア
　

北
海

道
開

拓
の

村
に

移
築

・
復

元
さ

れ
て

い
る

歴
史

的
建

造
物

群
を

、
北

海
道

の
貴

重
な

財
産

と
し

て
後

世
に

伝
え

る
取

組
を

進
め

る
。

イ
　

建
造

物
内

の
展

示
の

充
実

に
取

り
組

む
。 H
2

8
年

度

・
旧

広
瀬

写
真

館
補

修
工

事
（

第
2

期
、

工
期

；
平

成
2

8
年

8
月

3
1

日
か

ら
平

成
2

8
年

1
1

月
3

0
日

ま
で

）
を

実
施

し
た

。
①

屋
根

工
事

②
外

壁
工

事
③

柱
、

土
台

補
修

工
事

④
基

礎
工

事
⑤

雑
工

事
⑥

内
装

工
事

⑦
仮

設
工

事

・
平

成
2

9
年

度
に

お
け

る
北

海
道

開
拓

の
村

施
設

整
備

計
画

を
策

定
し

た
。

・
北

海
道

開
拓

の
村

建
造

物
内

部
展

示
改

修
・

改
訂

整
備

計
画

作
成

の
た

め
、

建
造

物
内

部
展

示
の

老
朽

化
調

査
を

実
施

し
た

（
1

8
棟

）
。

平
成

2
9

年
度

も
継

続
し

て
実

施
す

る
。

・
国

の
地

方
創

世
拠

点
整

備
交

付
金

を
受

け
、

平
成

2
8

年
度

は
「

歴
史

文
化

施
設

に
お

け
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

交
流

施
設

整
備

事
業

」
計

画
を

策
定

し
、

実
施

に
向

け
た

準
備

を
進

め
た

。
　

平
成

2
9

年
度

に
は

、
旧

小
川

家
酪

農
畜

舎
と

旧
菊

田
家

農
家

住
宅

の
改

修
お

よ
び

体
験

ブ
ー

ス
等

の
整

備
、

馬
車

鉄
道

軌
道

延
伸

、
吊

り
橋

改
修

、
看

板
等

の
整

備
を

実
施

す
る

。

・
環

境
生

活
部

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
局

文
化

振
興

課
が

主
催

す
る

「
北

海
道

百
年

記
念

施
設

の
あ

り
方

検
討

委
員

会
」

の
要

請
を

受
け

、
百

年
記

念
塔

、
北

海
道

開
拓

の
村

、
北

海
道

博
物

館
の

3
施

設
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

内
部

検
討

を
行

い
、

「
北

海
道

百
年

記
念

施
設

の
あ

り
方

検
討

報
告

書
」

に
反

映
さ

せ
た

。

目
標

（
値

）

・
建

造
物

の
整

備
・

修
繕

計
画

策
定

と
整

備
・

修
繕

の
実

施

・
建

造
物

の
内

部
展

示
の

改
修

計
画

の
策

定

・
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
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担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

9
0

設
定

内
容

目
標

値
（

5
年

間
）

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

1
6

,0
0

0
人

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

○

H
2

8

○

・
平

成
2

8
年

度
の

目
標

は
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
の

数
値

目
標

は
、

大
幅

に
上

回
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

イ
ー

ク
期

間
の

イ
ベ

ン
ト

や
「

北
海

道
ジ

オ
パ

ー
ク

ま
つ

り
」

へ
の

参
加

者
な

ど
特

別
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
者

数
が

約
3

,0
0

0
人

を
占

め
て

い
る

。
・

子
ど

も
向

け
事

業
の

参
加

者
数

は
お

お
む

ね
好

調
で

あ
っ

た
が

、
一

方
で

学
生

か
ら

大
人

向
け

の
講

座
・

講
演

会
な

ど
へ

の
参

加
者

数
は

や
や

不
調

で
あ

っ
た

。
・

学
校

教
員

を
対

象
と

し
た

博
物

館
の

利
用

方
法

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
「

北
海

道
ジ

オ
パ

ー
ク

ま
つ

り
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

の
事

業
は

実
施

で
き

た
が

、
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
ツ

ア
ー

つ
い

て
は

本
格

的
な

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
の

形
と

し
て

は
行

え
な

か
っ

た
。

・
昨

年
度

に
比

べ
、

総
じ

て
参

加
者

数
は

減
少

傾
向

に
あ

る
。

(１
) 

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

計 9

8

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

目
標

（
値

）
（

案
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）

H
2

9
５

　
教

育
普

及
事

業

子
ど

も
向

け
の

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実

・
ち

ゃ
れ

ん
が

子
ど

も
ク

ラ
ブ

の
参

加
者

数

・
総

合
展

示
場

内
に

お
け

る
け

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

（
子

ど
も

／
全

体
）

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
中

学
生

以
下

／
全

体
）

H
2

7

◎

点
検

項
目

集
計

ア
　

総
合

展
示

室
や

｢は
っ

け
ん

広
場

｣で
気

軽
に

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
、

子
ど

も
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

、
入

門
的

な
体

験
型

イ
ベ

ン
ト

な
ど

、
来

館
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
多

彩
で

魅
力

の
あ

る
行

事
を

実
施

す
る

。

イ
　

調
査

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

、
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

よ
り

深
く

知
る

こ
と

が
で

き
る

行
事

を
実

施
す

る
。

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

A

目
標

（
値

）

・
「

ハ
イ

ラ
イ

ト
ツ

ア
ー

」
や

「
ハ

ン
ズ

オ
ン

」
な

ど
、

来
館

者
が

総
合

展
示

を
楽

し
く

観
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

総
合

展
示

室
内

で
展

示
解

説
を

実
施

す
る

。

・
子

ど
も

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
、

入
門

的
な

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
気

軽
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

行
事

を
実

施
す

る
。

・
調

査
研

究
成

果
を

活
用

し
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
つ

い
て

、
よ

り
深

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
講

座
・

講
演

会
を

実
施

す
る

。

・
「

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
」

や
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

な
ど

、
団

体
向

け
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。

・
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

の
行

事
を

実
施

す
る

。

・
利

用
者

の
満

足
度

把
握

、
各

種
事

業
終

了
後

の
運

営
・

企
画

な
ど

の
見

直
し

を
行

な
い

、
事

業
の

改
善

・
充

実
化

に
つ

な
げ

る
。

・
ハ

ン
ズ

オ
ン

の
実

施
件

数

・
総

合
展

示
場

内
に

お
け

る
け

イ
ベ

ン
ト

件
数

（
子

ど
も

／
全

体
）

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
中

学
生

以
下

／
全

体
）

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

5
-
1

8

オ
　

イ
ベ

ン
ト

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
に

あ
た

っ
て

は
、

特
に

ア
イ

ヌ
文

化
や

北
海

道
の

自
然

に
関

す
る

事
業

を
重

点
的

に
強

化
す

る
。

エ
　

｢ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

や
「

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ツ
ア

ー
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
対

す
る

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
た

め
の

行
事

を
実

施
す

る
。

H
2

8
年

度

年
度

計
画

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

達
成

状
況

ウ
　

学
校

団
体

を
は

じ
め

と
し

た
各

種
団

体
に

よ
る

利
用

を
促

進
す

る
た

め
に

、
グ

ル
ー

プ
を

対
象

と
し

た
レ

ク
チ

ャ
ー

や
｢は

っ
け

ん
広

場
｣で

の
｢は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣な
ど

、
団

体
向

け
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。

・
子

ど
も

向
け

の
魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

・
総

合
展

示
室

内
で

の
展

示
解

説
は

、
毎

日
1

4
時

か
ら

1
時

間
程

度
で

実
施

す
る

「
ハ

イ
ラ

イ
ト

ツ
ア

ー
」

を
、

計
画

的
・

定
期

的
に

実
施

で
き

た
。

「
ハ

ン
ズ

オ
ン

」
に

関
わ

る
事

業
は

、
昨

年
度

１
件

は
に

と
ど

ま
っ

た
が

、
今

年
度

は
５

件
実

施
し

、
子

ど
も

か
ら

も
好

評
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
来

館
者

か
ら

随
時

求
め

ら
れ

る
質

問
に

対
し

て
の

対
応

は
常

時
行

な
っ

て
き

た
が

、
展

示
を

総
合

的
に

解
説

し
て

ほ
し

い
と

い
う

来
館

者
か

ら
の

随
時

の
要

望
に

対
し

て
は

、
依

然
応

え
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

気
軽

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
行

事
は

、
ち

ゃ
れ

ん
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

文
化

の
日

特
別

イ
ベ

ン
ト

、
ち

ゃ
れ

ん
が

子
ど

も
ク

ラ
ブ

を
計

画
的

・
定

期
的

に
実

施
で

き
た

。
昨

年
度

は
子

ど
も

向
け

の
ち

ゃ
れ

ん
が

子
ど

も
ク

ラ
ブ

は
3

回
の

開
催

に
と

ど
ま

っ
た

が
、

今
年

度
は

夏
季

と
冬

季
を

中
心

に
1

4
回

開
催

し
た

。
・

調
査

研
究

成
果

を
活

用
し

、
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

よ
り

深
く

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

講
座

・
講

演
会

は
、

夏
季

に
は

特
別

展
示

、
秋

季
に

は
ア

イ
ヌ

文
化

、
冬

季
に

は
古

文
書

解
読

に
関

連
し

た
講

座
・

講
演

会
な

ど
を

計
画

的
・

定
期

的
に

実
施

で
き

た
。

昨
年

度
実

施
し

た
赤

れ
ん

が
講

座
、

ち
ゃ

れ
ん

が
リ

レ
ー

講
座

は
見

直
し

の
対

象
と

し
、

実
施

し
な

か
っ

た
。

・
「

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
」

は
、

予
約

制
で

実
施

し
、

各
種

団
体

の
要

望
に

応
じ

て
、

テ
ー

マ
を

定
め

て
実

施
し

た
。

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

つ
い

て
も

、
予

約
制

で
実

施
し

、
各

種
団

体
の

要
望

に
応

じ
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

学
校

教
員

を
対

象
と

し
た

「
博

物
館

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
研

修
会

」
を

実
施

し
、

学
校

団
体

に
と

っ
て

よ
り

充
実

し
た

博
物

館
利

用
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
な

っ
た

。
さ

ら
に

、
視

覚
障

害
学

級
と

連
携

し
、

視
覚

障
害

者
の

博
物

館
利

用
促

進
に

向
け

た
検

討
を

行
な

っ
た

。
・

文
化

の
日

に
は

講
演

会
、

ア
イ

ヌ
音

楽
ラ

イ
ブ

、
ハ

ン
ズ

オ
ン

な
ど

、
複

数
の

イ
ベ

ン
ト

を
複

合
的

に
実

施
し

、
博

物
館

活
動

へ
の

理
解

を
促

し
た

。
ま

た
、

夏
季

に
は

特
別

展
示

に
関

連
し

た
地

域
連

携
・

博
物

館
連

携
事

業
「

北
海

道
ジ

オ
パ

ー
ク

ま
つ

り
」

を
開

催
し

、
博

物
館

の
役

割
に

対
す

る
理

解
を

促
し

た
。

・
平

成
2

7
年

度
、

2
8

年
度

の
2

年
間

事
業

を
実

施
し

て
き

た
な

か
で

得
ら

れ
た

利
用

者
か

ら
の

意
見

、
企

画
・

運
営

の
反

省
点

を
ま

と
め

、
次

年
度

以
降

の
事

業
の

改
善

・
充

実
化

に
む

け
た

平
成

2
9

年
度

教
育

普
及

事
業

の
方

針
を

作
成

し
、

そ
れ

に
基

づ
き

平
成

2
9

年
度

の
行

事
組

み
を

行
っ

た
。

・
「

ハ
イ

ラ
イ

ト
ツ

ア
ー

」
や

「
ハ

ン
ズ

オ
ン

」
な

ど
、

来
館

者
が

総
合

展
示

を
楽

し
く

観
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

総
合

展
示

室
内

で
展

示
解

説
を

実
施

す
る

。

・
子

ど
も

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
、

入
門

的
な

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
気

軽
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

行
事

を
実

施
す

る
。

・
調

査
研

究
成

果
を

活
用

し
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
つ

い
て

、
よ

り
深

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
魅

力
あ

る
講

座
・

講
演

会
を

実
施

す
る

。

・
「

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
」

や
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

な
ど

、
団

体
向

け
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

引
き

続
き

、
 学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
博

物
館

の
利

用
方

法
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

実
施

す
る

。

・
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

や
「

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ツ
ア

ー
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

の
行

事
を

実
施

す
る

。

・
利

用
者

の
満

足
度

把
握

や
、

各
種

事
業

が
修

了
し

た
後

に
運

営
・

企
画

等
の

さ
ら

な
る

見
直

し
を

行
な

い
、

事
業

の
改

善
・

充
実

化
に

つ
な

げ
る

。
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

人

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）
件

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

3
,9

0
0

人
5

,1
2

6
／

7
,6

1
1

人
人

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

6
,0

7
9

ハ
ン

ズ
オ

ン
の

実
施

件
数

5

総
合

展
示

場
内

に
お

け
る

イ
ベ

ン
ト

件
数

（
子

ど
も

／
全

体
）

―
／

7
7

9

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

人

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
（

中
学

生
以

下
／

全
体

）

8
・

こ
れ

ら
の

点
を

ふ
ま

え
、

利
用

者
の

満
足

度
把

握
、

各
種

事
業

修
了

後
の

運
営

・
企

画
等

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
な

い
、

事
業

の
改

善
・

充
実

化
に

む
け

、
来

年
度

事
業

の
策

定
を

行
っ

た
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号
5

-
1

目
標

値
番

号
8

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

6
,0

0
0
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担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

○
×

1
1

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
実

績

件 件

内
訳

子
ど

も
向

け
の

教
材

の
開

発

・
開

発
し

た
教

材
数

中
期

目
標

・
計

画

年
度

計
画

ク
イ

ズ
シ

ー
ト

以
外

に
開

発
し

た
教

材

・
「

ク
イ

ズ
シ

ー
ト

」
や

「
ち

ゃ
れ

ん
が

ラ
リ

ー
」

な
ど

、
子

ど
も

を
は

じ
め

と
す

る
来

館
者

が
総

合
展

示
の

内
容

を
楽

し
く

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

教
材

の
開

発
に

つ
い

て
の

取
組

を
進

め
る

。

・
よ

り
充

実
し

た
多

言
語

解
説

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

・
６

か
国

語
対

応
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

を
、

よ
り

多
様

な
場

面
で

活
用

す
る

。

・
学

校
教

員
と

連
携

を
深

め
、

学
校

教
育

に
と

っ
て

よ
り

よ
い

教
材

を
開

発
す

る
取

組
を

進
め

る
。

A

4

情
報

・
通

信
技

術
を

活
用

し
た

機
器

（
IC

T
機

器
）

に
よ

る
多

言
語

解
説

、
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
や

解
説

書
、

さ
わ

れ
る

資
料

や
五

感
を

刺
激

す
る

資
料

・
装

置
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

総
合

展
示

・
企

画
展

示
の

理
解

を
促

す
教

材
の

充
実

を
図

る
。

５
　

教
育

普
及

事
業

9

点
検

項
目

集
計

計 2

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7

◎
◎

H
2

8
H

2
9

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

◎

③
北

海
道

博
物

館
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ビ
デ

オ

目
標

値
番

号
5

-
2

①
6

か
国

語
対

応
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
に

よ
る

展
示

解
説

ア
プ

リ

②
ビ

ジ
ュ

ア
ル

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

・
子

ど
も

向
け

の
教

材
の

開
発 ・

開
発

し
た

ク
イ

ズ
シ

ー
ト

の
件

数

・
ク

イ
ズ

シ
ー

ト
以

外
に

開
発

し
た

教
材

数

(２
) 

教
材

の
充

実

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

目
標

（
値

）
達

成
状

況

・
子

ど
も

を
は

じ
め

と
す

る
来

館
者

が
、

総
合

展
示

の
内

容
を

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
教

材
の

開
発

に
つ

い
て

の
取

組
は

、
特

別
展

示
関

連
事

業
と

し
て

札
幌

市
青

少
年

科
学

館
、

サ
ン

ピ
ア

ザ
水

族
館

と
連

携
し

て
行

な
っ

た
ク

イ
ズ

ラ
リ

ー
の

ク
イ

ズ
シ

ー
ト

１
件

の
開

発
・

導
入

に
と

ど
ま

っ
た

。
・

多
言

語
に

対
応

し
た

解
説

サ
ー

ビ
ス

は
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

よ
る

６
か

国
語

（
日

本
語

、
英

語
、

簡
体

中
文

、
繁

体
中

文
、

韓
国

語
、

ロ
シ

ア
語

）
の

展
示

解
説

ア
プ

リ
「

ポ
ケ

ッ
ト

学
芸

員
」

を
、

平
成

2
8

年
４

月
１

９
日

に
導

入
し

た
。

ま
た

、
無

料
W

i-
F

iの
設

置
を

行
な

い
、

「
ポ

ケ
ッ

ト
学

芸
員

」
利

用
の

利
便

性
を

高
め

た
。

・
日

本
語

版
（

一
部

多
言

語
）

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
道

内
外

博
物

館
、

図
書

館
、

大
使

館
、

対
外

友
好

協
会

な
ど

に
配

布
し

た
。

・
６

か
国

語
対

応
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

を
作

成
し

、
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

で
活

用
し

た
。

・
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
「

博
物

館
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
修

会
」

の
実

施
に

あ
わ

せ
、

見
学

シ
ー

ト
の

ひ
な

形
１

０
点

を
製

作
し

、
参

加
者

に
提

示
し

た
。

9
・

平
成

２
８

年
度

の
目

標
は

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
・

た
だ

し
、

子
ど

も
向

け
の

教
材

の
開

発
は

不
十

分
で

あ
る

。
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

活
用

し
た

多
言

語
展

示
解

説
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

は
達

成
し

た
が

、
音

声
解

説
ま

で
は

開
発

・
導

入
で

き
る

見
込

み
は

た
っ

て
い

な
い

。
・

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

に
つ

い
て

は
日

本
語

版
（

一
部

多
言

語
）

は
作

成
・

配
布

で
き

た
が

、
英

語
版

の
作

成
に

つ
い

て
は

、
必

要
性

を
含

め
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

は
、

よ
り

多
様

な
活

用
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
学

校
教

員
と

連
携

を
深

め
、

学
校

教
育

に
と

っ
て

よ
り

よ
い

教
材

を
開

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
「

ク
イ

ズ
シ

ー
ト

」
や

「
ち

ゃ
れ

ん
が

ラ
リ

ー
」

な
ど

、
子

ど
も

を
は

じ
め

と
す

る
来

館
者

が
総

合
展

示
の

内
容

を
楽

し
く

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

教
材

の
開

発
に

つ
い

て
の

取
組

を
進

め
る

。

・
来

館
者

が
総

合
展

示
の

内
容

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

多
言

語
に

対
応

し
た

解
説

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
・

運
用

す
る

。
ま

た
、

そ
の

充
実

に
つ

い
て

の
取

組
を

進
め

る
。

④
学

校
向

け
見

学
シ

ー
ト

ひ
な

形
1

0
枚

1
開

発
し

た
ク

イ
ズ

シ
ー

ト
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担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

中
期

目
標

・
計

画
○

×

5
1

設
定

内
容

目
標

値
（

5
年

間
）

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

1
0

0
,0

0
0

人

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

人

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

件

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

件

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

2
2

,0
0

0
人

件

点
検

項
目

集
計

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

対
象

と
し

た
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

を
も

と
に

、
来

館
者

の
自

発
的

な
発

見
を

促
す

た
め

の
空

間
と

し
て

、
は

っ
け

ん
広

場
を

運
営

す
る

。

・
は

っ
け

ん
広

場
を

よ
り

魅
力

的
な

空
間

に
す

る
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

の
利

用
利

便
性

を
高

め
る

な
ど

、
は

っ
け

ん
広

場
の

充
実

化
に

向
け

た
取

組
を

行
な

う
。

・
は

っ
け

ん
広

場
に

お
い

て
、

学
校

団
体

な
ど

の
団

体
利

用
者

を
対

象
に

、
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

楽
し

く
学

ん
で

も
ら

う
た

め
の

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

す
る

。

・
子

ど
も

を
は

じ
め

と
す

る
来

館
者

が
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
楽

し
く

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

体
験

型
の

「
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
」

を
実

施
す

る
。

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

対
象

と
し

た
、

新
た

な
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

効
果

的
な

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

充
実

を
図

る
。

・
学

校
な

ど
、

貸
出

し
用

の
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

を
整

備
し

、
館

外
へ

の
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

の
貸

出
し

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

｢は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
｣の

貸
出

し
を

促
進

す
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
。

・
引

き
続

き
は

っ
け

ん
広

場
に

対
す

る
利

用
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
取

組
む

と
と

も
に

、
苦

情
や

要
望

に
対

す
る

対
応

手
順

を
明

確
化

し
、

は
っ

け
ん

広
場

の
改

善
・

充
実

化
に

結
び

つ
け

る
。

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

設
定

内
容

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

平
成

2
9

年
度

2
6

,0
0

0
人

H
2

9
年

度

H
2

9

◎
◎

◎

H
2

8

計 6

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

利
用

者
ニ

ー
ズ

に
適

合
さ

せ
た

は
っ

け
ん

広
場

の
充

実
化

・
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数

・
は

っ
け

ん
広

場
に

お
け

る
学

校
団

体
な

ど
の

団
体

利
用

件
数

・
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
件

数

・
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

の
貸

し
出

し
件

数

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

A

は
っ

け
ん

広
場

に
お

け
る

学
校

団
体

な
ど

の
団

体
利

用
件

数
1

2
8

目
標

（
値

）

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

2
6

,2
0

0

・
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

適
合

さ
せ

た
は

っ
け

ん
広

場
の

充
実

化

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

件
数

2
3

7

・
は

っ
け

ん
広

場
に

お
け

る
学

校
団

体
な

ど
の

団
体

利
用

件
数

・
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
件

数

・
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

の
貸

出
し

件
数

・
は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

は
、

自
然

、
考

古
、

ア
イ

ヌ
文

化
、

生
活

文
化

な
ど

を
中

心
に

約
４

０
種

類
の

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
を

製
作

・
常

備
し

、
来

館
者

の
自

発
的

な
発

見
を

促
す

た
め

の
空

間
と

し
て

運
営

し
た

。
・

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
「

①
ク

マ
っ

て
こ

わ
い

？
　

ヒ
グ

マ
に

つ
い

て
も

っ
と

知
ろ

う
」

、
「

②
ア

ン
モ

ナ
イ

ト
で

発
見

！
」

、
「

③
や

っ
て

み
よ

う
！

　
ア

イ
ヌ

文
化

」
、

「
④

縄
文

文
化

の
く

ら
し

」
、

「
⑤

く
ら

べ
て

み
よ

う
－

く
ら

し
の

道
具

　
い

ま
む

か
し

－
」

の
５

つ
の

メ
ニ

ュ
ー

を
整

備
の

う
え

、
予

約
制

で
実

施
し

、
各

種
団

体
の

要
望

に
応

じ
て

実
施

し
た

。
・

体
験

型
の

「
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
」

は
、

毎
週

土
曜

日
、

日
曜

日
、

祝
日

開
館

日
に

実
施

し
て

い
る

。
平

成
2

8
年

度
の

メ
ニ

ュ
ー

は
、

４
月

～
６

月
が

「
羊

毛
で

ふ
わ

ふ
わ

織
物

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

！
」

、
７

月
～

９
月

が
「

岩
石

マ
ッ

プ
を

つ
く

ろ
う

！
」

、
１

０
月

～
１

１
月

が
「

つ
く

っ
て

鳴
ら

そ
う

、
ア

イ
ヌ

の
シ

カ
笛

」
、

１
２

月
が

「
し

め
縄

づ
く

り
」

、
１

月
～

３
月

が
「

ま
っ

し
ろ

羊
毛

で
雪

だ
る

ま
を

つ
く

ろ
う

！
」

を
実

施
し

た
。

・
新

た
な

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
の

開
発

は
、

０
件

で
あ

っ
た

。
よ

り
効

果
的

な
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
充

実
に

つ
い

て
は

、
現

在
来

年
度

に
む

け
て

の
改

善
・

充
実

化
作

業
に

入
っ

た
。

・
館

外
へ

の
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

の
貸

出
し

は
、

４
件

に
と

ど
ま

っ
た

。
こ

の
原

因
と

し
て

は
、

貸
出

し
用

の
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

・
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
「

博
物

館
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
修

会
」

を
実

施
し

、
学

校
団

体
に

と
っ

て
よ

り
充

実
し

た
は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
・

平
成

2
7

年
度

、
2

8
年

度
の

2
年

間
、

教
育

普
及

事
業

を
実

施
し

て
き

た
な

か
で

得
ら

れ
た

利
用

者
か

ら
の

意
見

、
企

画
・

運
営

の
反

省
点

を
ま

と
め

、
次

年
度

以
降

の
運

営
形

態
を

一
部

改
変

し
、

来
年

度
以

降
の

改
善

・
充

実
を

試
み

た
。

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

対
象

と
し

た
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

を
も

と
に

来
館

者
の

自
発

的
な

発
見

を
促

す
た

め
の

空
間

と
し

て
、

は
っ

け
ん

広
場

を
運

営
す

る
。

・
は

っ
け

ん
広

場
を

よ
り

魅
力

的
な

空
間

に
す

る
た

め
、

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
の

利
用

利
便

性
を

高
め

る
な

ど
、

は
っ

け
ん

広
場

の
充

実
化

に
向

け
た

取
組

を
行

な
う

。

・
は

っ
け

ん
広

場
に

お
い

て
、

学
校

団
体

な
ど

の
団

体
利

用
者

を
対

象
に

、
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

楽
し

く
学

ん
で

も
ら

う
た

め
の

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

す
る

。

・
子

ど
も

を
は

じ
め

と
す

る
来

館
者

が
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
体

験
型

の
「

は
っ

け
ん

イ
ベ

ン
ト

」
を

実
施

す
る

。

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

対
象

と
し

た
、

新
た

な
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

の
開

発
、

よ
り

効
果

的
な

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

充
実

を
進

め
る

。

・
学

校
な

ど
に

対
応

し
た

、
貸

出
し

用
の

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
を

整
備

し
、

館
外

へ
の

貸
出

し
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
館

外
へ

の
貸

出
し

を
促

進
す

る
た

め
の

取
組

を
進

め
る

。

・
は

っ
け

ん
広

場
の

利
用

者
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

苦
情

や
要

望
に

対
す

る
対

応
手

順
を

明
確

化
し

、
改

善
・

充
実

を
図

る
。

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

５
　

教
育

普
及

事
業

目
標

値
番

号

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

ア
　

「
は

っ
け

ん
広

場
」

の
活

動
を

充
実

さ
せ

、
新

た
な

発
見

を
利

用
者

に
促

す
と

と
も

に
、

利
用

者
同

士
、

利
用

者
と

ス
タ

ッ
フ

の
交

流
の

輪
を

育
む

。

年
度

計
画

達
成

状
況

1
0

・
平

成
2

8
年

度
の

目
標

は
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数
の

数
値

目
標

に
つ

い
て

も
、

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
た

だ
し

、
は

っ
け

ん
広

場
を

よ
り

魅
力

的
な

空
間

に
す

る
、

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
を

開
発

す
る

、
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

の
利

用
利

便
性

を
高

め
る

な
ど

の
課

題
は

残
っ

た
。

・
｢は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣の
貸

出
し

を
促

進
す

る
た

め
の

取
組

み
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

・
利

用
者

か
ら

の
苦

情
や

要
望

を
吸

収
し

、
改

善
・

充
実

に
む

け
、

運
営

形
態

の
一

部
改

変
を

試
み

た
。

・
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
「

博
物

館
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
修

会
」

を
実

施
し

、
学

校
団

体
の

ニ
ー

ズ
把

握
を

行
な

う
こ

と
が

で
き

た
。

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
の

貸
出

し
件

数
4

5
-
3

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1

0

(３
) 

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営

イ
　

学
校

現
場

な
ど

、
利

用
者

の
声

も
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
｢は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣や
｢は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣の
改

良
や

開
発

、
｢は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
｣の

充
実

に
努

め
る

。

ウ
　

博
物

館
利

用
促

進
の

一
環

と
し

て
、

学
校

な
ど

、
館

外
へ

の
｢は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣の
貸

出
し

を
推

進
す

る
。

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
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担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

ア
2

2

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

0
件

中
期

目
標

・
計

画
番

号
6

イ
　

道
内

の
博

物
館

、
教

育
委

員
会

、
学

校
、

各
種

団
体

な
ど

と
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

な
北

海
道

博
物

館
の

利
用

促
進

の
た

め
の

取
組

を
進

め
る

。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

６
　

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
機

能
の

強
化

博
物

館
の

教
育

普
及

活
動

に
必

要
な

知
識

・
技

術
向

上
を

図
る

研
修

会
の

実
施

件
数

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

達
成

状
況

・
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
専

門
的

知
識

及
び

技
能

の
向

上
を

図
る

研
修

会
な

ど
に

参
加

し
た

。
・

教
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

開
催

し
、

充
実

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
修

を
実

施
し

た
。

・
視

覚
支

援
学

校
の

視
察

お
よ

び
教

員
と

の
意

見
交

換
を

通
じ

て
、

特
別

支
援

学
校

等
に

よ
る

よ
り

効
果

的
な

利
用

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
し

、
実

践
に

つ
な

げ
て

い
く

筋
道

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
館

内
外

で
の

研
修

会
へ

の
参

加
、

教
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

研
修

会
の

実
施

は
評

価
で

き
る

が
、

「
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
知

識
・

技
術

向
上

を
図

る
研

修
会

の
実

施
件

数
」

に
関

し
て

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

・
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
、

職
員

の
専

門
的

知
識

及
び

技
能

の
向

上
を

図
る

た
め

の
館

内
外

で
の

研
修

な
ど

へ
の

参
加

に
つ

い
て

は
、

日
本

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

学
会

大
会

（
6

月
1

7
～

1
9

日
、

北
海

道
大

学
、

主
催

：
同

学
会

、
協

力
：

北
海

道
博

物
館

・
北

海
道

博
物

館
協

会
等

）
に

２
名

、
日

本
科

学
教

育
学

会
年

会
（

8
月

1
9

 〜
2

1
日

、
大

分
市

、
主

催
：

同
学

会
）

に
１

名
が

参
加

し
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
の

機
能

強
化

を
図

っ
た

。
・

教
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

研
修

会
や

意
見

交
換

会
に

つ
い

て
は

、
「

北
海

道
博

物
館

・
北

海
道

開
拓

の
村

　
博

物
館

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
研

修
会

」
（

平
成

2
9

年
1

月
1

2
・

1
3

日
）

を
実

施
。

施
設

に
つ

い
て

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
授

業
活

用
事

例
お

よ
び

見
学

の
し

お
り

作
成

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
の

レ
ク

チ
ャ

ー
、

展
示

室
の

案
内

、
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

演
な

ど
を

行
い

、
3

1
の

学
校

・
教

育
委

員
会

か
ら

3
6

名
の

参
加

が
あ

っ
た

。
・

特
別

支
援

学
校

や
社

会
福

祉
団

体
等

へ
の

サ
ー

ビ
ス

向
上

と
利

用
促

進
の

参
考

と
す

る
た

め
、

2
月

1
日

に
2

名
の

学
芸

職
員

が
北

海
道

札
幌

視
覚

支
援

学
校

を
視

察
し

、
視

覚
支

援
学

校
で

博
物

館
を

利
用

す
る

際
に

必
要

な
注

意
点

や
学

習
効

果
を

高
め

る
た

め
の

教
材

等
に

つ
い

て
担

当
教

員
と

の
意

見
交

換
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

目
標

値
番

号

目
標

（
値

）

1
1

H
2

8
年

度

年
度

計
画

　
一

般
来

館
者

や
学

校
団

体
が

よ
り

効
果

的
に

学
び

、
気

づ
き

、
発

見
で

き
る

環
境

を
整

え
る

た
め

、
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
、

職
員

の
専

門
的

知
識

及
び

技
能

の
向

上
を

図
る

。

・
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
知

識
・

技
術

向
上

を
図

る
研

修
会

の
実

施
件

数

・
館

内
外

で
の

研
修

会
な

ど
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

博
物

館
の

教
育

普
及

活
動

に
必

要
な

、
職

員
の

専
門

的
知

識
及

び
技

能
の

向
上

を
図

る
。

・
よ

り
効

果
的

な
学

校
団

体
の

利
用

を
促

進
す

る
た

め
に

、
教

員
な

ど
を

対
象

と
し

た
研

修
会

や
意

見
交

換
会

に
つ

い
て

、
そ

の
あ

り
方

に
関

す
る

教
員

の
意

向
調

査
を

行
い

、
方

針
・

計
画

の
検

討
を

進
め

る
。

1
1

・
館

内
外

で
の

研
修

会
な

ど
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

博
物

館
の

教
育

普
及

活
動

に
必

要
な

、
職

員
の

専
門

的
知

識
及

び
技

能
の

向
上

を
図

る
。

・
よ

り
効

果
的

な
学

校
団

体
の

利
用

を
促

進
す

る
た

め
に

、
教

員
な

ど
を

対
象

と
し

た
研

修
会

や
意

見
交

換
会

を
実

施
す

る
。

B
・

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
機

能
の

強
化

に
関

す
る

取
組

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

9
H

2
8

H
2

7

○
○

○

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
機

能
の

強
化

に
関

す
る

取
組

み

点
検

項
目

集
計

計 4

・
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
知

識
・

技
術

向
上

を
図

る
研

修
会

な
ど

へ
の

参
加

人
数

・
教

員
を

対
象

と
し

た
研

修
会

な
ど

へ
の

参
加

人
数

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）
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8
-1

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

○

中
期

目
標

・
計

画
計

○
×

ア
8

7
1

イ

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

1
1

件

4
件

2
件

　
　

内
訳

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

施
設

の
充

実
に

向
け

、
指

定
管

理
者

を
含

め
、

内
部

検
討

を
進

め
る

。

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

開
発

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。

・
記

念
ホ

ー
ル

な
ど

の
活

用
の

一
層

の
推

進
の

た
め

、
「

博
物

館
施

設
活

用
基

準
（

仮
称

）
」

な
ど

の
検

討
・

策
定

を
行

う
。

1
2

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
設

置

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

販
売

・
施

設
の

活
用

に
向

け
た

基
準

の
策

定

・
キ

ッ
ズ

・
コ

ー
ナ

ー
等

の
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
一

層
の

充
実

に
向

け
、

検
討

が
必

要
。

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
を

開
発

、
販

売
し

、
類

似
施

設
と

の
差

別
化

を
図

る
こ

と
で

、
来

館
に

向
け

た
動

機
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
施

設
の

活
用

に
つ

い
て

、
当

館
主

催
の

式
典

や
会

議
以

外
の

利
活

用
が

図
ら

れ
た

。

・
「

博
物

館
施

設
活

用
基

準
（

仮
称

）
」

の
策

定
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

の
安

全
確

保
が

十
分

で
は

な
く

、
活

用
ニ

ー
ズ

や
他

館
の

利
用

状
況

、
事

業
優

先
度

、
事

業
効

果
の

把
握

が
課

題
と

認
識

。
火

災
報

知
設

備
の

改
修

が
終

了
し

、
利

用
者

の
安

全
確

保
面

で
の

課
題

は
解

決
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
今

後
は

、
活

用
ニ

ー
ズ

、
優

先
度

、
事

業
効

果
を

見
極

め
、

策
定

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

。

B
・

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

等
の

ア
メ

ニ
テ

ィ
施

設
の

充
実

に
向

け
、

指
定

管
理

者
を

含
め

た
検

討
を

進
め

る
。

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

開
発

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。

・
記

念
ホ

ー
ル

等
の

活
用

の
一

層
の

推
進

の
た

め
、

「
博

物
館

施
設

活
用

基
準

（
仮

称
）

」
等

の
検

討
・

策
定

を
行

う
。

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

施
設

の
設

置

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

　
販

売

・
施

設
の

活
用

に
向

け
た

　
基

準
の

策
定

・
設

置
し

た
設

備
件

数
と

そ
の

内
訳 ・

新
た

に
開

発
、

販
売

し
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

件
数

・
基

準
の

策
定

と
施

設
の

活
用

件
数

・
設

置
し

た
設

備
件

数
と

　
そ

の
内

訳

・
新

た
に

開
発

、
販

売
し

　
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

　
件

数

・
基

準
の

策
定

と
施

設
の

　
活

用
件

数

新
た

に
開

発
、

販
売

し
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

件
数

施
設

の
活

用
件

数
設

置
し

た
設

備
数

・
グ

ラ
ン

ド
ホ

ー
ル

内
に

鍵
付

き
傘

立
て

２
台

（
全

9
6

本
分

）

・
ベ

ビ
ー

カ
ー

(２
台

）
増

設
。

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

開
発

、
販

売
。

　
　

総
合

展
示

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1

2
品

　
　

特
別

展
示

（
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

！
）

　
　

1
品

・
施

設
の

活
用

　
【

記
念

ホ
ー

ル
の

活
用

（
他

団
体

利
用

、
イ

ベ
ン

ト
等

）
】

　
 ・

特
別

展
「

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

行
こ

う
！

」
開

会
式

　
　

 （
主

催
：

博
物

館
、

開
催

日
：

平
成

2
8

年
7

月
8

日
）

  
 ・

北
海

道
ジ

オ
パ

ー
ク

ま
つ

り
　

　
（

主
催

：
北

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
活

性
化

実
行

委
員

会
、

　
　

　
開

催
日

：
平

成
2

8
年

7
月

1
6

日
）

　
・

文
化

の
日

特
別

イ
ベ

ン
ト

ア
イ

ヌ
音

楽
ラ

イ
ブ

　
  
 （

主
催

：
博

物
館

、
開

催
日

：
平

成
2

8
年

1
1

月
3

日
）

　
・

外
部

持
込

巡
回

展
「

秩
父

宮
記

念
ス

ポ
ー

ツ
博

物
館

北
海

道
巡

回
　

　
展

」
開

会
式

　
　

 （
主

催
：

博
物

館
ほ

か
、

開
催

日
：

平
成

2
9

年
2

月
3

日
）

・
施

設
基

準
策

定
　

策
定

に
先

立
ち

、
グ

ラ
ン

ド
ホ

ー
ル

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

改
修

工
事

を
実

施
（

工
期

：
平

成
2

9
年

1
月

2
4

日
～

2
月

1
0

日
）

・
記

念
ホ

ー
ル

火
災

感
知

器
改

修
工

事
を

実
施

　
　

　
　

（
工

期
：

平
成

2
9

年
1

月
2

1
日

～
2

月
2

8
日

）

鍵
付

き
傘

立
て

２
ベ

ビ
ー

カ
ー

２

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

記
念

ホ
ー

ル
、

講
堂

、
グ

ラ
ン

ド
ホ

ー
ル

な
ど

の
一

層
の

活
用

を
図

る
。

目
標

値
番

号
1

2
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

(１
) 

館
内

施
設

の
整

備
と

活
用

点
検

項
目

集
計

中
期

目
標

・
計

画
番

号

休
憩

ス
ペ

ー
ス

、
キ

ッ
ズ

・
コ

ー
ナ

ー
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

、
カ

フ
ェ

な
ど

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

設
備

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

提
案

・
開

発
に

よ
り

、
博

物
館

と
し

て
の

魅
力

ア
ッ

プ
に

つ
な

げ
る

。
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8
-2

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

○

計
○

×

ア
4

2
2

イ ウ

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

・
最

寄
り

の
Ｊ

Ｒ
駅

に
お

け
る

交
通

案
内

（
バ

ス
停

案
内

）
の

多
言

語
化

を
図

る
。

・
サ

イ
ン

の
統

一
化

に
つ

い
て

、
森

林
公

園
内

土
地

所
有

者
（

国
有

林
、

道
有

林
）

に
協

力
を

依
頼

す
る

。

・
屋

上
ス

カ
イ

ビ
ュ

ー
の

安
全

な
利

用
を

図
る

た
め

、
屋

上
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
塔

屋
の

外
壁

改
修

工
事

を
実

施
す

る
。

1
3

・
交

通
案

内
の

多
言

語
化

・
サ

イ
ン

の
仕

様
等

の
検

討
、

土
地

所
有

者
へ

の
協

力
依

頼

・
屋

上
開

放
の

再
開

・
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
受

入
体

制
の

強
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
森

林
公

園
利

用
者

の
利

便
性

向
上

が
図

ら
れ

た
。

・
設

置
費

確
保

が
最

大
の

課
題

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

土
地

所
有

者
と

の
綿

密
な

打
ち

合
わ

せ
が

必
要

。

・
屋

上
開

放
の

早
期

再
開

（
平

成
2

8
年

8
月

1
1

日
(祝

))
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
来

館
者

の
屋

上
ス

カ
イ

ビ
ュ

ー
の

利
用

割
合

は
開

放
し

た
5

日
間

合
計

で
7

1
％

で
あ

っ
た

が
、

1
0

月
、

1
1

月
は

天
候

も
左

右
し

、
割

合
が

減
少

し
た

。

B
・

サ
イ

ン
の

統
一

化
に

つ
い

て
、

森
林

公
園

内
土

地
所

有
者

（
国

有
林

、
道

有
林

）
と

野
幌

森
林

公
園

管
理

運
営

協
議

会
等

の
場

で
検

討
を

進
め

る
。

・
屋

上
ス

カ
イ

ビ
ュ

ー
は

、
4

月
2

9
日

か
ら

9
月

2
3

日
ま

で
の

祝
日

開
館

日
（

計
8

日
間

）
の

1
0

:0
0

～
1

6
:0

0
に

開
放

す
る

。

・
サ

イ
ン

の
仕

様
や

設
置

費
の

確
保

、
設

置
箇

所
等

の
検

討
、

土
地

所
有

者
へ

の
協

力
依

頼

・
J
R

森
林

公
園

駅
自

由
通

路
内

に
日

英
表

記
の

バ
ス

停
案

内
板

を
設

置
、

バ
ス

事
業

者
が

各
バ

ス
停

に
付

記
。

・
自

然
ふ

れ
あ

い
交

流
館

周
辺

木
道

改
修

工
事

を
実

施
　

（
平

成
2

8
年

1
1

月
2

9
日

完
成

）

・
サ

イ
ン

の
統

一
化

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
の

考
え

方
の

違
い

や
設

置
費

を
と

も
な

う
内

容
を

含
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
進

ん
で

い
な

い
。

・
屋

上
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
塔

屋
改

修
工

事
を

実
施

　
（

平
成

2
8

年
5

月
1

3
日

～
7

月
1

5
日

/7
月

1
3

日
完

成
）

・
屋

上
ス

カ
イ

ビ
ュ

ー
の

開
放

　
（

8
/1

1
～

1
1

/3
ま

で
の

祝
日

に
実

施
）

　
来

場
者

数
：

0
8

/1
1

：
9

3
0

人
　

　
　

　
　

　
0

9
/1

9
：

7
9

2
人

　
　

　
　

　
　

0
9

/2
2

：
7

2
8

人
　

　
　

　
　

　
1

0
/1

0
：

2
5

4
人

　
　

　
　

　
　

1
1

/0
3

：
0

8
4

人
　

　
　

  
 5

日
間

合
計

：
2

,7
8

8
人

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

野
幌

森
林

公
園

の
景

観
や

イ
メ

ー
ジ

と
の

調
和

に
配

慮
し

、
ト

ー
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

い
て

公
園

や
園

内
各

施
設

の
サ

イ
ン

の
統

一
化

を
図

る
。

野
幌

森
林

公
園

内
の

散
策

路
、

北
海

道
博

物
館

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

な
ど

に
お

け
る

野
外

展
示

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

目
標

値
番

号
1

3
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

(２
) 

周
辺

環
境

の
整

備

中
期

目
標

・
計

画
点

検
項

目
集

計

中
期

目
標

・
計

画
番

号

公
共

交
通

機
関

で
の

ア
ク

セ
ス

、
野

幌
森

林
公

園
内

施
設

相
互

の
ア

ク
セ

ス
の

利
便

性
向

上
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。
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8
-3

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

○

中
期

目
標

・
計

画
計

○
×

2
1

1

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

件 件

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

運
営

な
ど

一
体

的
な

広
報

活
動

な
ど

を
は

じ
め

、
北

海
道

博
物

館
、

開
拓

の
村

、
自

然
ふ

れ
あ

い
交

流
館

の
連

携
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

1
4

・
野

幌
森

林
公

園
内

の
利

便
性

と
満

足
度

の
向

上
・

連
絡

会
議

や
意

見
交

換
、

一
体

的
広

報
等

の
実

施
に

よ
り

、
博

物
館

、
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

連
携

に
取

り
組

ん
だ

。
な

お
、

利
用

者
満

足
度

調
査

に
お

い
て

、
各

施
設

の
P

R
不

足
を

指
摘

す
る

声
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
指

定
管

理
者

と
の

連
携

を
強

め
、

公
園

内
の

一
体

的
か

つ
効

果
的

な
運

営
に

努
め

る
。

A
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
運

営
な

ど
一

体
的

な
広

報
活

動
を

は
じ

め
、

北
海

道
博

物
館

、
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

連
携

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。

・
野

幌
森

林
公

園
内

の
利

便
性

と
満

足
度

の
向

上

・
連

絡
会

議
の

実
施

件
数

・
一

体
的

に
行

っ
た

広
報

の
件

数

・
連

絡
会

議
の

実
施

件
数

・
一

体
的

に
行

っ
た

広
報

の
件

数

【
一

体
的

広
報

等
の

実
施

】
・

北
海

道
博

物
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
多

言
語

化
し

、
北

海
道

博
物

館
、

北
海

道
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

各
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
を

設
定

。

・
か

る
ち

ゃ
る

n
e
t（

文
化

施
設

連
絡

協
議

会
）

（
構

成
：

博
物

館
、

開
拓

の
村

、
自

然
ふ

れ
あ

い
交

流
館

ほ
か

、
野

幌
森

林
公

園
近

隣
の

全
1

0
の

文
化

施
設

）
に

お
い

て
、

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
（

道
立

教
育

研
究

所
を

除
く

9
施

設
が

参
加

）
を

実
施

（
開

催
日

：
平

成
2

８
年

7
月

1
6

日
～

8
月

2
１

日
）

。

・
ち

ゃ
れ

ん
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
け

る
博

物
館

と
交

流
館

と
の

連
携

事
業

の
実

施
（

計
6

回
（

実
施

日
：

平
成

2
8

年
4

月
1

6
日

、
6

月
1

1
日

、
8

月
1

3
日

、
9

月
2

4
日

、
1

0
月

2
9

日
、

平
成

2
9

年
2

月
1

8
日

）
）

。
　 ・

博
物

館
と

開
拓

の
村

間
の

無
料

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

を
運

行
し

、
　

各
施

設
間

の
交

通
ア

ク
セ

ス
の

向
上

に
努

め
た

。
　

（
運

行
日

：
平

成
2

８
年

5
月

3
日

～
6

日
、

平
成

2
８

年
9

月
2

0
日

～
2

3
日

 ）

【
連

絡
会

議
の

実
施

】
・

指
定

管
理

者
と

の
連

絡
体

制
の

強
化

と
利

用
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

た
め

、
絡

調
整

会
議

設
置

要
綱

を
定

め
、

平
成

2
8

年
5

月
1

3
日

か
ら

施
行

（
１

回
/月

）
。

・
野

幌
森

林
公

園
管

理
運

営
協

議
会

　
《

構
成

機
関

》
　

　
博

物
館

、
指

定
管

理
者

、
国

、
道

の
関

係
機

関
、

市
　

《
会

議
開

催
日

》
　

　
平

成
2

8
年

4
月

1
5

日
　

《
内

容
》

　
・

平
成

2
7

年
度

事
業

報
告

　
・

平
成

2
８

年
度

事
業

計
画

連
絡

会
議

の
実

施
件

数
1

0
一

体
的

に
行

っ
た

広
報

の
件

数
1

0

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号
1

4
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

(３
) 

野
幌

森
林

公
園

内
施

設
と

の
一

体
的

な
取

組
の

推
進

点
検

項
目

集
計

北
海

道
博

物
館

、
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

連
携

を
強

化
し

、
公

園
内

の
一

体
的

か
つ

効
果

的
な

運
営

に
努

め
、

利
用

者
の

利
便

性
と

満
足

度
の

向
上

を
図

る
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号

37



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

5
2

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

件

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）
件 件 件 件 件 件 件 回 件

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

件 件 件

新
聞

・
広

報
媒

体
ご

と
の

件
数

・
ロ

ゴ
マ

ー
ク

の
活

用
媒

体
ご

と
の

件
数

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

回
数 ・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
月

別
ア

ク
セ

ス
数

4
～

6
月

雑
誌

1
8

4
,1

8
1

5
1

,0
7

4
9

6
,9

9
8

3
6

,1
0

9

全
体

雑
誌

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

1
5

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

（
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
）

・
利

用
の

促
進

に
直

接
つ

な
が

る
戦

略
的

な
広

報
体

制
の

強
化

・
実

践

H
2

9
年

度

○

H
2

9

ア
　

道
民

の
博

物
館

へ
の

関
心

を
広

げ
、

利
用

を
促

進
し

て
い

く
た

め
、

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

職
員

全
員

が
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

イ
　

愛
称

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

」
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

積
極

的
に

広
報

媒
体

や
サ

イ
ン

な
ど

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
北

海
道

博
物

館
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
に

役
立

て
る

。

9
-1

中
期

目
標

・
計

画
番

号
学

芸
部

道
民

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ

設
定

内
容

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

（
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
）

平
成

3
1

年
度

3
9

5
,0

0
0

件

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

目
標

（
値

）
（

案
）

・
利

用
の

促
進

に
直

接
つ

な
が

る
戦

略
的

な
広

報
体

制
の

強
化

・
実

践

H
2

7
H

2
8

◎

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

年
度

計
画

（
案

）

点
検

項
目

集
計

計 7

○

外
部

機
関

の
チ

ラ
シ

0

1
4

1

1
3

8
,0

0
0

件
1

0
～

1
2

月

7
～

9
月

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
月

別
ア

ク
セ

ス
数

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
回

数

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

活
用

件
数

1
新

聞
2

6
3

・
お

お
む

ね
平

成
２

８
年

度
の

目
標

は
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
新

聞
の

倍
増

、
テ

レ
ビ

の
増

加
に

つ
い

て
は

、
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

に
行

こ
う

！
」

で
北

海
道

新
聞

社
、

N
H

K
札

幌
放

送
局

が
j

共
催

者
で

あ
っ

た
こ

と
、

本
年

度
か

ら
北

海
道

新
聞

の
折

込
紙

「
さ

っ
ぽ

ろ
1

0
区

」
な

ど
が

定
期

的
に

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
掲

載
す

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
が

大
き

な
要

因
に

な
っ

て
い

る
。

・
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

に
行

こ
う

！
」

に
つ

い
て

は
、

館
員

全
体

の
協

力
の

も
と

、
特

別
展

へ
の

誘
客

を
促

す
こ

と
が

で
き

た
一

方
で

、
特

別
展

以
外

の
期

間
に

お
い

て
は

、
誘

客
の

戦
略

が
練

ら
れ

て
な

く
、

総
合

展
示

室
利

用
者

数
の

減
少

の
一

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
道

の
広

報
部

門
と

連
携

し
た

広
報

は
継

続
し

て
行

な
う

必
要

が
あ

る
が

、
加

え
て

あ
ら

ゆ
る

媒
体

へ
の

積
極

的
か

つ
多

面
的

な
さ

ら
な

る
働

き
か

け
が

必
要

で
あ

る
。

・
他

機
関

の
媒

体
に

お
い

て
愛

称
や

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

発
信

し
て

い
た

だ
く

た
め

の
戦

略
、

な
ら

び
に

そ
れ

ら
の

浸
透

度
の

測
定

方
法

が
練

ら
れ

て
い

な
い

。
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

の
活

用
戦

略
が

練
ら

れ
て

い
な

い
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
（

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

）
の

数
値

目
標

に
つ

い
て

は
、

一
定

程
度

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
が

、
昨

年
に

比
し

て
減

少
し

て
い

る
。

・
昨

年
度

に
比

べ
、

総
合

展
示

室
の

来
館

者
が

約
４

万
人

減
少

し
た

原
因

を
分

析
し

、
平

成
２

９
年

度
以

降
は

、
よ

り
戦

略
的

な
広

報
活

動
の

強
化

が
必

須
で

あ
る

。

B

1
9

4
,8

4
2

1
2

1

ラ
ジ

オ

・
あ

ら
ゆ

る
媒

体
を

活
用

し
た

積
極

的
な

広
報

活
動

を
展

開
す

る
。

・
愛

称
「

森
の

ち
ゃ

れ
ん

が
」

と
ロ

ゴ
マ

ー
ク

を
積

極
的

に
広

報
媒

体
や

サ
イ

ン
な

ど
に

活
用

し
、

道
民

へ
の

浸
透

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
の

浸
透

度
を

把
握

す
る

。

・
Ｈ

２
７

年
度

に
開

発
し

た
北

海
道

博
物

館
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ビ
デ

オ
を

積
極

的
に

活
用

し
、

利
用

の
促

進
に

結
び

つ
け

る
。

・
外

部
か

ら
の

照
会

に
対

す
る

広
報

活
動

を
継

続
し

つ
つ

、
さ

ら
に

積
極

的
に

あ
ら

ゆ
る

媒
体

に
対

し
て

の
働

き
か

け
を

強
化

す
る

。

・
あ

ら
ゆ

る
広

報
媒

体
を

活
用

し
、

職
員

全
員

で
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

・
愛

称
「

森
の

ち
ゃ

れ
ん

が
」

と
ロ

ゴ
マ

ー
ク

を
積

極
的

に
当

館
発

行
の

広
報

媒
体

や
サ

イ
ン

な
ど

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

他
機

関
の

媒
体

に
お

い
て

も
そ

の
発

信
を

働
き

か
け

、
道

民
へ

の
浸

透
を

図
る

。

・
北

海
道

博
物

館
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ビ
デ

オ
を

さ
ま

ざ
ま

な
機

会
・

場
所

で
積

極
的

に
活

用
し

、
利

用
者

促
進

に
結

び
つ

け
る

。

・
各

媒
体

か
ら

の
照

会
に

と
も

な
う

広
報

を
継

続
し

つ
つ

、
戦

略
的

に
働

き
か

け
て

い
く

広
報

体
制

を
強

化
し

、
実

践
す

る
。

・
平

成
２

８
年

度
要

覧
を

刊
行

す
る

。

件

・
広

報
媒

体
ご

と
の

件
数

・
愛

称
お

よ
び

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

活
用

媒
体

ご
と

の
件

数
（

愛
称

／
ロ

ゴ
マ

ー
ク

）

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

月
別

ア
ク

セ
ス

数

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

回
数

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

（
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
）

1
9

0
,0

0
0

(１
) 

広
報

活
動

の
強

化

目
標

値
番

号

９
　

広
報

1
5

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

広
報

媒
体

の
件

数
6

9 5
テ

レ
ビ

年
度

計
画

達
成

状
況

・
あ

ら
ゆ

る
媒

体
を

活
用

し
た

広
報

件
数

は
、

平
成

２
８

年
度

は
オ

ー
プ

ン
し

た
昨

年
度

に
比

べ
、

新
聞

は
倍

増
、

雑
誌

は
や

や
減

少
、

テ
レ

ビ
は

増
加

、
ラ

ジ
オ

は
減

少
の

傾
向

に
あ

っ
た

。
ま

た
、

そ
の

他
さ

ま
ざ

ま
な

媒
体

か
ら

一
定

程
度

の
照

会
が

あ
り

、
そ

の
都

度
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
特

に
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

に
行

こ
う

！
」

は
、

館
全

体
の

協
力

を
得

て
広

報
体

制
の

強
化

が
な

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
多

く
の

媒
体

で
取

り
上

げ
ら

れ
、

結
果

と
し

て
特

別
展

へ
の

誘
客

を
促

す
こ

と
が

で
き

た
。

・
媒

体
に

対
す

る
働

き
か

け
に

つ
い

て
は

、
道

政
記

者
ク

ラ
ブ

へ
の

情
報

提
供

な
ど

道
の

広
報

部
門

と
連

携
し

た
広

報
を

強
化

し
て

き
た

。
・

愛
称

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

」
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

積
極

的
に

当
館

発
行

の
広

報
媒

体
や

サ
イ

ン
な

ど
に

活
用

し
て

い
る

。
一

方
で

、
他

機
関

の
媒

体
に

お
い

て
は

、
愛

称
に

つ
い

て
は

一
定

程
度

発
信

さ
れ

て
い

る
が

、
ロ

ゴ
マ

ー
ク

は
ほ

と
ん

ど
発

信
さ

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
愛

称
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

道
民

へ
の

浸
透

度
の

把
握

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
浸

透
度

の
測

定
方

法
を

検
討

中
で

あ
り

、
把

握
は

で
き

て
い

な
い

。
・

平
成

2
7

年
度

に
制

作
し

た
北

海
道

博
物

館
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ビ
デ

オ
は

、
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

で
の

活
用

や
単

発
的

な
イ

ベ
ン

ト
で

の
数

回
の

活
用

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
・

平
成

2
7

年
度

要
覧

は
、

３
月

に
刊

行
さ

れ
る

予
定

で
、

作
業

を
進

め
て

い
る

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

目
標

（
値

）
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担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

中
期

目
標

・
計

画
○

×

2
2

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

人 件

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

ア
　

赤
れ

ん
が

庁
舎

（
北

海
道

庁
旧

本
庁

舎
）

を
北

海
道

博
物

館
の

サ
テ

ラ
イ

ト
空

間
と

し
て

活
用

し
、

来
訪

者
を

北
海

道
博

物
館

に
誘

導
す

る
展

示
を

実
現

す
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
機

能
の

強
化

に
努

め
る

。

(２
) 

赤
れ

ん
が

庁
舎

の
活

用
及

び
他

機
関

と
の

連
携

赤
れ

ん
が

庁
舎

の
利

用
者

件
数

「
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

」
に

お
け

る
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

の
回

数
1

5
3

9
,1

1
8

9
-
2

1
6

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

を
よ

り
誘

導
力

の
あ

る
空

間
へ

と
改

善
す

る
と

と
も

に
、

道
内

博
物

館
の

情
報

も
含

め
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化
に

向
け

た
取

組
、

特
に

運
用

面
で

の
取

組
を

強
化

す
る

。

・
「

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

」
や

｢か
る

ち
ゃ

る
ｎ

ｅ
ｔ

｣な
ど

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

い
て

、
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

を
展

開
す

る
。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
開

設
や

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
の

展
開

が
、

ど
れ

だ
け

北
海

道
博

物
館

へ
の

来
館

へ
と

結
び

つ
い

て
い

る
か

、
定

量
的

に
把

握
し

改
善

・
充

実
化

へ
の

取
組

を
行

な
う

。

1
6

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
道

内
博

物
館

の
情

報
発

信
の

コ
ー

ナ
ー

で
は

、
道

内
全

域
の

博
物

館
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

を
配

置
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
道

内
全

域
か

ら
の

博
物

館
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

収
集

、
随

時
補

充
な

ど
は

、
手

順
の

模
索

の
段

階
に

あ
り

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
が

ほ
と

ん
ど

な
い

状
況

も
あ

っ
た

。
・

平
成

2
8

年
度

は
、

上
記

の
反

省
の

一
環

と
し

て
、

道
内

各
博

物
館

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
閲

覧
冊

子
を

地
域

ご
と

に
作

成
・

配
置

し
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
欠

乏
状

態
の

克
服

を
試

み
た

。
・

ま
た

、
空

間
そ

の
も

の
を

よ
り

魅
力

的
な

も
の

に
改

善
す

る
た

め
、

開
設

当
初

の
理

念
と

目
的

を
維

持
し

つ
つ

、
３

月
中

に
サ

テ
ラ

イ
ト

空
間

を
改

善
す

る
予

定
で

、
作

業
を

進
め

て
い

る
。

・
他

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

に
つ

い
て

は
、

「
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
」

や
｢か

る
ち

ゃ
る

n
e
t｣

な
ど

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
た

。
・

北
海

道
環

境
生

活
部

環
境

局
生

物
多

様
性

保
全

課
と

連
携

し
、

道
内

の
博

物
館

連
携

の
一

環
と

し
て

、
１

月
3

0
日

の
「

知
床

の
日

」
に

あ
わ

せ
た

知
床

地
区

の
博

物
館

等
の

企
画

展
示

を
、

「
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

」
に

お
い

て
実

施
し

た
。

・
し

か
し

な
が

ら
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

い
て

、
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

が
ほ

ぼ
展

開
で

き
て

い
な

い
。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
運

営
が

、
ど

れ
だ

け
北

海
道

博
物

館
へ

の
誘

客
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、

定
量

的
な

把
握

は
で

き
て

い
な

い
。

目
標

（
値

）

イ
　

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

目
標

値
番

号

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

け
る

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
の

回
数

「
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

」
の

充
実

化

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

年
度

計
画

中
期

目
標

・
計

画
番

号

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

９
　

広
報

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
運

用
が

適
切

で
あ

る
と

は
言

い
難

い
。

・
空

間
そ

の
も

の
も

改
善

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
赤

れ
ん

が
庁

舎
の

活
用

に
関

す
る

戦
略

が
練

ら
れ

て
い

な
い

。
・

定
期

的
に

展
示

を
変

え
て

い
な

い
。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

い
て

、
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

の
計

画
が

策
定

で
き

て
い

な
い

。
・

広
報

の
効

果
測

定
が

で
き

て
い

な
い

。

B
・

「
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

」
の

改
善

・
充

実
化

・
赤

れ
ん

が
庁

舎
の

利
用

者
件

数

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

け
る

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
の

回
数

・
平

成
２

９
年

３
月

に
改

善
を

予
定

し
て

い
る

新
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
空

間
が

、
よ

り
魅

力
の

あ
る

空
間

へ
と

改
善

さ
れ

た
か

ど
う

か
、

効
果

検
証

を
行

な
う

。

・
道

内
博

物
館

の
情

報
発

信
機

能
の

充
実

を
含

め
、

新
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
運

用
戦

略
を

策
定

し
、

実
行

す
る

。

・
「

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

」
や

｢か
る

ち
ゃ

る
n

e
t｣

な
ど

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

い
て

、
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

を
展

開
す

る
。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
運

営
が

、
ど

れ
だ

け
北

海
道

博
物

館
へ

の
誘

客
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、

定
量

的
に

把
握

し
、

改
善

・
充

実
化

へ
の

取
組

を
行

な
う

。

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）
達

成
状

況
目

標
（

値
）

（
案

）

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7
H

2
8

H
2

9

計 4◎

点
検

項
目

集
計

◎
◎
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担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

○
×

4
1

設
定

内
容

平
成

3
1

年
度

利
用

者
満

足
度

7
0

%

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
有

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

年
度

計
画

実
績

(2
0

1
6

年
4

～
1

2
月

）

利
用

者
満

足
度

8
0

%
利

用
者

満
足

度
％

％

H
2

8

総
務

部
企

画
グ

ル
ー

プ

ア
　

毎
年

度
の

事
業

実
績

に
つ

い
て

、
あ

ら
か

じ
め

評
価

項
目

を
定

め
、

館
と

し
て

の
自

己
点

検
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

公
表

し
、

改
善

す
べ

き
点

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

対
処

す
る

。

目
標

値
番

号

イ
　

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

（
利

用
者

調
査

）
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
分

析
し

、
公

表
す

る
と

と
も

に
、

改
善

す
べ

き
点

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

対
処

す
る

。

1
7

　
第

1
回

北
海

道
総

合
博

物
館

協
議

会
で

、
平

成
2

7
年

度
事

業
実

績
報

告
、

H
2

8
年

度
事

業
計

画
に

つ
い

て
報

告
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

、
助

言
な

ど
受

け
た

。
ま

た
、

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
専

門
部

会
に

お
い

て
も

同
様

に
実

施
し

た
。

こ
の

こ
と

を
受

け
、

検
討

を
進

め
た

。
さ

ら
に

、
内

部
評

価
実

施
に

向
け

計
画

的
に

進
め

、
第

2
回

同
協

議
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

　
総

合
展

示
、

特
別

展
、

企
画

テ
ー

マ
展

、
巡

回
展

な
ど

の
利

用
者

の
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
9

4
.8

％
と

高
い

評
価

を
得

た
（

7
回

）
。

　
博

物
館

利
用

者
の

入
口

、
出

口
で

の
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
を

実
施

し
、

博
物

館
利

用
者

の
満

足
度

調
査

は
9

8
.3

%
で

あ
っ

た
（

１
回

）
。

こ
の

調
査

に
つ

い
て

は
、

研
究

紀
要

２
号

で
報

告
し

た
。

ウ
　

自
己

点
検

評
価

と
利

用
者

調
査

を
ふ

ま
え

、
博

物
館

協
議

会
に

よ
る

外
部

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

よ
り

良
い

博
物

館
づ

く
り

へ
と

つ
な

げ
る

。

点
検

項
目

集
計

利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

・
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
（

年
２

回
）

と
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

専
門

部
会

（
年

１
回

）
な

ど
の

円
滑

な
実

施
と

運
営

を
行

う
。

・
内

部
評

価
を

実
施

す
る

。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

な
ど

に
よ

る
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。

利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

年
度

計
画

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）

利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

利
用

者
満

足
度

8
0

・
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
（

年
２

回
）

と
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

専
門

部
会

（
年

１
回

）
な

ど
の

円
滑

な
実

施
と

運
営

を
行

う
。

平
成

２
９

年
度

は
、

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

（
平

成
２

７
～

平
成

３
１

年
度

）
の

中
間

外
部

評
価

を
実

施
す

る
。

・
内

部
評

価
の

実
施

と
運

営
を

行
う

。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

な
ど

に
よ

る
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
を

実
施

す
る

（
４

回
）

。

・
北

海
道

総
合

博
物

館
協

議
会

の
運

営
と

実
施

。
中

間
外

部
評

価
を

実
施

。
・

内
部

評
価

の
計

画
的

実
施

。
・

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

の
実

施
。

目
標

（
値

）
（

案
）

達
成

状
況

目
標

（
値

）

・
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
な

ど
の

実
施

と
運

営

・
内

部
評

価
の

計
画

的
実

施

・
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
の

実
施

・
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
（

第
1

回
；

8
月

1
0

日
）

と
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

専
門

部
会

（
年

1
回

：
8

月
2

5
日

）
を

実
施

し
、

平
成

2
7

年
度

事
業

実
績

を
報

告
し

、
平

成
2

8
年

度
事

業
計

画
を

示
し

た
。

平
成

2
9

年
3

月
実

施
予

定
の

第
2

回
協

議
会

で
は

、
平

成
2

8
年

度
の

事
業

実
績

に
関

す
る

内
部

評
価

報
告

を
予

定
し

て
い

る
。

協
議

会
の

内
容

や
議

事
録

に
つ

い
て

は
、

当
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
し

た
。

・
平

成
2

8
年

4
月

か
ら

平
成

2
9

年
1

月
ま

で
の

事
業

実
績

を
と

り
ま

と
め

て
項

目
別

評
価

を
実

施
し

、
3

月
に

は
内

部
評

価
委

員
会

を
開

催
し

て
、

内
部

評
価

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

・
博

物
館

利
用

者
の

満
足

度
調

査
に

つ
い

て
は

、
満

足
度

9
4

.8
％

（
平

均
値

）
と

高
い

評
価

を
得

た
。

①
企

画
テ

ー
マ

展
「

神
様

お
ね

が
い

！
　

地
域

と
人

を
む

す
ぶ

祈
り

の
か

た
ち

」
（

会
期

：
平

成
2

8
年

2
月

2
7

日
～

4
月

1
0

日
）

。
◎

企
画

テ
ー

マ
展

満
足

度
：

9
1

.6
%

（
回

答
数

8
3

件
中

、
満

足
7

6
件

）
◎

総
合

展
示

　
　

満
足

度
：

9
5

.0
%

（
回

答
数

6
0

件
中

、
満

足
5

7
件

）
②

企
画

テ
ー

マ
展

「
ア

イ
ヌ

民
族

資
料

を
守

り
伝

え
る

力
」

（
会

期
：

平
成

2
8

年
4

月
2

8
日

～
6

月
5

日
）

◎
企

画
テ

ー
マ

展
満

足
度

；
9

4
.9

%
（

回
答

数
1

1
8

件
中

、
満

足
1

1
2

件
）

◎
総

合
展

示
満

足
度

：
9

3
.0

%
（

回
答

数
8

6
件

中
、

満
足

8
0

件
）

③
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

！
」

（
会

期
：

平
成

2
8

年
7

月
9

日
～

9
月

2
5

日
）

◎
特

別
展

満
足

度
；

8
5

.4
%

（
回

答
数

8
6

5
件

中
、

満
足

7
3

9
件

）
◎

総
合

展
示

満
足

度
：

9
2

.2
%

（
回

答
数

4
7

5
件

中
、

満
足

4
3

8
件

）
④

企
画

テ
ー

マ
展

「
き

れ
い

？
不

思
議

？
楽

し
い

！
？

漂
着

物
」

（
会

期
：

平
成

2
8

年
1

0
月

1
4

日
～

1
1

月
2

7
日

）
◎

企
画

テ
ー

マ
展

満
足

度
；

9
4

.6
%

（
回

答
数

1
2

9
件

中
、

満
足

1
2

2
件

）
或

総
合

展
示

満
足

度
：

9
5

.6
%

（
回

答
数

9
1

件
中

、
満

足
8

7
件

）
⑤

蔵
出

し
展

「
ア

イ
ヌ

民
族

の
造

形
美

　
北

海
道

博
物

館
所

蔵
の

木
盆

」
（

会
期

：
平

成
2

8
年

1
2

月
2

2
日

～
平

成
2

9
年

1
月

1
5

日
）

◎
蔵

出
し

展
満

足
度

：
1

0
0

%
（

回
答

数
3

1
件

中
、

満
足

3
1

件
）

◎
総

合
展

示
満

足
度

：
1

0
0

%
（

回
答

数
2

4
件

中
、

満
足

2
4

件
）

⑥
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
（

枝
幸

会
場

：
平

成
2

8
年

7
月

5
日

～
平

成
2

8
年

9
月

4
日

、
美

幌
会

場
：

平
成

2
8

年
1

0
月

8
日

～
平

成
2

8
年

1
1

月
2

7
日

）
◎

枝
幸

会
場

満
足

度
：

1
0

0
%

（
回

答
数

8
1

件
中

、
満

足
8

1
件

）
◎

美
幌

会
場

満
足

度
：

9
1

.7
%

（
回

答
数

2
4

件
中

、
満

足
2

2
件

）

・
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

リ
サ

ー
チ

（
平

成
2

9
年

8
月

2
0

日
）

◎
満

足
度

：
9

8
.3

%
（

回
答

数
5

8
件

中
、

満
足

5
7

件
）

A

9
4

.8

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

１
０

　
評

価
制

度
の

活
用

と
利

用
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

1
7

中
期

目
標

・
計

画

H
2

8
年

度

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

◎
◎

H
2

7
H

2
9

◎

計 5

1
0

中
期

目
標

・
計

画
番

号

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

40



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

3
0

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

・
第

１
期

計
画

「
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

パ
ー

ト
ナ

ー
」

（
仮

称
）

事
業

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
同

パ
ー

ト
ナ

ー
に

よ
る

博
物

館
運

営
等

の
諮

問
的

な
組

織
を

設
置

す
る

。

・
道

民
参

加
の

促
進

に
向

け
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

組
織

や
北

海
道

総
合

博
物

館
を

支
援

す
る

組
織

体
制

の
強

化
を

図
る

。

・
文

化
庁

な
ど

か
ら

の
外

部
資

金
を

獲
得

し
、

全
道

規
模

の
博

物
館

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

パ
ー

ト
ナ

ー
事

業
な

ど
の

推
進

と
強

化
を

図
る

。

・
道

民
参

加
型

の
事

業
を

検
討

し
、

実
施

す
る

。

・
道

民
参

加
型

組
織

の
創

設
と

支
援

に
向

け
た

方
向

性
の

確
立

。

目
標

値
番

号
1

8
総

務
部

企
画

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

ア
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
導

入
、

道
民

の
自

主
的

な
サ

ー
ク

ル
活

動
の

支
援

、
北

海
道

博
物

館
を

支
援

す
る

組
織

の
創

設
な

ど
に

よ
り

、
博

物
館

活
動

へ
の

道
民

参
加

を
促

進
し

、
道

民
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

年
度

計
画

達
成

状
況

・
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
パ

ー
ト

ナ
ー

」
（

仮
称

）
お

よ
び

「
友

の
会

」
（

仮
称

）
を

創
設

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

組
織

や
北

海
道

博
物

館
を

支
援

す
る

組
織

体
制

の
強

化
を

図
る

。

・
文

化
庁

な
ど

の
外

部
資

金
を

獲
得

し
、

全
道

規
模

の
博

物
館

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

パ
ー

ト
ナ

ー
事

業
（

仮
称

）
な

ど
の

推
進

と
強

化
を

図
る

。

・
道

民
参

加
型

組
織

で
行

う
活

動
・

事
業

内
容

を
検

討
し

、
段

階
的

に
実

施
す

る
。

1
8

・
北

海
道

立
総

合
博

物
館

（
北

海
道

博
物

館
、

北
海

道
開

拓
の

村
、

ふ
れ

あ
い

交
流

館
）

に
お

け
る

利
用

者
・

支
援

組
織

（
「

友
の

会
（

仮
）

」
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
パ

ー
ト

ナ
ー

（
仮

）
」

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（

仮
）

」
）

の
創

設
に

む
け

た
検

討
を

進
め

、
実

施
計

画
案

を
策

定
中

で
あ

る
。

こ
れ

ま
で

の
取

組
状

況
や

経
緯

を
ま

と
め

、
一

般
財

団
法

人
北

海
道

歴
文

化
財

団
と

の
協

議
を

重
ね

、
事

業
概

要
の

検
討

、
実

施
要

項
の

検
討

、
事

業
運

営
の

検
討

、
組

織
体

制
の

検
討

な
ど

を
進

め
、

実
施

計
画

案
を

策
定

中
で

あ
る

。

・
北

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
活

性
化

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

文
化

庁
の

「
文

化
芸

術
振

興
費

補
助

金
」

（
地

域
の

核
と

な
る

美
術

館
・

歴
史

博
物

館
支

援
事

業
）

の
外

部
資

金
を

獲
得

し
、

「
地

域
博

物
館

と
共

働
し

た
地

域
の

魅
力

発
信

事
業

」
を

実
施

し
、

道
内

博
物

館
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
を

図
っ

た
。

　
事

業
内

容
は

、
①

「
北

海
道

の
博

物
館

マ
ッ

プ
」

の
作

成
（

北
海

道
博

物
館

協
会

と
連

携
し

、
同

協
会

加
盟

館
園

1
1

8
施

設
を

網
羅

）
、

②
歴

史
を

ふ
ま

え
た

地
域

の
具

体
的

な
魅

力
発

信
の

た
め

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
づ

く
り

と
し

て
、

「
北

海
道

の
ジ

オ
パ

ー
ク

ま
つ

り
」

の
開

催
、

③
「

北
海

道
の

ジ
オ

パ
ー

ク
と

関
連

地
域

博
物

館
マ

ッ
プ

」
の

作
成

、
④

道
内

の
ジ

オ
パ

ー
ク

関
連

6
地

域
で

「
北

海
道

の
歴

史
・

文
化

講
座

」
を

開
催

し
た

。
　

博
物

館
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
パ

ー
ト

ナ
ー

の
推

進
･
強

化
の

た
め

、
平

成
2

9
年

度
文

化
芸

術
振

興
費

補
助

金
の

交
付

申
請

を
行

っ
て

い
る

。

・
道

民
参

加
型

の
展

示
事

業
と

し
て

「
北

海
道

民
の

ち
ゃ

れ
ん

が
展

示
コ

ー
ナ

ー
」

を
休

憩
ラ

ウ
ン

ジ
に

設
け

、
北

海
道

化
石

会
の

協
力

で
「

ア
ン

モ
ナ

イ
ト

」
を

展
示

し
、

定
期

的
な

展
示

入
れ

替
え

を
試

行
実

施
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
本

格
的

な
実

施
に

向
け

た
整

備
が

滞
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

（
案

）

点
検

項
目

集
計

計 3

イ
　

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

、
カ

フ
ェ

な
ど

の
利

用
者

サ
ー

ビ
ス

、
有

料
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・
運

営
、

外
部

資
金

の
受

入
れ

と
活

用
な

ど
、

北
海

道
博

物
館

の
各

種
活

動
に

協
働

参
画

す
る

支
援

組
織

の
整

備
に

取
り

組
む

。

７
　

道
民

参
加

型
組

織
の

整
備

○

H
2

9
年

度

H
2

7
H

2
8

H
2

9

目
標

（
値

）
（

案
）

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

平
成

2
8

年
度

は
、

北
海

道
総

合
博

物
館

に
お

け
る

道
民

参
加

型
組

織
の

創
設

と
支

援
に

向
け

た
方

向
性

に
つ

い
て

、
一

般
財

団
法

人
北

海
道

歴
史

文
化

財
団

実
施

に
む

け
た

検
討

を
進

め
て

き
た

。
実

施
計

画
の

策
定

に
つ

い
て

は
、

H
2

９
 年

度
の

実
施

に
む

け
た

準
備

を
進

め
た

。
・

文
化

庁
の

「
文

化
芸

術
振

興
費

補
助

金
」

の
外

部
資

金
を

獲
得

し
、

事
業

を
展

開
し

て
い

る
。

本
事

業
は

、
関

係
各

機
関

と
連

携
し

、
博

物
館

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
推

進
と

強
化

と
し

て
高

く
評

価
で

き
る

。
・

道
民

参
加

型
の

展
示

事
業

を
試

行
し

て
い

る
。

ま
た

、
実

施
に

向
け

た
計

画
を

整
備

る
こ

と
が

未
着

手
と

な
っ

た
。

B

目
標

（
値

）

・
道

民
参

加
型

組
織

の
創

設
と

支
援

に
向

け
た

方
向

性
の

確
立

○

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

7
中

期
目

標
・

計
画

番
号

41



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

6
3

ア イ ア

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
無

（
１

）
各

種
博

物
館

団
体

と
の

連
携

・
日

本
博

物
館

協
会

、
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

館
協

議
会

な
ど

と
の

連
携

に
よ

り
、

北
海

道
と

全
国

の
博

物
館

を
つ

な
ぐ

役
割

を
果

た
す

。

・
北

海
道

博
物

館
協

会
と

の
連

携
に

よ
り

、
中

核
的

博
物

館
と

し
て

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

別
や

館
種

別
の

組
織

の
活

動
を

積
極

的
に

支
援

す
る

。

（
２

）
博

物
館

交
流

の
促

進
・

外
部

組
織

・
機

関
と

の
連

携
・

協
力

な
ど

を
行

う
た

め
の

方
針

や
基

準
を

策
定

し
、

連
携

形
態

の
決

定
か

ら
実

施
に

至
る

流
れ

を
明

確
化

す
る

。

・
地

域
の

博
物

館
、

図
書

館
、

教
育

委
員

会
な

ど
と

連
携

し
、

共
同

研
究

、
共

同
事

業
な

ど
を

通
じ

て
地

域
と

の
協

働
・

交
流

を
促

進
す

る
。

・
北

海
道

博
物

館
や

道
内

各
地

に
お

い
て

、
道

内
の

博
物

館
職

員
を

対
象

と
し

た
博

物
館

学
系

の
研

修
会

の
実

施
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
。

・
連

携
・

協
力

に
関

し
て

、
地

域
の

博
物

館
や

学
校

な
ど

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

る
。

（
１

）
各

種
博

物
館

団
体

と
の

連
携

・
日

本
博

物
館

協
会

の
北

海
道

支
部

と
し

て
、

表
彰

候
補

者
の

募
集

お
よ

び
各

種
ア

ン
ケ

ー
ト

へ
の

回
答

、
全

国
博

物
館

長
会

議
（

平
成

2
8

年
6

月
8

日
）

へ
の

参
加

な
ど

を
行

い
、

全
国

歴
史

民
俗

系
博

物
館

協
議

会
に

つ
い

て
も

会
議

（
平

成
2

8
年

7
月

7
〜

8
日

）
に

参
加

す
る

な
ど

、
北

海
道

と
全

国
の

博
物

館
を

つ
な

ぐ
役

割
を

果
た

し
た

。
・

北
海

道
博

物
館

協
会

の
事

務
局

を
担

い
、

北
海

道
博

物
館

大
会

（
平

成
2

8
年

7
月

7
〜

8
日

）
、

J
M

M
A

（
日

本
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
会

）
大

会
参

加
へ

の
補

助
（

平
成

2
8

年
6

月
1

8
〜

1
9

日
）

、
役

員
会

（
３

回
）

な
ど

を
開

催
し

、
ま

た
、

道
内

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

別
や

館
種

別
の

組
織

の
活

動
の

支
援

を
行

う
な

ど
、

北
海

道
の

中
核

的
博

物
館

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
。

加
え

て
本

年
度

は
、

『
道

博
協

ニ
ュ

ー
ス

』
の

新
刊

行
形

態
へ

の
移

行
の

た
め

の
各

種
作

業
（

会
員

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

の
確

認
、

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

の
整

備
、

P
D

F
刊

行
用

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
制

作
、

編
集

、
印

刷
製

本
等

）
を

行
い

、
P

D
F

刊
行

へ
の

移
行

を
果

た
し

た
。

（
２

）
博

物
館

交
流

の
促

進
・

外
部

組
織

・
機

関
と

の
連

携
・

協
力

等
を

行
う

た
め

の
方

針
に

つ
い

て
は

、
従

来
、

外
部

か
ら

の
協

力
依

頼
の

受
理

か
ら

実
施

ま
で

の
流

れ
が

定
式

化
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

受
入

決
定

の
基

準
が

曖
昧

で
か

つ
決

定
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

が
ち

で
あ

っ
た

。
こ

の
課

題
解

決
の

た
め

、
協

力
依

頼
案

件
の

迅
速

な
共

有
化

、
受

入
可

否
判

断
の

明
確

化
、

実
施

に
向

け
た

流
れ

の
合

理
化

を
目

的
と

す
る

「
外

部
か

ら
の

協
力

依
頼

案
件

処
理

の
ル

ー
ル

」
と

関
連

書
式

を
策

定
し

た
。

・
具

体
的

な
博

物
館

・
図

書
館

等
と

の
交

流
に

つ
い

て
は

以
下

の
と

お
り

。
【

当
館

が
主

体
的

に
参

画
し

て
実

施
し

た
事

業
】

〔
近

隣
の

博
物

館
等

と
の

連
携

〕
新

札
幌

・
江

別
地

区
の

文
化

施
設

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

あ
る

「
か

る
ち

ゃ
る

n
e
t」

の
中

心
館

と
し

て
引

き
続

き
事

務
局

を
運

営
し

、
2

回
の

体
験

イ
ベ

ン
ト

お
よ

び
夏

休
み

期
間

の
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

の
実

施
、

共
通

イ
ベ

ン
ト

チ
ラ

シ
の

作
成

・
配

布
な

ど
で

大
き

な
成

果
を

あ
げ

た
。

（
１

）
・

北
海

道
博

物
館

協
会

に
関

し
て

は
、

大
会

お
よ

び
研

修
会

の
開

催
ほ

か
、

事
務

局
業

務
を

通
じ

て
北

海
道

の
中

核
的

博
物

館
と

し
て

の
役

割
を

十
分

に
果

た
す

こ
と

が
で

き
た

。

（
２

）
・

協
力

案
件

処
理

の
ル

ー
ル

化
お

よ
び

共
有

の
た

め
の

簡
潔

な
書

式
を

整
備

で
き

た
こ

と
で

、
実

施
判

断
・

決
定

が
迅

速
か

つ
的

確
に

な
る

と
と

も
に

、
当

館
が

受
諾

す
る

意
義

や
留

意
点

を
明

確
に

示
す

重
要

性
に

つ
い

て
、

職
員

の
意

識
を

向
上

で
き

た
。

・
外

部
組

織
・

機
関

と
の

交
流

・
連

携
・

協
力

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
形

態
を

合
計

す
る

と
3

4
件

で
あ

り
、

昨
年

度
（

3
8

件
）

に
近

い
件

数
と

な
っ

た
。

（
１

）
各

種
博

物
館

団
体

と
の

連
携

・
日

本
博

物
館

協
会

、
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

館
協

議
会

な
ど

と
の

連
携

に
よ

り
、

北
海

道
と

全
国

の
博

物
館

を
つ

な
ぐ

役
割

を
果

た
す

。

・
北

海
道

博
物

館
協

会
事

務
局

を
通

じ
て

、
地

域
ブ

ロ
ッ

ク
別

や
館

種
別

の
組

織
の

活
動

を
積

極
的

に
支

援
す

る
。

（
２

）
博

物
館

交
流

の
促

進
・

地
域

の
博

物
館

、
図

書
館

、
教

育
委

員
会

な
ど

と
連

携
し

、
共

同
研

究
、

共
同

事
業

な
ど

を
通

じ
て

地
域

と
の

協
働

・
交

流
を

促
進

す
る

。

・
北

海
道

博
物

館
や

道
内

各
地

に
お

い
て

、
道

内
の

博
物

館
職

員
を

対
象

と
し

た
博

物
館

学
系

の
研

修
会

の
実

施
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
。

・
連

携
・

協
力

に
関

し
て

、
地

域
の

博
物

館
や

学
校

な
ど

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

る
。

1
9

B
・

外
部

組
織

・
機

関
と

の
連

携
・

協
力

等
を

行
う

た
め

の
方

針
の

策
定

ウ
　

地
域

の
博

物
館

や
学

校
な

ど
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

、
一

般
、

学
生

、
教

員
な

ど
を

対
象

に
し

た
出

前
講

座
を

実
施

す
る

。

目
標

値
番

号

　
日

本
博

物
館

協
会

、
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

館
協

議
会

な
ど

と
の

連
携

に
よ

り
、

全
国

博
物

館
の

最
新

動
向

に
関

す
る

情
報

を
入

手
し

、
道

内
の

加
盟

館
へ

と
伝

え
る

一
方

、
北

海
道

か
ら

の
要

望
を

と
り

ま
と

め
る

な
ど

、
北

海
道

と
全

国
の

博
物

館
を

つ
な

ぐ
役

割
を

果
た

す
。

北
海

道
博

物
館

協
会

と
の

連
携

に
よ

り
、

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

別
や

館
種

別
組

織
の

活
動

を
積

極
的

に
支

援
す

る
な

ど
、

中
核

的
博

物
館

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

、
北

海
道

の
博

物
館

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
。

地
域

の
博

物
館

、
図

書
館

、
教

育
委

員
会

な
ど

と
連

携
し

、
共

同
研

究
、

共
同

事
業

な
ど

を
通

じ
て

地
域

と
の

協
働

・
交

流
を

促
進

さ
せ

、
北

海
道

再
発

見
の

た
め

の
知

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

へ
と

つ
な

げ
る

。

イ
　

北
海

道
博

物
館

や
道

内
各

地
に

お
い

て
、

道
内

の
博

物
館

職
員

を
対

象
に

、
博

物
館

学
系

の
知

識
や

技
術

を
普

及
す

る
研

修
会

を
実

施
す

る
。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

(１
) 

各
種

博
物

館
団

体
と

の
連

携

(２
) 

博
物

館
交

流
の

促
進

5
年

間

目
標

（
値

）
達

成
状

況

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

(２
) 

博
物

館
交

流
の

促
進

(２
) 

博
物

館
交

流
の

促
進

１
１

　
博

物
館

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(１
) 

各
種

博
物

館
団

体
と

の
連

携

(１
) 

各
種

博
物

館
団

体
と

の
連

携

1
9

1
1

中
期

目
標

・
計

画
番

号
学

芸
部

社
会

貢
献

グ
ル

ー
プ

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数

・
図

書
館

、
博

物
館

、
教

育
委

員
会

等
と

の
連

携
・

協
力

事
業

の
実

施
件

数

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

設
定

内
容

H
2

8
年

度

年
度

計
画

2
0

0
件

○
○

H
2

9
年

度

目
標

（
値

）
（

案
）

質
の

高
い

連
携

に
よ

る
、

企
業

や
民

間
団

体
、

図
書

館
、

博
物

館
、

自
治

体
等

と
の

連
携

・
協

力
事

業
の

実
施

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

計 9○

点
検

項
目

集
計

H
2

7
H

2
8

H
2

9
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

・
特

別
展

等
と

連
動

し
た

、
企

業
や

民
間

団
体

と
の

連
携

事
業

（
６

件
）

、
札

幌
市

青
少

年
科

学
館

と
連

携
し

た
展

示
・

普
及

事
業

（
4

件
）

等
を

実
施

で
き

た
。

こ
れ

ら
の

企
画

へ
当

館
は

主
体

的
に

参
画

し
、

当
館

の
集

客
増

に
も

効
果

が
あ

っ
た

。
・

ま
た

、
全

国
規

模
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

参
画

や
高

校
と

の
連

携
な

ど
、

多
様

な
形

の
連

携
を

実
現

で
き

た
と

と
も

に
、

昨
年

と
比

べ
て

個
々

の
事

業
の

連
携

の
緊

密
さ

や
、

事
業

内
容

に
お

い
て

、
質

的
に

は
高

い
も

の
と

な
っ

た
。

・
昨

年
に

引
き

続
き

、
「

か
る

ち
ゃ

る
n

e
t」

の
運

営
や

、
他

機
関

が
主

宰
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
参

画
、

イ
ベ

ン
ト

へ
の

な
ど

に
よ

り
、

他
の

博
物

館
等

と
の

交
流

・
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
道

内
の

博
物

館
職

員
を

対
象

と
し

た
博

物
館

学
系

の
研

修
会

に
つ

い
て

は
、

共
催

・
協

力
と

い
う

形
で

は
実

施
し

た
が

、
自

主
的

な
企

画
に

つ
い

て
は

検
討

の
進

展
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

・
地

域
の

博
物

館
や

学
校

等
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

以
上

よ
り

、
道

内
市

町
村

等
と

の
連

携
・

協
力

件
数

だ
け

見
れ

ば
年

度
計

画
の

目
標

値
に

は
及

ば
な

い
た

め
B

評
価

と
な

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

形
態

に
よ

る
連

携
・

協
力

・
交

流
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
、

非
常

に
質

の
高

い
博

物
館

交
流

を
実

現
で

き
、

動
員

数
も

多
か

っ
た

。

〔
北

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
活

性
化

委
員

会
お

よ
び

各
市

町
村

等
と

連
携

〕
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

！
」

の
P

R
を

兼
ね

、
道

内
６

か
所

の
ジ

オ
パ

ー
ク

の
情

報
を

発
信

す
る

「
北

海
道

ジ
オ

パ
ー

ク
ま

つ
り

（
平

成
2

8
年

7
月

1
6

日
）

」
の

開
催

。
「

北
海

道
の

博
物

館
周

遊
マ

ッ
プ

（
平

成
2

7
年

度
作

成
）

」
を

増
刷

、
追

加
配

布
す

る
な

ど
、

大
き

な
成

果
を

あ
げ

た
。

〔
N

H
K

室
蘭

放
送

局
、

様
似

町
、

同
町

教
委

と
連

携
〕

N
H

K
環

境
セ

ミ
ナ

ー
「

ジ
オ

パ
ー

ク
の

海
を

学
ぼ

う
！

（
平

成
2

8
年

7
月

3
1

日
）

」
の

企
画

に
協

力
、

共
催

。
〔

北
海

道
新

聞
社

と
連

携
〕

同
じ

く
同

展
の

P
R

を
兼

ね
、

展
示

観
覧

と
三

笠
市

で
の

ジ
オ

ツ
ア

ー
を

内
容

と
す

る
、

第
１

回
ま

な
ぶ

ん
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

「
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

！
（

平
成

2
8

年
8

月
5

日
）

」
を

共
催

。
〔

イ
オ

ン
北

海
道

と
連

携
〕

同
展

の
P

R
を

兼
ね

た
、

「
北

海
道

ジ
オ

パ
ー

ク
パ

ネ
ル

展
（

平
成

2
8

年
8

月
1

3
日

～
8

月
2

1
日

）
」

「
北

海
道

ジ
オ

パ
ー

ク
ま

つ
り

in
イ

オ
ン

モ
ー

ル
札

幌
発

寒
（

平
成

2
8

年
８

月
2

0
日

）
」

「
イ

オ
ン

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

配
信

」
等

の
開

催
・

実
施

。
〔

札
幌

市
青

少
年

科
学

館
と

連
携

〕
当

館
特

別
展

「
ジ

オ
パ

ー
ク

へ
行

こ
う

！
」

と
同

館
の

特
別

展
「

大
発

見
！

北
海

道
恐

竜
展

」
双

方
の

P
R

と
利

用
増

へ
の

相
乗

効
果

を
狙

い
、

同
館

の
特

別
展

の
共

催
、

科
学

館
ク

ラ
ブ

の
当

館
展

示
観

覧
（

平
成

2
8

年
7

月
1

0
日

）
、

ミ
ニ

ト
ー

ク
シ

ョ
ー

（
平

成
2

8
年

８
月

3
日

・
2

0
日

）
、

同
館

内
で

の
「

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

行
こ

う
！

」
サ

テ
ラ

イ
ト

展
示

（
平

成
2

8
年

7
月

2
3

日
～

8
月

2
1

日
）

等
を

共
同

実
施

し
た

。
こ

の
協

力
関

係
か

ら
、

後
続

の
当

館
企

画
展

「
き

れ
い

？
不

思
議

？
楽

し
い

！
？

漂
着

物
」

の
サ

テ
ラ

イ
ト

展
示

（
平

成
2

8
年

1
0

月
1

日
～

1
1

月
2

7
日

）
を

同
館

内
で

共
同

実
施

す
る

こ
と

も
で

き
た

。
【

協
力

依
頼

・
要

請
を

受
け

て
実

施
し

た
事

業
】

〔
市

民
・

団
体

・
企

業
等

と
の

連
携

〕
「

C
IS

E
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

「
生

物
多

様
性

さ
っ

ぽ
ろ

活
動

拠
点

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
な

ど
他

機
関

が
主

宰
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
参

画
と

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
。

「
ア

ー
ス

デ
イ

in
円

山
動

物
園

」
「

カ
ル

チ
ャ

ー
ナ

イ
ト

」
「

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

」
「

教
員

の
た

め
の

博
物

館
の

日
in

札
幌

」
「

ジ
オ

・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

in
S

a
p
p

o
ro

」
等

の
他

組
織

主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

・
出

展
。

〔
学

会
及

び
研

究
会

と
の

連
携

・
協

力
〕

日
本

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

会
、

日
本

漂
着

物
学

会
が

主
催

す
る

研
究

大
会

や
関

連
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
の

共
催

・
協

力
等

。
〔

平
取

町
立

二
風

谷
ア

イ
ヌ

文
化

博
物

館
と

連
携

〕
当

館
学

芸
員

の
研

究
成

果
を

活
用

し
た

、
同

館
第

2
2

回
特

別
展

「
沙

流
に

受
け

継
が

れ
た

ア
イ

ヌ
の

祭
祀

具
（

平
成

2
8

年
1

0
月

1
5

日
～

1
2

月
1

5
日

）
」

お
よ

び
関

連
公

開
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
開

催
協

力
。

〔
北

海
道

札
幌

啓
成

高
等

学
校

と
連

携
〕

同
校

S
S

H
（

ス
ー

パ
ー

・
サ

イ
エ

ン
ス

・
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
）

の
取

り
組

み
へ

の
協

力
の

一
環

と
し

て
、

「
啓

成
S

S
H

 i
n

 光
の

広
場

（
平

成
2

8
年

9
月

2
4

日
）

」
の

共
催

、
出

展
と

高
校

生
の

解
説

活
動

へ
の

指
導

等
の

協
力

。
〔

そ
の

他
〕

「
自

然
史

レ
ガ

シ
ー

継
承

・
発

信
実

行
委

員
会

」
へ

の
参

画
と

、
京

都
の

町
屋

で
の

企
画

展
「

日
本

文
化

を
育

ん
だ

自
然

」
の

共
同

実
施

。
堺

市
、

国
立

文
化

財
機

構
開

催
「

東
京

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

2
0

1
6

―
文

化
遺

産
を

考
え

る
―

」
の

後
援

等
。

・
道

内
の

博
物

館
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
会

と
し

て
は

、
江

別
市

郷
土

資
料

館
友

の
会

の
視

察
研

修
へ

の
協

力
を

行
っ

た
。

・
連

携
・

協
力

に
関

す
る

地
域

の
博

物
館

や
学

校
な

ど
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
つ

い
て

は
、

道
博

協
大

会
の

際
に

、
会

員
館

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
た

。

1
9

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1

1
目

標
値

番
号

1
9

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

H
2

8
年

度

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）
H

2
9

年
度
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

件

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
4

5
件

件
件

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数

1
9

※
年

度
計

画
の

目
標

値
で

あ
る

「
道

内
市

町
村

等
と

の
連

携
・

協
力

件
数

」
と

目
標

の
判

断
数

値
で

あ
る

「
図

書
館

、
博

物
館

、
教

育
委

員
会

等
と

の
連

携
・

協
力

事
業

の
実

施
件

数
」

は
多

く
が

重
複

し
明

確
に

区
別

で
き

な
い

た
め

、
数

値
と

し
て

は
い

ず
れ

も
同

じ
（

総
数

の
3

4
件

）
と

し
た

。

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

3
4

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1

1
目

標
値

番
号

1
9

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

3
4

図
書

館
、

博
物

館
、

教
育

委
員

会
等

と
の

連
携

・
協

力
事

業
の

実
施

件
数

4
5

目
標

（
値

）
（

案
）
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担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

1
1

3

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
選

択

目
標

（
値

）
（

案
）

点
検

項
目

集
計

来
館

し
な

い
利

用
者

に
よ

る
利

用
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

設
定

内
容

計 1
4

（
２

）
IC

T
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化
・

北
海

道
博

物
館

の
収

蔵
資

料
、

図
書

、
刊

行
物

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

整
備

を
進

め
た

。
・

特
に

図
書

に
つ

い
て

は
、

諸
般

の
事

情
に

よ
り

当
初

予
定

よ
り

も
遅

延
し

て
い

た
図

書
管

理
用

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

を
進

め
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
未

入
力

の
も

の
を

登
録

す
る

作
業

を
再

開
さ

せ
た

。
・

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
構

成
を

一
部

刷
新

し
、

総
合

展
示

・
企

画
展

・
イ

ベ
ン

ト
・

新
着

情
報

等
、

大
幅

に
わ

か
り

や
す

い
構

成
と

な
っ

た
。

・
こ

れ
ま

で
館

内
配

布
用

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
掲

載
の

み
だ

っ
た

ロ
シ

ア
語

・
中

国
語

（
簡

体
・

繁
体

）
・

韓
国

語
の

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

、
更

新
を

実
施

し
し

、
交

通
案

内
・

展
示

の
紹

介
な

ど
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

追
加

し
、

大
幅

に
拡

充
し

た
。

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

管
理

画
面

に
つ

い
て

も
、

よ
り

容
易

に
入

力
で

き
る

よ
う

改
善

す
る

と
と

も
に

、
関

係
グ

ル
ー

プ
担

当
者

へ
の

レ
ク

チ
ャ

ー
を

行
い

、
担

当
グ

ル
ー

プ
か

ら
直

接
発

信
で

き
る

体
制

を
整

え
た

。
・

ツ
イ

ッ
タ

ー
へ

は
2

5
2

件
の

投
稿

を
行

っ
た

。
特

に
、

企
画

テ
ー

マ
展

に
合

わ
せ

た
担

当
学

芸
員

の
お

勧
め

資
料

紹
介

な
ど

、
館

の
事

業
へ

の
注

目
度

を
高

め
る

よ
う

な
工

夫
を

実
施

し
た

。
・

来
館

者
が

利
用

で
き

る
無

料
W

i-
F

iサ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

た
。

・
IC

T
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
に

つ
い

て
は

年
度

内
に

発
足

予
定

で
あ

る
。

（
２

）
・

図
書

管
理

用
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

を
進

め
、

登
録

を
再

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

関
し

て
は

、
利

用
者

に
と

っ
て

必
要

な
情

報
が

わ
か

り
や

す
く

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

多
言

語
ペ

ー
ジ

を
充

実
さ

せ
、

情
報

発
信

力
を

大
幅

に
高

め
た

。
・

関
係

グ
ル

ー
プ

担
当

者
が

直
接

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
更

新
を

行
え

る
よ

う
に

し
た

こ
と

で
、

必
要

な
情

報
の

追
加

・
更

新
を

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

改
善

し
た

。
・

ツ
イ

ッ
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
多

く
の

投
稿

を
行

っ
た

だ
け

で
な

く
、

単
な

る
館

行
事

の
様

子
の

紹
介

に
留

ま
ら

ず
、

学
芸

員
の

生
の

声
を

届
け

る
な

ど
の

工
夫

で
、

よ
り

魅
力

的
な

情
報

を
発

信
し

た
。

・
無

料
W

i-
F

iの
設

置
に

よ
り

、
来

館
者

の
利

便
性

を
高

め
た

。

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
２

　
情

報
発

信

(２
) 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援
○

○

(２
) 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

○

4
,0

0
0

件

H
2

8
年

度

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

へ
の

記
事

投
稿

回
数

2
0

年
度

計
画

（
案

）

B
（

２
）

IC
T

な
ど

を
活

用
し

た
情

報
発

信
機

能
の

強
化

・
北

海
道

博
物

館
の

収
蔵

資
料

、
図

書
、

刊
行

物
に

関
す

る
デ

ー
タ

の
整

備
作

業
を

引
き

続
き

進
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

の
公

開
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
お

よ
び

ツ
イ

ッ
タ

ー
を

運
営

し
、

館
内

の
多

様
な

情
報

を
発

信
す

る
。

・
館

内
の

IC
T

の
充

実
・

活
用

を
包

括
的

か
つ

一
元

的
に

検
討

す
る

た
め

に
、

平
成

２
９

年
度

発
足

予
定

の
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
と

連
携

し
な

が
ら

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

一
層

の
活

用
を

進
め

、
多

様
な

媒
体

に
よ

る
北

海
道

博
物

館
の

諸
情

報
の

発
信

力
を

強
化

す
る

。

目
標

（
値

）
年

度
計

画

5
年

間

5
0

0
件

写
真

の
提

供
件

数

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
一

層
の

活
用

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
の

流
れ

の
一

元
化

（
２

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ

な
ど

を
活

用
し

た
情

報
発

信
機

能
の

強
化

・
北

海
道

博
物

館
の

収
蔵

資
料

、
図

書
、

刊
行

物
に

関
す

る
デ

ー
タ

の
整

備
を

進
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

の
公

開
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
お

よ
び

ツ
イ

ッ
タ

ー
を

運
営

し
、

各
担

当
グ

ル
ー

プ
な

ど
担

当
者

が
館

内
の

多
様

な
情

報
を

発
信

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

・
館

内
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

充
実

・
活

用
を

包
括

的
か

つ
一

元
的

に
検

討
す

る
た

め
、

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
る

。

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

と
連

携
し

な
が

ら
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
一

層
の

活
用

を
進

め
、

多
様

な
媒

体
に

よ
る

北
海

道
博

物
館

の
諸

情
報

の
発

信
力

を
強

化
す

る
。

（
３

）
道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援
・

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

道
民

向
け

蔵
書

の
充

実
化

を
進

め
、

図
書

室
で

の
利

用
を

促
進

す
る

。

・
図

書
室

の
基

本
的

な
機

能
を

軌
道

に
乗

せ
、

職
員

向
け

の
図

書
類

の
貸

出
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

よ
う

に
す

る
。

・
利

用
者

か
ら

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
の

受
付

時
か

ら
担

当
学

芸
員

へ
の

連
絡

、
回

答
に

至
る

流
れ

を
整

理
し

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
情

報
を

集
約

し
、

館
内

で
の

共
有

化
の

仕
組

み
を

作
る

。

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

設
定

内
容

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

H
2

8
H

2
7

イ
　

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

多
様

な
媒

体
に

よ
り

、
北

海
道

博
物

館
及

び
道

内
博

物
館

の
諸

情
報

を
道

民
が

利
用

し
や

す
い

形
で

発
信

す
る

。

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

図
書

、
博

物
館

刊
行

物
、

視
聴

覚
資

料
な

ど
を

収
集

し
、

図
書

室
の

充
実

を
図

る
。

イ
　

収
蔵

資
料

、
図

書
、

視
聴

覚
資

料
な

ど
の

閲
覧

ス
ペ

ー
ス

を
整

備
し

、
閲

覧
・

複
写

な
ど

の
各

種
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

さ
せ

る
。

ウ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

道
民

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
、

利
用

者
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

ツ
ー

ル
を

整
備

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

や
学

習
支

援
の

機
能

を
強

化
す

る
。

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ
中

期
目

標
・

計
画

番
号

1
2

-
2

～
3

H
2

9

達
成

状
況

目
標

値
番

号
2

0

(２
) 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化

ア
　

北
海

道
博

物
館

及
び

道
内

博
物

館
の

収
蔵

資
料

、
図

書
、

刊
行

物
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
整

備
し

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
、

関
係

機
関

と
の

よ
り

効
果

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

H
2

9
年

度

3
5

0
件

5
年

間
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

件

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

件

写
真

の
提

供
件

数
7

0
件

件

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

8
0

0
件

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

） 2
5

2
件

件

H
2

9
年

度

目
標

（
値

）
達

成
状

況

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

来
館

し
な

い
利

用
者

に
よ

る
利

用
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
へ

の
記

事
投

稿
回

数

件

来
館

し
な

い
利

用
者

に
よ

る
利

用
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

H
2

8
年

度

年
度

計
画

件

1
0

0
ア

ン
ケ

ー
ト

、
そ

の
他

の
利

用
件

数

中
期

目
標

・
計

画
番

号

写
真

の
提

供
件

数

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

目
標

（
値

）
（

案
）

1
2

-
2

～
3

年
度

計
画

（
案

）

（
３

）
道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
わ

る
道

民
向

け
蔵

書
の

充
実

化
を

進
め

、
図

書
室

で
の

利
用

を
促

進
す

る
。

・
図

書
室

の
基

本
的

な
機

能
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
道

民
向

け
の

蔵
書

の
充

実
、

展
示

等
と

連
動

し
た

開
架

コ
ー

ナ
ー

の
更

新
な

ど
、

図
書

室
利

用
の

促
進

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
を

進
め

る
。

・
昨

年
度

か
ら

開
始

し
た

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

の
集

計
記

録
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

1
年

の
実

績
を

踏
ま

え
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

図
る

。
ま

た
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

内
容

に
つ

い
て

館
内

で
情

報
を

共
有

化
す

る
仕

組
み

を
作

る
取

組
を

進
め

る
。

目
標

値
番

号
2

0
学

芸
部

社
会

貢
献

グ
ル

ー
プ

写
真

の
提

供
件

数
9

0

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

1
0

0
件

（
３

）
道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援
・

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

図
書

や
博

物
館

刊
行

物
等

に
つ

い
て

は
、

1
,9

9
8

 冊
（

う
ち

一
般

図
書

3
9

9
、

雑
誌

4
9

6
、

博
物

館
関

係
出

版
物

1
,1

0
3

）
収

集
し

、
一

般
道

民
向

け
蔵

書
の

充
実

を
図

っ
た

。

・
図

書
室

の
基

本
的

機
能

の
再

開
・

充
実

の
取

り
組

み
の

一
環

と
し

て
、

館
職

員
へ

の
図

書
貸

出
を

再
開

し
た

。

・
特

別
展

や
企

画
テ

ー
マ

展
等

に
関

連
す

る
図

書
を

特
集

的
に

開
架

コ
ー

ナ
ー

に
配

置
す

る
な

ど
、

図
書

室
利

用
の

促
進

に
繋

が
る

取
り

組
み

を
引

き
続

き
進

め
た

。

・
図

書
管

理
用

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

を
進

め
、

シ
ス

テ
ム

を
使

っ
た

図
書

貸
出

の
開

始
に

向
け

て
入

力
を

進
め

た
。

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

使
っ

た
貸

出
管

理
の

開
始

ま
で

は
至

ら
な

か
っ

た
。

・
各

研
究

グ
ル

ー
プ

で
対

応
し

た
利

用
者

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

（
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
）

に
関

し
、

受
付

か
ら

担
当

者
へ

の
連

絡
・

回
答

・
記

録
・

集
計

ま
で

の
流

れ
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

し
、

対
応

件
数

を
把

握
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

・
集

計
さ

れ
た

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

は
1

5
9

件
で

あ
っ

た
。

8
0

0

9
0

2
0

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

1
5

9

1
1

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

（
３

）
・

一
般

向
け

図
書

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

館
員

へ
の

貸
出

を
再

開
し

、
研

究
活

動
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
図

書
管

理
用

シ
ス

テ
ム

の
立

ち
上

げ
を

進
め

、
登

録
を

再
開

し
た

。

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
に

つ
い

て
研

究
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

対
応

件
数

や
内

容
を

一
元

的
に

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

、
前

年
度

は
集

計
不

可
能

だ
っ

た
対

応
件

数
を

記
録

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
の

は
大

き
な

前
進

で
あ

る
。

・
し

か
し

な
が

ら
、

実
際

に
は

よ
り

多
く

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
対

応
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
集

計
で

き
た

件
数

は
1

5
9

件
に

留
ま

っ
た

。
ま

だ
す

べ
て

の
学

芸
職

員
に

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

記
録

の
記

入
が

習
慣

化
で

き
て

い
な

い
た

め
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

守
る

よ
う

い
っ

そ
う

徹
底

す
る

必
要

が
あ

る
。

以
上

よ
り

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数
は

目
標

を
大

幅
に

下
回

る
た

め
、

総
合

的
な

評
価

は
B

と
な

る
が

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

充
実

化
や

S
N

S
の

い
っ

そ
う

の
活

用
、

図
書

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
稼

働
な

ど
は

年
度

計
画

の
範

囲
を

超
え

て
実

施
で

き
た

。
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担
当

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
３

　
人

材
育

成
機

能
の

強
化

H
3

0
H

3
1

(１
) 

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ

(２
) 

外
来

研
究

員
の

受
入

(３
) 

派
遣

研
修

中
期

目
標

・
計

画
○

×

5
1

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

達
成

状
況

H
2

7
H

2
8

H
2

9

目
標

（
値

）
（

案
）

・
博

物
館

実
習

の
受

入
件

数

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

件
数 ・

博
物

館
学

系
研

修
会

や
技

術
研

修
会

へ
の

参
加

件
数

H
2

8
年

度

年
度

計
画

6

目
標

（
値

）

・
博

物
館

学
芸

員
の

後
継

者
お

よ
び

博
物

館
の

コ
ア

ユ
ー

ザ
ー

育
成

・
博

物
館

学
系

領
域

の
充

実
化

（
１

）
博

物
館

実
習

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

の
受

入
れ ・

博
物

館
実

習
（

館
務

実
習

）
を

夏
季

に
１

回
実

施
す

る
。

・
博

物
館

実
習

（
見

学
実

習
）

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

・
博

物
館

実
習

の
内

容
に

つ
い

て
の

効
果

測
定

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
反

映
さ

せ
た

よ
り

効
果

的
な

実
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。

・
教

員
を

目
指

す
学

生
が

博
物

館
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

大
学

な
ど

の
授

業
や

研
修

の
講

師
と

し
て

当
館

の
職

員
を

積
極

的
に

派
遣

す
る

。

（
２

）
外

来
研

究
員

の
受

入
・

外
部

研
究

者
や

大
学

院
生

な
ど

を
外

来
研

究
員

と
し

て
受

入
れ

る
た

め
、

規
定

類
の

整
備

な
ど

体
制

構
築

を
行

う
。

（
３

）
派

遣
研

修
・

外
部

機
関

が
開

催
す

る
、

博
物

館
学

系
（

特
に

展
示

や
普

及
教

育
な

ど
）

の
研

修
会

な
ど

に
当

館
職

員
を

参
加

さ
せ

る
。

2
1

（
１

）
博

物
館

実
習

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

の
受

入
れ

・
博

物
館

実
習

（
館

務
実

習
）

に
つ

い
て

は
、

８
月

1
6

日
〜

2
6

日
（

実
質

1
0

日
間

）
の

日
程

で
実

施
し

た
。

定
員

2
0

名
の

と
こ

ろ
最

終
的

に
1

6
名

（
北

海
道

大
学

、
札

幌
大

学
、

札
幌

学
院

大
学

ほ
か

）
の

受
講

が
あ

っ
た

。
体

験
学

習
素

材
準

備
、

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

、
野

外
観

察
プ

ロ
グ

ラ
ム

製
作

、
展

示
実

習
等

、
博

物
館

の
活

動
の

ほ
ぼ

全
体

に
わ

た
っ

て
体

験
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
博

物
館

実
習

（
見

学
実

習
）

に
つ

い
て

は
、

5
件

（
北

海
道

大
学

・
同

大
学

院
、

北
海

道
教

育
大

学
、

学
習

院
大

学
大

学
院

ほ
か

、
計

1
1

7
名

）
を

受
け

入
れ

た
。

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

つ
い

て
は

、
３

件
（

札
幌

市
立

平
岸

高
校

、
同

旭
丘

高
校

、
大

阪
市

立
鶴

見
商

業
高

校
ほ

か
、

計
1

6
人

）
を

受
け

入
れ

、
博

物
館

の
活

動
お

よ
び

学
芸

員
の

仕
事

の
う

ち
、

普
及

イ
ベ

ン
ト

の
準

備
な

ど
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

。
・

教
員

を
目

指
す

学
生

が
博

物
館

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

創
出

す
る

た
め

の
大

学
な

ど
の

授
業

や
研

修
の

講
師

と
し

て
の

当
館

職
員

の
派

遣
に

つ
い

て
は

、
本

年
度

は
依

頼
が

な
か

っ
た

。

（
２

）
外

来
研

究
員

の
受

入
外

来
研

究
員

に
つ

い
て

は
受

入
に

関
す

る
規

定
類

の
整

備
な

ど
体

制
構

築
に

向
け

た
検

討
を

進
め

た
が

、
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

（
３

）
派

遣
研

修
外

部
機

関
が

開
催

す
る

博
物

館
学

系
の

研
修

会
な

ど
に

つ
い

て
は

、
日

本
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
学

会
大

会
に

２
名

、
日

本
科

学
教

育
学

会
年

会
、

「
国

宝
・

重
要

文
化

財
防

災
・

防
犯

対
策

研
修

会
」

「
第

1
1

回
無

形
民

俗
文

化
財

研
究

協
議

会
」

（
東

京
文

化
財

無
形

文
化

遺
産

部
主

催
）

お
よ

び
「

平
成

2
8

年
度

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
作

成
支

援
事

業
ア

イ
ヌ

語
聞

き
お

こ
し

に
関

す
る

研
修

会
」

（
平

取
町

立
二

風
谷

ア
イ

ヌ
文

化
博

物
館

主
催

）
に

各
1

名
の

、
計

5
件

に
延

べ
6

名
が

参
加

し
た

。
こ

の
ほ

か
、

館
内

定
例

研
究

報
告

会
を

1
2

回
開

催
し

、
運

営
を

軌
道

に
乗

せ
る

こ
と

で
、

学
芸

職
員

・
研

究
職

員
の

研
究

お
よ

び
そ

の
発

表
と

い
う

面
で

の
資

質
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
博

物
館

実
習

（
館

務
、

見
学

）
の

受
入

れ
件

数
と

人
数

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

れ
件

数
と

人
数

・
博

物
館

学
系

研
修

会
や

技
術

研
修

会
へ

の
参

加
件

数

H
2

9
年

度

(１
) 

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ

(２
) 

外
来

研
究

員
の

受
入

(３
) 

派
遣

研
修

(１
) 

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ
点

検
項

目
集

計

B
（

１
）

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ
・

博
物

館
実

習
（

館
務

実
習

）
を

夏
季

に
１

回
実

施
す

る
。

・
博

物
館

実
習

（
見

学
実

習
）

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

・
博

物
館

実
習

の
内

容
に

つ
い

て
の

効
果

測
定

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
反

映
さ

せ
た

よ
り

効
果

的
な

実
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。

・
教

員
を

目
指

す
学

生
が

博
物

館
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

大
学

な
ど

の
授

業
や

研
修

の
講

師
と

し
て

当
館

の
職

員
を

積
極

的
に

派
遣

す
る

。

（
２

）
外

来
研

究
員

の
受

入
・

外
部

研
究

者
や

大
学

院
生

な
ど

を
外

来
研

究
員

と
し

て
受

入
れ

る
た

め
、

規
定

類
の

整
備

な
ど

体
制

構
築

を
行

う
。

（
３

）
派

遣
研

修
・

外
部

機
関

が
開

催
す

る
、

博
物

館
学

系
（

特
に

展
示

や
普

及
教

育
な

ど
）

の
研

修
会

な
ど

に
当

館
職

員
を

参
加

さ
せ

る
。

ア
　

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

大
学

な
ど

と
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

な
実

習
（

研
修

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
。

イ
　

教
員

を
目

指
す

学
生

が
博

物
館

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

創
出

す
る

た
め

、
大

学
な

ど
と

連
携

し
、

授
業

や
研

修
の

講
師

と
し

て
当

館
の

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
す

る
。

(２
) 

外
来

研
究

員
の

受
入

外
部

研
究

者
や

大
学

院
生

な
ど

を
受

け
入

れ
、

当
館

資
料

を
活

用
し

た
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
す

る
研

究
の

機
会

を
提

供
す

る
。

(３
) 

派
遣

研
修

外
部

機
関

が
開

催
す

る
博

物
館

学
系

研
修

会
や

技
術

研
修

会
に

当
館

職
員

を
参

加
さ

せ
、

先
端

の
知

識
と

技
術

を
集

積
す

る
。

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

・
博

物
館

学
芸

員
の

後
継

者
お

よ
び

博
物

館
の

コ
ア

ユ
ー

ザ
ー

育
成

・
博

物
館

学
系

領
域

の
充

実
化

（
１

）
・

博
物

館
実

習
（

館
務

実
習

）
に

つ
い

て
は

、
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
行

う
こ

と
が

で
き

、
博

物
館

学
芸

員
の

後
継

者
お

よ
び

博
物

館
の

コ
ア

ユ
ー

ザ
ー

育
成

に
貢

献
で

き
た

。
・

博
物

館
実

習
（

見
学

実
習

）
お

よ
び

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

人
材

育
成

に
貢

献
で

き
た

。

（
２

）
・

外
来

研
究

員
の

受
け

入
れ

に
関

し
て

は
、

規
定

類
の

整
備

な
ど

体
制

構
築

を
引

き
続

き
の

課
題

と
し

て
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

（
３

）
・

博
物

館
学

系
の

研
修

会
等

に
は

今
年

度
は

参
加

は
6

名
（

昨
年

度
1

0
名

）
と

減
少

し
た

。
今

後
は

、
年

間
の

研
修

会
情

報
を

収
集

し
て

、
早

期
に

職
員

に
共

有
化

し
、

必
要

旅
費

を
確

保
の

上
、

年
度

当
初

に
参

加
希

望
を

集
約

し
計

画
的

・
積

極
的

な
派

遣
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

以
上

よ
り

、
多

く
の

項
目

で
年

度
計

画
を

お
お

む
ね

達
成

で
き

た
が

、
派

遣
研

修
に

つ
い

て
は

計
画

的
な

参
加

に
は

至
ら

な
か

っ
た

た
め

た
め

B
評

価
と

す
る

。

1
3

-
1

～
3

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

1
学

芸
部

社
会

貢
献

グ
ル

ー
プ

計

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

目
標

値
番

号

年
度

計
画

（
案

）
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

目
標

（
値

）
実

績
(平

成
2

8
年

4
月

～
平

成
2

9
年

1
月

）

6
件

1
3

3
人

内
訳

1
件

1
6

人

5
件

1
1

7
人

3
件

1
6

人

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）
H

2
9

年
度

館
務

実
習

目
標

（
値

）
（

案
）

博
物

館
学

系
研

修
会

や
技

術
研

修
会

へ
の

参
加

件
数イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

れ
件

数

2
1

6
人件

総
数

見
学

実
習

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

H
2

8
年

度

目
標

値
番

号

年
度

計
画

（
案

）
年

度
計

画
目

標
（

値
）

達
成

状
況

5

中
期

目
標

・
計

画
番

号

博
物

館
実

習
の

受
入

れ

2
1

1
3

-
1

～
3
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担
当

H
3

0
H

3
1

中
期

目
標

・
計

画
○

×

9
0

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

(４
)外

部
機

関
と

の
事

業
連

携
民

間
企

業
な

ど
を

含
め

た
外

部
機

関
と

共
同

で
行

う
事

業
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
外

部
機

関
の

事
業

へ
の

協
力

・
後

援
を

積
極

的
に

行
う

。

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献

(１
) 

学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

　
(２

) 
学

会
へ

の
発

信
　

(３
) 

職
員

の
対

外
貢

献
　

(４
)外

部
機

関
と

の
事

業
連

携

(１
) 

学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

ア
　

研
究

成
果

を
広

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
や

研
究

報
告

書
な

ど
を

刊
行

す
る

。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

年
度

計
画

目
標

（
値

）
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

イ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
学

習
や

理
解

促
進

の
た

め
に

、
研

究
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

冊
子

な
ど

を
刊

行
す

る
。

(１
)～

(４
)

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7
H

2
8

H
2

9

点
検

項
目

集
計

計 9

H
2

9
年

度

・
研

究
成

果
の

多
様

な
発

信
A

（
１

）
学

術
刊

行
物

な
ど

の
刊

行
・

『
北

海
道

博
物

館
研

究
紀

要
』

『
北

海
道

博
物

館
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
第

３
号

を
刊

行
す

る
。

・
研

究
紀

要
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
で

の
公

開
を

進
め

る
と

と
も

に
、

旧
開

拓
記

念
館

・
旧

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

学
術

刊
行

物
等

に
つ

い
て

も
遡

及
し

て
著

作
権

等
の

処
理

を
進

め
、

可
能

な
も

の
か

ら
順

次
、

電
子

媒
体

で
の

公
開

を
進

め
る

。

・
特

別
展

の
開

催
に

合
わ

せ
て

展
示

図
録

を
刊

行
す

る
。

・
企

画
テ

ー
マ

展
の

開
催

に
合

わ
せ

て
解

説
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

刊
行

す
る

。

（
２

）
学

会
へ

の
発

信
・

学
芸

職
員

、
研

究
職

員
に

よ
る

積
極

的
な

学
会

等
で

の
発

表
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
研

究
グ

ル
ー

プ
な

い
し

北
海

道
博

物
館

と
し

て
の

研
究

成
果

発
信

の
あ

り
方

や
方

法
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。

（
３

）
職

員
の

対
外

貢
献

・
各

種
委

員
や

非
常

勤
講

師
等

へ
の

就
任

、
共

同
研

究
等

へ
の

参
画

、
講

演
会

・
講

座
等

へ
の

講
師

の
派

遣
、

そ
の

他
専

門
的

知
見

の
提

供
な

ど
、

外
部

機
関

の
活

動
に

対
し

て
積

極
的

に
協

力
す

る
。

社
会

貢
献

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

ウ
　

企
画

展
示

の
開

催
に

合
わ

せ
て

、
来

館
者

の
理

解
を

深
め

、
学

術
的

意
義

を
広

く
知

ら
せ

る
た

め
に

展
示

図
録

や
解

説
用

冊
子

を
刊

行
す

る
。

(３
) 

職
員

の
対

外
貢

献
講

演
、

各
種

委
員

へ
の

就
任

、
共

同
研

究
へ

の
参

画
、

出
版

物
へ

の
寄

稿
、

そ
の

他
専

門
的

知
識

の
提

供
な

ど
、

外
部

機
関

の
活

動
に

対
し

て
積

極
的

に
協

力
し

、
社

会
貢

献
に

努
め

る
。

1
4

-
1

～
4

H
2

8
年

度

学
会

発
表

の
件

数
学

術
雑

誌
等

へ
の

寄
稿

の
件

数

各
種

委
員

・
共

同
研

究
員

等
委

嘱
の

件
数

2
2

目
標

値
番

号
学

芸
部

社
会

貢
献

グ
ル

ー
プ

(２
) 

学
会

へ
の

発
信

各
種

学
会

で
の

発
表

や
学

術
雑

誌
へ

の
投

稿
な

ど
に

よ
り

、
北

海
道

博
物

館
の

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号

2
2

・
研

究
成

果
の

多
様

な
発

信
（

１
）

学
術

刊
行

物
等

の
刊

行
・

『
北

海
道

博
物

館
研

究
紀

要
』

『
北

海
道

博
物

館
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
第

２
号

を
刊

行
予

定
（

平
成

2
9

年
３

月
）

。
・

こ
れ

に
合

わ
せ

、
『

北
博

紀
要

』
の

外
部

査
読

を
含

む
、

査
読

者
・

担
当

編
集

者
制

度
に

関
わ

る
一

連
の

手
順

の
整

備
、

館
外

執
筆

者
に

対
す

る
著

作
権

譲
渡

に
関

す
る

説
明

文
書

の
追

加
作

成
な

ど
規

定
類

の
整

備
・

充
実

化
、

縦
組

み
用

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
作

成
な

ど
、

刊
行

・
編

集
の

た
め

の
体

制
の

改
善

・
拡

充
を

実
現

し
た

。
・

特
別

展
「

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

行
こ

う
！

」
の

展
示

図
録

を
刊

行
し

た
（

平
成

2
8

年
７

月
）

。
・

企
画

テ
ー

マ
展

「
ア

イ
ヌ

民
族

資
料

を
守

り
伝

え
る

力
」

「
漂

着
物

」
「

あ
っ

た
か

い
住

ま
い

」
の

解
説

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
刊

行
し

た
（

平
成

2
8

年
4

月
・

1
0

月
・

平
成

2
9

年
2

月
）

。
・

『
北

博
紀

要
』

『
セ

ン
タ

ー
紀

要
』

各
第

１
号

に
つ

い
て

、
掲

載
論

文
等

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

の
P

D
F

配
布

を
開

始
し

た
。

・
研

究
紀

要
の

有
償

頒
布

に
つ

い
て

は
年

度
当

初
に

実
現

に
至

り
、

指
定

管
理

者
に

よ
り

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

で
各

5
0

部
の

販
売

を
開

始
、

年
度

内
に

完
売

と
な

っ
た

。

（
２

）
学

会
へ

の
発

信
・

学
芸

職
員

、
研

究
職

員
に

よ
る

研
究

成
果

の
館

外
へ

の
公

開
・

発
信

に
つ

い
て

は
、

学
会

や
研

究
会

等
で

の
発

表
が

2
8

件
、

学
術

雑
誌

等
（

当
館

の
研

究
紀

要
を

含
む

）
へ

の
執

筆
が

6
0

件
と

、
計

8
8

件
行

っ
た

。
・

当
館

か
ら

の
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

（
１

件
）

を
行

っ
た

。

（
３

）
職

員
の

対
外

貢
献

・
以

下
の

実
績

の
と

お
り

、
様

々
な

形
態

で
積

極
的

な
対

外
貢

献
を

行
っ

た
。

　
・

各
種

委
員

や
非

常
勤

講
師

等
へ

の
就

任
（

5
5

件
）

　
・

共
同

研
究

へ
の

参
加

等
（

4
件

）
　

・
講

演
会

・
講

座
等

へ
の

講
師

の
派

遣
（

5
9

件
）

　
・

そ
の

他
調

査
協

力
等

、
専

門
的

知
見

の
提

供
（

4
0

件
）

達
成

状
況

招
待

講
演

の
件

数

（
１

）
学

術
刊

行
物

な
ど

の
刊

行
・

『
北

海
道

博
物

館
研

究
紀

要
』

及
び

『
北

海
道

博
物

館
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
第

２
号

を
刊

行
す

る
。

・
特

別
展

の
開

催
に

合
わ

せ
て

展
示

図
録

を
刊

行
す

る
。

・
企

画
テ

ー
マ

展
の

開
催

に
合

わ
せ

て
解

説
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

刊
行

す
る

。

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

『
北

海
道

博
物

館
研

究
紀

要
』

及
び

『
北

海
道

博
物

館
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
の

公
開

を
進

め
る

と
と

も
に

、
過

去
の

『
開

拓
記

念
館

研
究

紀
要

』
や

『
道

立
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
に

つ
い

て
も

遡
及

し
て

著
作

権
に

つ
い

て
の

処
理

を
行

い
、

公
開

可
能

に
な

っ
た

も
の

か
ら

順
次

公
開

を
進

め
る

。

・
研

究
紀

要
の

有
償

頒
布

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

（
２

）
学

会
へ

の
発

信
・

学
会

・
研

究
会

な
ど

で
発

表
し

、
学

術
雑

誌
へ

投
稿

す
る

な
ど

、
研

究
成

果
の

積
極

的
な

発
信

を
行

う
。

（
３

）
職

員
の

対
外

貢
献

・
講

演
、

各
種

委
員

へ
の

就
任

、
共

同
研

究
へ

の
参

画
、

出
版

物
へ

の
寄

稿
、

そ
の

他
専

門
的

知
識

の
提

供
な

ど
、

外
部

機
関

の
活

動
に

対
し

て
積

極
的

に
協

力
す

る
。

そ
の

他
の

件
数

5
年

間

計
9

0
0

件

設
定

内
容

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

新
聞

・
報

道
対

応
の

件
数

（
１

）
・

研
究

紀
要

に
つ

い
て

は
、

外
部

査
読

制
度

の
確

立
、

査
読

の
流

れ
の

明
確

化
、

著
作

権
譲

渡
に

関
す

る
説

明
文

書
の

追
加

作
成

等
に

よ
り

、
編

集
・

刊
行

体
制

を
強

化
し

た
。

・
特

別
展

図
録

は
、

小
学

生
が

手
に

取
り

や
す

く
読

み
や

す
い

形
態

と
内

容
に

す
る

な
ど

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
充

実
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
研

究
紀

要
の

販
売

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

P
D

F
配

布
も

開
始

し
、

研
究

成
果

を
よ

り
広

く
多

様
な

形
態

で
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
２

）
・

研
究

成
果

の
対

外
的

な
発

信
は

昨
年

度
同

様
、

各
学

芸
・

研
究

職
員

が
積

極
的

に
行

っ
た

。

（
３

）
・

対
外

貢
献

に
つ

い
て

は
、

上
記

（
２

）
と

合
わ

せ
て

8
0

0
件

あ
り

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
目

標
を

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
。
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担
当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

設
定

内
容

平
成

2
8

年
度

年
度

計
画

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

新
聞

・
報

道
対

応
の

件
数

件

学
会

発
表

の
件

数

件 件
招

待
講

演
の

件
数

件 件 件

そ
の

他
の

件
数

件

新
聞

・
報

道
対

応
の

件
数

社
会

貢
献

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

計
6

0
0

件

（
４

）
外

部
機

関
と

の
事

業
連

携
・

引
き

続
き

、
各

市
町

村
や

民
間

企
業

等
と

連
携

・
共

同
し

て
行

う
事

業
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
外

部
機

関
の

事
業

へ
の

協
力

や
後

援
等

を
積

極
的

に
行

う
。

H
2

8
年

度

学
会

発
表

の
件

数年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

学
術

雑
誌

等
へ

の
寄

稿
の

件
数

5
9

　
新

聞
・

報
道

対
応

の
件

数
　

学
会

発
表

の
件

数

4
0

6
0

0
合

計

各
種

委
員

・
共

同
研

究
員

等
へ

の
就

任
の

件
数

　
招

待
講

演
の

件
数

　
そ

の
他

の
件

数

8
0

内
訳

（
４

）
外

部
機

関
と

の
事

業
連

携
・

特
別

展
「

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

行
こ

う
！

」
の

開
催

に
際

し
、

「
北

海
道

地
図

株
式

会
社

」
「

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

」
の

特
別

協
賛

を
得

る
と

と
も

に
、

「
一

般
財

団
法

人
北

海
道

ハ
イ

ヤ
ー

協
会

」
「

遠
軽

信
用

金
庫

」
「

株
式

会
社

A
IR

D
O

」
「

環
境

省
北

海
道

環
境

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

オ
フ

ィ
ス

」
「

公
益

社
団

法
人

北
海

道
私

立
幼

稚
園

協
会

」
「

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

北
海

道
バ

ス
株

式
会

社
」

「
ダ

ウ
化

工
株

式
会

社
」

「
道

都
大

学
」

「
北

海
道

銀
行

」
「

株
式

会
社

ノ
ー

ザ
ン

ク
ロ

ス
」

「
サ

ッ
ポ

ロ
ビ

ー
ル

株
式

会
社

」
な

ど
か

ら
の

協
力

を
得

る
な

ど
、

多
く

の
民

間
企

業
を

含
む

外
部

機
関

・
組

織
と

の
連

携
・

協
力

を
行

っ
た

。
・

「
か

る
ち

ゃ
る

n
e
t」

に
よ

る
イ

ベ
ン

ト
、

「
C

IS
E

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
主

催
イ

ベ
ン

ト
、

「
ア

ー
ス

デ
イ

in
円

山
動

物
園

」
「

カ
ル

チ
ャ

ー
ナ

イ
ト

」
「

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

」
「

教
員

の
た

め
の

博
物

館
の

日
in

札
幌

」
「

ジ
オ

・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

in
 S

a
p
p

o
ro

」
等

、
多

く
の

外
部

機
関

・
組

織
の

主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

を
行

っ
た

。
・

「
東

京
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2

0
1

6
」

（
堺

市
・

国
立

文
化

財
機

構
）

、
「

北
海

道
1

5
0

年
事

業
応

援
企

画
　

北
海

道
の

名
付

け
親

・
松

浦
武

四
郎

の
軌

跡
」

（
セ

ン
チ

ュ
リ

ー
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

テ
ル

）
」

へ
の

後
援

を
行

っ
た

。

3
3

2
3

0
計

2
0

0
件

学
術

雑
誌

等
へ

の
寄

稿
の

件
数

社
会

貢
献

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

（
４

）
外

部
機

関
と

の
事

業
連

携
・

民
間

企
業

な
ど

を
含

め
た

外
部

機
関

と
共

同
で

行
う

事
業

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

外
部

機
関

の
事

業
へ

の
協

力
・

後
援

を
積

極
的

に
行

う
。

2
2

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
7

年
度

の
実

施
状

況
）

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

（
４

）
・

民
間

企
業

な
ど

を
含

め
た

外
部

機
関

と
の

事
業

連
携

・
協

力
・

後
援

と
も

、
積

極
的

に
推

進
し

た
。

以
上

よ
り

、
各

種
数

値
で

も
年

度
計

画
の

目
標

を
大

き
く

上
回

っ
て

お
り

、
ま

た
、

研
究

成
果

の
発

信
に

つ
い

て
は

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

公
開

な
ど

次
の

ス
テ

ッ
プ

に
進

む
こ

と
が

で
き

、
さ

ら
に

、
企

業
と

の
連

携
な

ど
こ

れ
ま

で
な

か
っ

た
形

態
の

社
会

貢
献

を
積

極
的

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
S

評
価

と
す

る
。

　
各

種
委

員
・

共
同

研
究

へ
の

就
任

の
件

数
5

9

　
学

術
雑

誌
等

へ
の

寄
稿

の
件

数

2
2

招
待

講
演

の
件

数

各
種

委
員

・
共

同
研

究
員

等
委

嘱
の

件
数

そ
の

他
の

件
数

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1

4
-
1

～
4

目
標

値
番

号
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担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

3
0

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）

・
政

策
事

業
の

推
進

と
実

施
を

積
極

的
に

行
い

、
中

核
的

な
博

物
館

と
し

て
の

役
割

を
担

う
。

・
北

海
道

１
５

０
年

事
業

へ
の

積
極

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
う

（
特

に
、

特
別

展
「

松
浦

武
四

郎
」

展
の

開
催

に
向

け
た

準
備

、
「

北
海

道
百

年
記

念
施

設
」

の
今

後
の

整
備

等
に

つ
い

て
、

検
討

を
具

体
化

さ
せ

る
）

。

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

総
合

的
に

研
究

す
る

機
関

と
し

て
、

北
海

道
が

抱
え

る
諸

問
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
。

・
道

民
・

北
海

道
へ

の
総

合
的

な
研

究
機

関
と

し
て

の
貢

献
に

向
け

た
体

制
づ

く
り

H
2

7
H

2
8

H
2

9

○
○

目
標

（
値

）
（

案
）

点
検

項
目

集
計

計 3

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

○
(５

) 
道

民
の

豊
か

な
暮

ら
し

づ
く

り
・

北
海

道
の

未
来

づ
く

り
へ

の
貢

献

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

年
度

計
画

達
成

状
況

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

総
合

的
に

研
究

す
る

機
関

と
し

て
、

北
海

道
が

抱
え

る
諸

問
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
。

・
道

の
総

合
計

画
「

ほ
っ

か
い

ど
う

未
来

創
造

プ
ラ

ン
」

な
ど

と
リ

ン
ク

し
た

研
究

を
推

進
す

る
。

・
北

海
道

１
５

０
年

事
業

へ
の

積
極

的
な

取
組

を
検

討
す

る
。

2
3

北
海

道
博

物
館

の
中

期
目

標
・

計
画

に
つ

い
て

は
、

【
政

策
8

2
】

「
北

海
道

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

構
想

」
の

推
進

と
関

連
し

実
施

さ
れ

、
【

政
策

8
3

】
「

開
道

1
5

0
年

事
業

」
の

展
開

に
つ

い
て

は
「

百
年

記
念

施
設

の
あ

り
か

た
検

討
会

議
」

で
百

年
記

念
塔

、
北

海
道

博
物

館
、

開
拓

の
村

な
ど

が
対

象
と

な
り

具
体

的
な

検
討

に
入

っ
た

。
　

北
海

道
1

5
0

年
事

業
で

は
、

平
成

3
0

年
に

特
別

展
「

松
浦

武
四

郎
」

展
の

開
催

の
決

定
、

北
海

道
百

年
記

念
施

設
あ

り
方

検
討

「
北

海
道

百
年

記
念

施
設

の
あ

り
方

検
討

報
告

書
」

を
作

成
す

る
な

ど
の

成
果

を
上

げ
た

。
　

ま
た

、
北

海
道

開
拓

の
村

に
関

連
す

る
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
型

政
策

形
成

事
業

に
も

積
極

的
に

進
め

、
年

度
内

に
報

告
書

が
作

成
さ

れ
な

ど
の

成
果

を
上

げ
た

。
　

平
成

2
8

年
度

か
ら

は
じ

ま
る

「
北

海
道

総
合

計
画

」
に

つ
い

て
は

、
こ

の
計

画
と

関
連

し
た

さ
ま

ざ
ま

な
事

業
を

展
開

し
て

お
り

、
特

に
博

物
館

利
用

者
満

足
度

調
査

の
結

果
か

ら
は

目
標

値
8

0
％

を
超

え
る

9
4

.8
%

の
成

果
を

上
げ

て
い

る
。

・
平

成
2

7
 年

「
新

・
北

海
道

ビ
ジ

ョ
ン

推
進

方
針

」
の

政
策

に
示

さ
れ

て
い

る
【

政
策

8
2

】
「

北
海

道
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
構

想
」

の
推

進
、

【
政

策
8

3
】

「
開

道
1

5
0

年
事

業
」

の
展

開
、

【
政

策
8

4
】

「
赤

れ
ん

が
庁

舎
」

の
機

能
向

上
と

連
動

し
て

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

・
平

成
2

8
～

3
7

年
度

「
輝

き
つ

づ
け

る
北

海
道

　
北

海
道

総
合

計
画

」
の

政
策

に
示

さ
れ

て
い

る
「

北
海

道
独

自
の

歴
史

・
文

化
の

発
信

と
次

世
代

へ
の

継
承

」
も

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

・
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

総
合

的
に

研
究

す
る

機
関

と
し

て
、

道
費

に
よ

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

中
で

あ
り

、
一

定
の

成
果

を
あ

げ
て

い
る

。

・
「

北
海

道
1

5
0

年
事

業
」

の
関

連
事

業
と

し
て

、
平

成
3

0
年

度
に

特
別

展
「

松
浦

武
四

郎
」

展
の

開
催

に
向

け
て

、
関

連
機

関
と

の
連

携
や

諸
会

議
の

実
施

な
ど

、
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

・
北

海
道

百
年

記
念

施
設

の
あ

り
方

検
討

委
員

会
を

平
成

2
7

～
2

8
年

度
に

か
け

て
、

環
境

生
活

部
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

局
文

化
振

興
課

が
中

心
と

な
っ

て
、

百
年

記
念

塔
、

北
海

道
開

拓
の

村
、

北
海

道
博

物
館

の
検

討
を

行
い

、
平

成
2

8
年

度
末

に
「

北
海

道
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
報

告
書

」
が

作
成

さ
れ

る
。

ま
た

、
報

告
書

作
成

に
あ

た
り

、
同

あ
り

方
検

討
有

識
者

懇
談

会
で

協
議

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

・
平

成
2

8
年

度
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
型

政
策

形
成

事
業

「
歴

史
文

化
施

設
交

流
促

進
フ

ァ
ン

ド
レ

イ
ジ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
検

討
」

会
議

を
総

合
政

策
部

政
策

局
と

環
境

生
活

部
の

若
手

職
員

が
中

心
と

な
っ

て
、

北
海

道
開

拓
の

村
を

事
例

に
、

個
人

・
企

業
な

ど
と

の
連

携
に

よ
り

、
資

金
、

資
材

、
労

務
な

ど
の

提
供

を
受

け
て

サ
ー

ビ
ス

を
充

実
さ

せ
る

よ
う

フ
ァ

ン
ド

レ
イ

ジ
ン

グ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

検
討

し
、

平
成

2
8

年
度

末
に

報
告

書
が

作
成

さ
れ

る
。

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

A

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
総

合
的

に
研

究
す

る
機

関
と

し
て

、
北

海
道

が
抱

え
る

諸
問

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
。

ウ
　

多
民

族
・

多
文

化
共

生
社

会
、

人
と

自
然

と
の

調
和

の
と

れ
た

社
会

な
ど

、
北

海
道

で
あ

る
か

ら
こ

そ
率

先
し

て
目

指
す

べ
き

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

提
言

す
る

。

イ
　

道
の

総
合

計
画

「
ほ

っ
か

い
ど

う
未

来
創

造
プ

ラ
ン

」
な

ど
と

リ
ン

ク
し

、
道

民
の

豊
か

な
暮

ら
し

づ
く

り
と

北
海

道
の

未
来

づ
く

り
へ

と
結

び
つ

く
研

究
を

推
進

す
る

。

2
3

総
務

部
企

画
グ

ル
ー

プ
中

期
目

標
・

計
画

番
号

目
標

値
番

号

1
4

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献

1
4

-5

・
道

民
・

北
海

道
へ

の
総

合
的

な
研

究
機

関
と

し
て

の
貢

献
に

向
け

た
体

制
作

り目
標

（
値

）

51



担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

計
○

×

9
9

0

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

・
運

営
会

議
の

ス
ム

ー
ズ

な
運

営
と

意
思

決
定

機
関

と
し

て
の

能
力

を
よ

り
高

め
る

た
め

、
各

グ
ル

ー
プ

間
の

事
前

調
整

や
、

資
料

の
ス

リ
ム

化
、

事
前

配
付

を
徹

底
す

る
。

・
事

業
の

着
実

な
推

進
を

図
る

た
め

、
優

先
的

に
取

り
組

む
事

業
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

事
業

の
進

捗
管

理
を

強
化

す
る

。

・
博

物
館

事
業

に
対

す
る

理
解

の
促

進
と

道
内

外
の

関
係

機
関

へ
の

Ｐ
Ｒ

を
図

る
た

め
、

視
察

対
応

の
一

層
の

充
実

が
必

要
で

あ
り

、
よ

り
柔

軟
な

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
、

検
討

を
進

め
る

。

2
4

・
課

題
の

共
有

と
解

決
・

運
営

会
議

の
開

催
回

数
を

増
や

す
こ

と
で

、
館

内
の

意
思

決
定

の
迅

速
化

や
各

グ
ル

ー
プ

で
実

施
し

て
い

る
事

業
の

進
捗

状
況

把
握

が
可

能
と

な
り

、
情

報
共

有
が

図
ら

れ
た

。

・
課

題
の

抽
出

は
で

き
た

も
の

の
、

今
後

は
ロ

ー
リ

ン
グ

に
よ

る
時

点
修

正
と

と
も

に
、

関
連

す
る

項
目

の
大

繰
り

化
が

必
要

。

・
視

察
希

望
者

の
受

入
窓

口
を

一
元

化
す

る
こ

と
で

、
ニ

ー
ズ

へ
の

的
確

な
対

応
や

円
滑

な
受

け
入

れ
が

行
わ

れ
た

。
ま

た
、

各
専

門
分

野
の

学
芸

員
が

解
説

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

き
め

の
細

か
い

解
説

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

、
担

当
学

芸
員

不
在

時
等

に
対

応
す

る
た

め
、

複
数

の
解

説
者

を
養

成
す

る
こ

と
が

急
務

で
あ

る
。

B
・

運
営

会
議

の
ス

ム
ー

ズ
な

運
営

と
意

思
決

定
機

関
と

し
て

の
能

力
を

よ
り

高
め

る
た

め
、

各
グ

ル
ー

プ
間

の
事

前
調

整
は

も
と

よ
り

、
特

に
資

料
の

ス
リ

ム
化

、
事

前
配

付
を

徹
底

す
る

。

・
事

業
の

着
実

な
推

進
を

図
る

た
め

、
懸

案
事

項
と

本
評

価
と

の
整

合
性

を
図

り
つ

つ
、

優
先

的
に

取
り

組
む

事
業

を
明

確
化

し
、

予
算

要
求

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
管

理
職

に
よ

る
事

業
の

進
行

管
理

を
強

化
す

る
。

・
博

物
館

事
業

に
対

す
る

理
解

の
促

進
と

道
内

外
の

関
係

機
関

へ
の

P
R

を
図

る
た

め
、

視
察

対
応

の
一

層
の

充
実

が
必

要
で

あ
り

、
よ

り
柔

軟
な

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
を

進
め

る
。

・
課

題
の

共
有

と
解

決
【

運
営

会
議

の
ス

ム
ー

ズ
な

運
営

】
・

定
期

的
に

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
課

題
な

ど
の

共
有

化
は

図
ら

れ
た

が
、

資
料

の
ス

リ
ム

化
や

事
前

配
布

の
徹

底
は

未
達

成
。

  
平

成
2

8
年

度
：

３
４

回
（

１
月

末
現

在
）

（
参

考
：

平
成

2
7

年
度

：
３

６
回

）

【
優

先
順

位
の

明
確

化
と

事
業

の
進

捗
管

理
】

・
懸

案
事

項
の

解
決

に
向

け
、

課
題

、
対

応
方

向
、

重
要

度
、

緊
急

度
を

整
理

し
た

一
覧

を
作

成
し

、
こ

の
う

ち
重

要
度

の
高

い
課

題
に

つ
い

て
、

担
当

グ
ル

ー
プ

か
ら

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

が
、

重
要

度
や

緊
急

度
の

低
い

も
の

に
つ

い
て

は
未

実
施

。
　 【

視
察

対
応

】
・

博
物

館
事

業
に

対
す

る
理

解
の

促
進

と
道

内
外

の
関

係
機

関
に

対
す

る
P

R
を

目
的

に
、

総
務

部
を

中
心

に
、

教
育

機
関

や
各

種
団

体
、

国
、

他
府

県
、

道
内

外
市

町
村

の
行

政
機

関
、

議
会

議
員

等
に

よ
る

視
察

の
受

け
入

れ
体

制
を

整
備

し
た

。
・

説
明

資
料

と
し

て
博

物
館

の
概

要
を

ま
と

め
た

「
要

覧
」

の
充

実
化

を
図

っ
た

。
《

視
察

の
受

入
件

数
》

　
平

成
2

8
年

度
：

7
4

件
、

7
1

5
人

（
１

月
末

現
在

）
　

（
参

考
：

平
成

2
7

年
度

：
1

6
6

件
、

1
,7

1
2

人
）

　
皇

太
子

殿
下

行
啓

　
平

成
2

9
年

2
月

1
9

日

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号
2

4
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

外
部

評
価

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

ガ
バ

ナ
ン

ス
態

勢
の

育
成

1
．

館
内

の
意

思
決

定
機

関
の

育
成

備
考

点
検

項
目

集
計

　
H

2
7

年
度

末
に

北
海

道
立

総
合

博
物

館
協

議
会

か
ら

提
出

さ
れ

る
評

価
の

あ
り

方
に

対
す

る
答

申
に

応
じ

て
、

中
期

目
標

・
計

画
と

は
別

に
設

定
し

た
項

目
で

あ
る

。

中
期

目
標

・
計

画
番

号
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中
期

目
標

・
計

画
番

号
担

当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

計
○

×

5
4

1

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

目
標

値
番

号
2

5

備
考

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

3
．

道
庁

の
支

援
体

制
の

育
成

外
部

評
価

項
目

ガ
バ

ナ
ン

ス
態

勢
の

育
成

環
境

生
活

部
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

局
文

化
振

興
課

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

　
H

2
7

年
度

末
に

北
海

道
立

総
合

博
物

館
協

議
会

か
ら

提
出

さ
れ

る
評

価
の

あ
り

方
に

対
す

る
答

申
に

応
じ

て
、

中
期

目
標

・
計

画
と

は
別

に
設

定
し

た
項

目
で

あ
る

。
点

検
項

目
集

計

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

・
博

物
館

の
課

題
に

つ
い

て
、

情
報

の
共

有
化

を
図

り
、

適
切

な
連

携
の

も
と

解
決

を
図

る
。

・
課

題
の

共
有

と
解

決
・

博
物

館
の

課
題

に
つ

い
て

、
情

報
の

共
有

化
を

図
り

、
適

切
な

連
携

の
も

と
、

解
決

を
図

る
。

2
5

・
課

題
の

共
有

と
解

決
A

・
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

に
関

す
る

事
項

 赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
の

展
示

に
つ

い
て

、
よ

り
博

物
館

へ
の

誘
導

力
の

あ
る

空
間

と
す

る
た

め
、

博
物

館
と

内
容

を
検

討
し

な
が

ら
、

年
度

内
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

す
る

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
本

庁
生

物
多

様
性

保
全

課
と

連
携

し
、

道
内

の
博

物
館

連
携

の
一

環
と

し
て

、
１

月
３

０
日

の
「

知
床

の
日

」
に

あ
わ

せ
た

知
床

地
区

の
博

物
館

等
の

企
画

展
示

を
実

施
し

た
。

・
博

物
館

の
総

合
展

示
及

び
特

別
展

示
に

関
す

る
事

項
　

入
場

者
の

増
加

を
図

る
た

め
、

総
合

展
示

に
つ

い
て

は
、

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

入
れ

替
え

時
に

、
ま

た
、

特
別

展
示

に
つ

い
て

は
、

開
催

期
間

前
後

に
博

物
館

と
情

報
共

有
し

、
本

庁
に

お
い

て
報

道
発

表
を

行
っ

た
。

・
北

海
道

開
拓

の
村

の
整

備
に

関
す

る
事

項
　

北
海

道
開

拓
の

村
へ

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

増
加

を
図

り
、

村
の

収
入

増
に

つ
な

げ
る

た
め

、
内

閣
府

の
地

域
創

生
拠

点
整

備
交

付
金

を
活

用
し

、
立

入
禁

止
と

し
て

い
た

旧
小

川
家

酪
農

畜
舎

や
旧

菊
田

家
農

家
住

宅
等

を
改

修
す

る
と

と
も

に
、

訪
日

外
国

人
に

関
心

の
高

い
日

本
文

化
や

北
海

道
の

酪
農

文
化

が
体

験
で

き
る

ブ
ー

ス
等

を
設

置
す

る
経

費
に

つ
い

て
、

博
物

館
と

情
報

共
有

し
な

が
ら

、
予

算
要

求
を

行
っ

た
結

果
、

平
成

２
８

年
度

予
算

（
２

９
年

度
に

繰
越

）
に

計
上

さ
れ

た
。

・
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
に

関
す

る
事

項
 老

朽
化

が
著

し
い

百
年

記
念

塔
、

北
海

道
開

拓
の

村
等

に
つ

い
て

、
今

後
と

も
補

修
や

修
繕

等
に

費
や

す
経

費
が

増
加

し
て

い
く

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
今

後
ど

の
よ

う
に

し
て

い
く

の
が

良
い

の
か

、
そ

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

た
め

、
検

討
会

議
を

設
置

し
取

り
組

ん
だ

。
　

ま
た

、
平

成
３

０
年

に
北

海
道

１
５

０
年

を
迎

え
る

に
あ

た
り

、
道

民
の

貴
重

な
財

産
で

あ
る

当
該

施
設

を
将

来
に

向
け

て
、

ど
の

よ
う

に
後

世
に

伝
え

て
い

く
こ

と
が

相
応

し
い

の
か

、
学

識
経

験
者

等
か

ら
幅

広
く

意
見

を
聴

取
す

る
た

め
、

「
北

海
道

の
歴

史
文

化
施

設
活

性
化

に
関

す
る

懇
談

会
」

を
開

催
し

て
い

る
。

・
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

に
つ

い
て

は
、

よ
り

効
果

的
に

博
物

館
へ

の
誘

導
が

な
さ

れ
る

よ
う

、
博

物
館

に
改

善
策

の
提

案
等

を
行

っ
て

き
た

。
ま

た
、

道
内

博
物

館
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
企

画
展

示
の

主
催

者
で

あ
る

生
物

多
様

性
保

全
課

と
の

連
絡

調
整

を
行

い
、

サ
テ

ラ
イ

ト
で

は
初

め
て

の
連

携
企

画
を

実
現

し
た

。

・
博

物
館

の
総

合
展

示
及

び
特

別
展

示
に

つ
い

て
は

、
入

場
者

の
増

が
図

ら
れ

、
特

別
展

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
も

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
入

場
者

５
万

人
を

超
え

た
。

・
北

海
道

開
拓

の
村

で
現

在
立

入
禁

止
と

な
っ

て
い

る
旧

小
川

家
酪

農
畜

舎
や

吊
り

橋
、

倒
壊

し
な

い
よ

う
に

鉄
骨

で
支

え
て

い
る

状
態

の
旧

菊
田

家
農

家
住

宅
、

老
朽

化
が

進
む

馬
車

鉄
道

の
軌

道
を

改
修

す
る

目
途

が
付

く
と

と
も

に
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
増

加
に

向
け

た
体

験
ブ

ー
ス

の
新

設
、

村
内

看
板

の
多

言
語

化
に

要
す

る
経

費
を

確
保

で
き

た
。

・
百

年
記

念
施

設
の

あ
り

方
検

討
に

つ
い

て
、

庁
内

関
係

各
課

を
構

成
員

と
し

た
検

討
会

議
を

設
置

し
、

あ
り

方
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
学

識
経

験
者

等
で

構
成

す
る

「
北

海
道

の
歴

史
文

化
施

設
活

性
化

に
関

す
る

懇
談

会
」

を
開

催
し

、
様

々
な

意
見

を
い

た
だ

い
て

い
る

。
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1
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

計
○

◎
○

○

7
6

№
自

己
評

価
案

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
の

実
績

(2
0

1
6

年
4

～
1

2
月

）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

（
値

）

1
）

総
合

展
示

の
運

営

1

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

H
2

9
年

度
H

2
8

年
度

8

➀
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

運
用

に
つ

い
て

は
、

前
年

度
よ

り
も

回
数

・
内

容
と

も
に

充
実

さ
せ

、
実

施
し

た
。

②
、

③
　

総
合

展
示

の
資

料
入

替
え

は
、

回
数

を
減

ら
し

た
が

予
定

ど
お

り
実

施
し

た
。

し
か

し
「

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

」
及

び
衣

服
写

真
の

iP
a
d
展

示
は

、
準

備
作

業
の

段
階

で
止

ま
っ

て
お

り
、

年
度

内
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

0

以
下

の
３

点
に

つ
い

て
、

所
管

グ
ル

ー
プ

と
の

連
携

の
下

、
実

施
す

る
。

①
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

運
用

・
第

２
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

３
、

４
の

ほ
か

、
他

テ
ー

マ
で

も
ア

イ
ヌ

の
歴

史
・

文
化

を
主

題
と

す
る

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
を

企
画

・
実

施
し

、
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

展
示

を
充

実
さ

せ
る

。
・

展
示

の
準

備
か

ら
設

置
ま

で
を

円
滑

に
行

う
た

め
、

シ
ナ

リ
オ

及
び

資
料

の
事

前
検

討
な

ど
を

早
期

か
ら

行
う

。

②
　

「
ア

イ
ヌ

文
化

Ｑ
＆

Ａ
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
・

更
新

の
計

画
を

定
め

、
定

期
的

な
更

新
を

実
施

す
る

。

③
　

展
示

資
料

の
定

期
的

な
入

替
え

・
入

替
え

計
画

を
作

成
し

、
実

施
体

制
を

整
備

す
る

。
・

ｉ
Ｐ

ａ
ｄ

を
利

用
し

て
衣

服
を

紹
介

す
る

展
示

を
実

施
し

、
画

像
更

新
の

体
制

を
整

え
る

。

以
下

の
３

点
に

つ
い

て
、

所
管

グ
ル

ー
プ

と
の

連
携

の
も

と
、

実
施

す
る

。

①
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

運
用

・
第

２
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

３
、

４
に

つ
い

て
、

分
野

の
バ

ラ
ン

ス
や

総
合

的
な

視
点

を
踏

ま
え

た
計

画
を

策
定

し
、

計
画

に
基

づ
く

入
れ

替
え

を
実

施
す

る
。

・
他

テ
ー

マ
の

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
に

も
、

適
宜

、
参

加
・

協
力

を
検

討
し

て
い

く
。

・
展

示
の

準
備

か
ら

設
置

ま
で

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
シ

ナ
リ

オ
及

び
資

料
の

事
前

検
討

な
ど

を
計

画
的

に
行

う
。

②
　

「
ア

イ
ヌ

文
化

Ｑ
＆

Ａ
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
・

更
新

の
計

画
を

定
め

、
定

期
的

な
更

新
を

実
施

す
る

。

③
　

展
示

資
料

の
定

期
的

な
入

替
え

・
コ

ー
ナ

ー
及

び
資

料
の

種
別

に
応

じ
た

入
れ

替
え

計
画

に
基

づ
き

、
衣

服
・

装
身

具
及

び
筆

録
ノ

ー
ト

等
の

入
れ

替
え

を
実

施
す

る
。

・
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
を

利
用

し
て

過
去

に
展

示
し

て
き

た
衣

服
（

晴
れ

着
）

を
紹

介
す

る
展

示
に

つ
い

て
、

資
料

の
入

れ
替

え
と

連
動

し
た

画
像

の
追

加
・

更
新

を
実

施
す

る
。

年
度

計
画

（
案

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

ウ
　

総
合

展
示

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

努
め

る
。

➀
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
３

，
４

の
計

画
策

定
　

計
画

に
は

多
様

な
分

野
・

テ
ー

マ
を

盛
り

込
む

よ
う

留
意

②
　

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

の
定

期
的

な
追

加
・

更
新

実
施

③
　

総
合

展
示

資
料

の
入

れ
替

え
基

準
を

定
め

、
入

れ
替

え
計

画
策

定

点
検

項
目

集
計

H
2

8

○

・
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
件

数
　

年
間

6
件

・
「

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

」
の

入
替

え
件

数
　

年
間

4
回

・
総

合
展

示
の

展
示

品
の

入
替

え
件

数
　

衣
服

及
び

関
連

資
料

　
年

間
6

回
　

装
身

具
等

　
年

間
2

回
　

ノ
ー

ト
等

　
年

間
１

回

➀
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
３

，
４

と
も

：
各

３
回

②
　

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

：
更

新
年

間
４

回
（

質
問

８
件

）

③
　

総
合

展
示

資
料

入
れ

替
え

　
衣

服
及

び
関

連
資

：
４

回
　

装
身

具
・

祭
具

等
：

１
回

　
　

　
　

ノ
ー

ト
等

：
１

回

B

衣
服

及
び

関
連

資
料

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

①
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

運
用

・
第

２
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

３
、

４
で

計
６

件
の

展
示

を
実

施
。

・
第

３
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

５
，

第
１

テ
ー

マ
の

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
１

で
は

、
各

１
件

の
展

示
を

実
施

。
・

シ
ナ

リ
オ

及
び

資
料

の
事

前
検

討
に

つ
い

て
は

、
一

部
に

不
徹

底
な

も
の

も
残

っ
た

が
、

お
お

む
ね

期
日

に
即

し
た

検
討

を
実

施
し

た
。

②
　

「
ア

イ
ヌ

文
化

Ｑ
＆

Ａ
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
・

更
新

準
備

ま
で

は
作

業
を

進
め

た
が

、
定

期
的

な
更

新
は

2
月

以
降

の
課

題
と

な
っ

た
。

③
　

展
示

資
料

の
定

期
的

な
入

替
え

・
総

合
展

示
資

料
の

定
期

的
な

入
替

え
は

、
平

成
2

8
年

1
2

月
ま

で
を

目
安

と
し

て
　

A
　

2
～

3
ヶ

月
毎

（
晴

れ
着

及
び

関
連

資
料

）
　

B
　

1
年

毎
（

筆
録

ノ
ー

ト
、

レ
コ

ー
ド

）
　

C
　

そ
の

他
（

装
身

具
・

祭
具

等
）

に
区

分
し

、
計

画
を

立
て

A
2

階
、

B
・

C
各

1
回

の
入

替
え

を
じ

っ
し

し
た

。
し

た
。

（
装

身
具

等
に

つ
い

て
は

、
作

業
の

実
務

負
担

を
考

慮
し

、
目

標
を

や
や

下
げ

た
）

・
iP

a
d
を

利
用

し
た

衣
服

を
紹

介
す

る
展

示
は

、
写

真
の

調
達

と
機

器
の

設
置

確
認

の
途

中
ま

で
進

み
、

平
成

2
9

年
3

月
末

に
実

施
予

定
で

あ
る

。

「
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
」

の
入

替
え

件
数

件

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

①
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
運

営
　

　
②

「
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
　

　
③

展
示

資
料

の
入

替
え

×

件

達
成

状
況

総
合

展
示

の
展

示
品

の
入

替
え

総
件

数

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

件
数

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

装
身

具
等

　
ノ

ー
ト

等

内
訳

2 1 1

件 件 件

2
-
1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

件

4

２
　

展
示

1
・

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

計
画

に
沿

っ
た

更
新

の
円

滑
な

実
施

と
今

年
度

の
方

針
を

踏
ま

え
た

次
年

度
以

降
の

計
画

策
定

・
「

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

」
の

定
期

的
な

入
替

え

・
総

合
展

示
の

定
期

的
な

入
替

え

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

1
　

展
示

事
業

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

イ
　

総
合

展
示

の
展

示
資

料
に

つ
い

て
、

道
民

及
び

関
連

機
関

に
知

ら
せ

る
た

め
、

そ
の

全
体

像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

・
総

合
展

示
の

入
替

え
な

ど
を

継
続

的
に

実
施

し
、

最
新

の
研

究
成

果
や

当
館

が
所

蔵
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

資
料

を
紹

介
す

る
。

1
-1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

最
新

の
研

究
成

果
を

反
映

し
た

総
合

展
示

の
定

期
的

な
入

替
え

に
よ

り
、

来
る

た
び

に
違

う
、

飽
き

な
い

展
示

を
演

出
す

る
と

と
も

に
、

年
齢

、
母

語
、

障
が

い
の

有
無

な
ど

を
問

わ
ず

、
す

べ
て

の
方

に
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

め
る

展
示

空
間

を
提

供
す

る
。

・
ア

イ
ヌ

の
歴

史
や

有
形

・
無

形
の

文
化

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
、

学
術

的
な

信
頼

性
の

高
い

研
究

成
果

に
基

づ
く

、
わ

か
り

や
す

く
・

親
し

み
や

す
い

展
示

を
行

う
と

と
も

に
、

不
断

に
そ

の
内

容
の

充
実

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

促
進

に
努

め
る

。

1
）

総
合

展
示

の
運

営

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

(１
) 

総
合

展
示

室
の

運
営

H
2

9

○

54



2
担

当

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

3
3

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

・
道

内
巡

回
展

の
開

催
し

、
新

の
研

究
成

果
や

当
館

が
所

蔵
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

資
料

を
紹

介
す

る
。

目
標

（
値

）
達

成
状

況

H
2

8

・
第

1
0

回
企

画
テ

ー
マ

展
の

開
催

・
第

3
回

巡
回

展
の

開
催

・
平

成
3

0
年

度
以

降
の

企
画

テ
ー

マ
展

、
蔵

出
し

展
、

巡
回

展
等

の
開

催
計

画
の

策
定

。
特

別
展

開
催

に
関

す
る

検
討

点
検

項
目

集
計

×

◎

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

エ
　

調
査

研
究

な
ど

の
成

果
を

ひ
ろ

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
の

発
行

や
講

演
会

・
講

座
な

ど
の

開
催

と
と

も
に

、
総

合
展

示
の

充
実

や
企

画
展

示
の

実
施

な
ど

を
進

め
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
理

解
促

進
の

取
組

を
一

層
強

化
す

る
。

２
　

展
示

　
　

(２
) 

企
画

展
示

の
開

催

年
度

計
画

（
案

）
北

海
道

博
物

館
年

度
計

画

H
2

8
年

度

0

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）
H

2
9

年
度

３
　

調
査

研
究

　
　

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化
３

）
道

内
市

町
村

で
の

資
料

展
（

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

：
仮

称
）

の
開

催

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

・
ア

イ
ヌ

の
歴

史
や

有
形

・
無

形
の

文
化

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
、

学
術

的
な

信
頼

性
の

高
い

研
究

成
果

に
基

づ
く

、
わ

か
り

や
す

く
・

親
し

み
や

す
い

展
示

を
行

う
と

と
も

に
、

不
断

に
そ

の
内

容
の

充
実

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

促
進

に
努

め
る

。

２
）

特
別

展
・

企
画

展

ア
　

他
の

博
物

館
や

民
間

企
業

と
の

連
携

・
協

働
、

全
国

規
模

の
巡

回
展

の
誘

致
に

よ
り

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

実
現

す
る

。

・
企

画
テ

ー
マ

展
を

開
催

し
、

大
人

か
ら

子
ど

も
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

人
々

に
向

け
た

展
示

の
機

会
を

設
け

る
。

1
　

展
示

事
業

H
2

9

目
標

（
値

）
（

案
）

◎

・
第

１
０

回
企

画
テ

ー
マ

展
「

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
の

も
の

が
た

り
」

を
実

施
す

る
。

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
「

地
域

差
・

個
人

差
が

多
様

な
ア

イ
ヌ

の
世

界
観

に
つ

い
て

、
そ

の
多

様
性

に
配

慮
し

つ
つ

、
ど

の
よ

う
に

し
て

基
本

的
な

情
報

を
伝

え
る

か
」

「
「

世
界

観
」

「
物

語
」

と
い

う
“

モ
ノ

”
“

形
”

を
と

も
な

わ
な

い
も

の
を

ど
の

よ
う

に
わ

か
り

や
す

く
展

示
す

る
か

」
の

２
点

に
留

意
し

、
関

係
機

関
と

の
協

力
・

連
携

に
よ

っ
て

内
容

の
充

実
を

図
る

。

・
第

９
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
弥

永
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
」

の
う

ち
、

主
に

ア
イ

ヌ
民

族
資

料
の

整
理

と
紹

介
を

分
担

す
る

。
展

示
を

通
し

て
、

資
料

の
特

徴
や

意
義

を
適

切
に

伝
達

で
き

る
解

説
を

実
施

す
る

。

・
平

成
３

０
年

度
以

降
の

企
画

テ
ー

マ
展

、
蔵

出
し

展
の

計
画

を
策

定
す

る
。

ま
た

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
連

し
た

テ
ー

マ
・

内
容

で
の

特
別

展
の

開
催

に
つ

い
て

も
検

討
を

継
続

す
る

。

・
既

に
テ

ー
マ

を
定

め
て

い
る

「
地

名
か

ら
見

え
る

北
海

道
（

仮
）

」
に

つ
い

て
は

、
北

海
道

命
名

１
５

０
年

に
当

た
る

時
期

で
あ

る
こ

と
等

を
念

頭
に

置
き

、
開

催
準

備
を

進
め

る
。

・
平

成
２

９
年

度
の

巡
回

展
を

開
催

し
、

３
０

年
度

以
降

の
開

催
計

画
を

策
定

す
る

。
策

定
に

あ
た

っ
て

は
、

平
成

２
８

年
度

同
様

、
地

域
の

選
択

や
関

連
し

て
実

施
す

る
事

業
に

配
慮

す
る

。

・
第

1
0

回
企

画
テ

ー
マ

展
の

来
場

者
数

・
企

画
テ

ー
マ

展
、

巡
回

展
ご

と
の

満
足

度

２
）

企
画

展
等

・
企

画
テ

ー
マ

展
に

つ
い

て
は

平
成

2
9

年
、

3
0

年
度

に
当

研
究

セ
ン

タ
ー

が
主

担
当

と
な

る
「

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
の

も
の

が
た

り
」

「
地

名
か

ら
見

え
る

北
海

道
（

仮
題

）
」

の
開

催
計

画
を

策
定

し
た

。
・

第
1

回
蔵

出
し

展
「

ア
イ

ヌ
民

族
の

造
形

美
」

を
開

催
し

た
。

広
報

は
S

N
S

等
の

手
段

と
職

員
実

行
に

よ
る

チ
ラ

シ
・

ポ
ス

タ
ー

配
布

で
あ

り
、

開
催

期
間

も
来

館
者

の
少

な
い

冬
期

間
で

日
程

も
短

か
っ

た
が

、
期

間
中

の
総

合
展

示
に

匹
敵

す
る

来
場

者
が

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

３
）

巡
回

展
・

第
1

回
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
を

枝
幸

町
で

、
第

2
回

を
美

幌
町

で
、

い
ず

れ
も

「
地

名
」

を
テ

ー
マ

に
開

催
し

た
。

特
に

枝
幸

町
に

つ
い

て
は

、
ア

イ
ヌ

文
化

関
連

の
事

業
が

少
な

い
地

域
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
講

座
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

地
域

に
残

さ
れ

た
民

具
資

料
の

調
査

と
そ

の
報

告
会

等
も

併
せ

て
実

施
し

た
。

・
平

成
2

9
年

度
の

開
催

計
画

の
策

定
が

現
在

の
課

題
で

あ
る

。

2

・
蔵

出
し

展
、

巡
回

展
の

利
用

者
数

・
蔵

出
し

展
、

巡
回

展
ご

と
の

満
足

度

・
企

画
展

に
つ

い
て

は
、

当
年

度
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

次
年

度
以

降
の

開
催

計
画

を
策

定
し

た
。

・
第

1
回

蔵
出

し
展

を
開

催
し

、
集

客
が

厳
し

い
条

件
下

で
一

定
の

来
場

者
を

得
た

。
・

懸
案

の
一

つ
で

あ
っ

た
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
を

開
催

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
つ

い
て

は
割

り
引

い
て

自
己

評
価

す
る

必
要

が
あ

る
も

の
の

、
高

い
評

価
を

得
た

。
・

次
年

度
以

降
の

継
続

的
な

開
催

が
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

A
２

）
企

画
展

等
・

平
成

2
8

年
度

に
開

催
す

る
蔵

出
し

展
の

要
項

な
ど

を
早

期
に

具
体

化
し

、
円

滑
な

実
施

と
内

容
の

充
実

を
図

る
。

・
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

が
主

催
す

る
企

画
展

示
に

つ
い

て
、

平
成

2
9

年
度

以
降

の
開

催
計

画
を

策
定

す
る

。

・
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
研

究
成

果
や

ア
イ

ヌ
文

化
関

係
者

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
企

画
を

検
討

す
る

ほ
か

、
道

民
と

り
わ

け
ア

イ
ヌ

文
化

関
係

者
が

参
画

す
る

機
会

を
積

極
的

に
企

画
す

る
。

３
）

巡
回

展
・

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
理

解
の

い
っ

そ
う

の
促

進
を

図
る

た
め

、
道

内
市

町
村

等
と

の
協

力
の

も
と

、
「

地
名

」
や

「
物

語
」

な
ど

を
主

題
に

し
た

巡
回

展
を

企
画

し
、

実
施

す
る

。

・
巡

回
展

の
開

催
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

的
な

バ
ラ

ン
ス

や
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

て
地

域
を

選
定

し
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
強

み
や

当
館

が
自

然
・

歴
史

・
文

化
の

総
合

博
物

館
で

あ
る

こ
と

を
活

か
し

た
関

連
事

業
を

企
画

す
る

。

・
企

画
テ

ー
マ

展
、

蔵
出

し
展

の
開

催
と

次
年

度
以

降
の

計
画

の
具

体
化

・
巡

回
展

の
実

施
と

次
年

度
以

降
の

開
催

値
の

選
定

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

ウ
　

北
海

道
博

物
館

独
自

の
研

究
成

果
を

積
極

的
に

反
映

し
た

企
画

展
示

を
開

催
す

る

1
-2

～
3

３
　

調
査

研
究

　
　

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化
２

）
特

別
展

・
企

画
展

　
　

３
）

道
内

市
町

村
で

の
資

料
展

（
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
：

仮
称

）
の

開
催

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

イ
　

道
民

の
研

究
成

果
や

創
作

活
動

の
発

表
な

ど
、

道
民

参
加

型
の

企
画

展
示

を
導

入
し

、
道

民
と

の
連

携
促

進
を

図
る

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-
2

, 
3

-
2

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

２
　

展
示

　
　

(２
) 

企
画

展
示

の
開

催
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2
担

当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

目
標

（
値

）
の

実
績

(平
成

2
8

年
4

～
平

成
2

9
年

1
月

）

第
1

回
蔵

出
し

展
（

1
2

/
2

2
～

1
/
1

5
 ）

※
実

質
6

日
間

の
数

値

第
1

回
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展

枝
幸

第
2

回
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展

美
幌

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

達
成

状
況

2
・

蔵
出

し
展

の
広

報
は

、
S

N
S

等
の

手
段

と
チ

ラ
シ

・
ポ

ス
タ

ー
配

布
で

あ
り

、
開

催
期

間
も

来
館

者
の

少
な

い
冬

期
間

で
日

程
も

短
か

っ
た

が
、

期
間

中
の

総
合

展
示

に
匹

敵
す

る
来

場
者

が
あ

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

満
足

度
も

高
か

っ
た

。
・

巡
回

展
は

、
開

催
館

か
ら

の
情

報
に

よ
れ

ば
、

例
年

同
時

期
と

比
べ

来
場

者
が

や
や

多
く

、
遠

隔
地

か
ら

の
来

場
が

あ
っ

た
こ

と
が

特
徴

的
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
は

割
り

引
い

て
自

己
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

（
巡

回
展

で
は

な
く

、
開

催
館

の
施

設
に

対
す

る
評

価
が

多
い

）
も

の
の

、
高

い
評

価
を

得
た

と
言

え
る

。

第
1

0
回

企
画

テ
ー

マ
展

　
「

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
の

 も
の

が
た

り
」

（
平

成
3

0
年

2
月

2
日

～
4

月
8

日
）

第
1

0
回

企
画

テ
ー

マ
展

　
「

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
の

 も
の

が
た

り
」

　
利

用
者

数
：

5
,0

0
0

人
　

　
満

足
度

：
9

0
%

【
参

考
　

H
2

7
年

度
同

時
期

の
企

画
テ

ー
マ

展
の

実
績

】
　

利
用

者
数

：
5

,3
2

4
人

　
　

満
足

度
：

9
1

.6
%

利
用

者
数

1
,0

1
4

人

満
足

度
9

1
.7

％

目
標

（
値

）

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

9
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

番
号

2
-
2

, 
3

-
2

1
-2

～
3

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

利
用

者
数

満
足

度

1
,6

3
2

1
0

0

利
用

者
数

満
足

度

2
,7

0
5

1
0

0

ア
イ

ヌ
民

族
の

造
形

美

人 ％ ％人
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3
担

当

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

6
5

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
の

実
績

4 4 2 4

目
標

（
値

）
（

案
）

◎

・
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

の
研

究
課

題
の

件
数

と
成

果
発

表
等

の
件

数 ・
科

研
等

の
補

助
金

件
数

・
「

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
・

情
報

の
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

「
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

総
合

的
・

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
２

つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

別
課

題
に

沿
っ

て
進

め
る

。

・
平

成
２

８
年

度
で

終
了

す
る

個
別

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
成

果
を

踏
ま

え
た

事
業

展
開

（
展

示
等

へ
の

成
果

反
映

、
新

た
な

課
題

設
定

等
）

を
検

討
し

、
実

施
す

る
。

・
ロ

シ
ア

・
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
及

び
カ

ナ
ダ

・
ロ

イ
ヤ

ル
ア

ル
バ

ー
タ

博
物

館
と

の
共

同
研

究
に

つ
い

て
、

ア
イ

ヌ
文

化
研

究
に

お
い

て
内

在
す

る
課

題
と

、
海

外
共

同
研

究
と

の
整

合
性

や
棲

み
分

け
を

意
識

し
、

「
博

物
館

に
お

け
る

先
住

民
族

文
化

の
研

究
・

展
示

・
資

料
の

あ
り

方
」

「
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

の
サ

ハ
リ

ン
・

北
海

道
諸

地
域

の
地

域
差

の
比

較
検

討
」

「
近

現
代

を
生

き
た

サ
ハ

リ
ン

（
樺

太
）

ア
イ

ヌ
の

足
跡

」
等

の
課

題
の

あ
り

方
を

検
討

し
て

い
く

。

・
総

合
的

な
調

査
研

究
や

展
示

等
の

成
果

発
表

の
充

実
に

繋
が

る
資

金
の

獲
得

を
目

指
す

。

・
調

査
研

究
や

研
究

内
容

を
検

討
す

る
時

間
の

確
保

に
努

め
、

研
究

内
容

を
充

実
さ

せ
る

H
2

9
年

度

1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

◎

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

ア
イ

ヌ
の

民
族

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
の

社
会

的
な

要
請

に
応

じ
る

た
め

に
、

そ
れ

ら
の

取
り

組
み

の
土

台
と

な
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

て
い

く
。

2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

H
2

8
H

2
9

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

点
検

項
目

集
計

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

目
標

（
値

）

×

年
度

計
画

（
案

）

3
・

調
査

研
究

や
研

究
内

容
を

検
討

す
る

時
間

の
確

保
に

努
め

、
研

究
内

容
を

充
実

さ
せ

る

・
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

研
究

課
題

を
、

「
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

・
情

報
の

集
積

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
「

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
総

合
的

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

２
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

、
そ

れ
ぞ

れ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
に

各
４

件
の

個
別

課
題

と
し

て
整

理
す

る
と

と
も

に
、

ロ
シ

ア
・

サ
ハ

リ
ン

州
郷

土
博

物
館

及
び

カ
ナ

ダ
・

ロ
イ

ヤ
ル

ア
ル

バ
ー

タ
博

物
館

と
の

共
同

研
究

に
、

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
が

そ
れ

ぞ
れ

参
加

す
る

体
制

を
と

っ
た

。
・

海
外

共
同

研
究

に
つ

い
て

は
、

ア
イ

ヌ
文

化
研

究
に

お
い

て
内

在
す

る
課

題
と

、
海

外
共

同
研

究
と

の
整

合
性

や
棲

み
分

け
な

ど
の

問
題

が
残

っ
て

い
る

が
、

ア
ル

バ
ー

タ
博

物
館

と
の

間
で

は
公

的
な

博
物

館
と

先
住

民
族

と
の

関
わ

り
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

サ
ハ

リ
ン

州
郷

土
博

物
館

と
の

間
で

は
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

の
地

域
差

等
に

関
す

る
実

物
資

料
や

伝
承

の
比

較
等

の
課

題
の

検
討

も
始

ま
っ

て
い

る
。

・
外

部
資

金
に

つ
い

て
は

、
日

本
学

術
振

興
会

科
学

研
究

費
補

助
金

に
つ

い
て

、
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

職
員

4
名

が
研

究
代

表
者

と
し

て
配

当
を

受
け

て
い

る
。

今
後

、
こ

れ
ら

調
査

研
究

の
内

容
そ

の
も

の
の

充
実

と
と

も
に

、
外

部
と

の
連

携
・

共
同

を
含

め
た

総
合

的
な

調
査

研
究

や
展

示
等

の
成

果
発

表
の

充
実

に
繋

が
る

資
金

の
獲

得
を

目
指

す
。

海
外

博
物

館
等

と
の

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

の
研

究
課

題
の

件
数

・
科

研
等

の
補

助
金

件
数

件件

・
研

究
課

題
の

策
定

と
外

部
資

金
の

獲
得

増
を

達
成

し
た

。
・

海
外

共
同

研
究

を
含

め
た

研
究

課
題

の
充

実
と

継
続

な
ど

今
後

の
課

題
は

少
な

く
な

い
が

、
ひ

と
ま

ず
平

成
2

7
年

度
統

合
時

の
課

題
は

達
成

し
、

課
題

等
も

含
め

次
の

段
階

へ
と

ス
テ

ッ
プ

を
進

め
た

と
自

己
評

価
す

る
。

A

科
研

等
の

補
助

金
件

数

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
総

合
的

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
-
2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

ア
　

北
海

道
の

総
合

博
物

館
と

し
て

ア
イ

ヌ
文

化
の

継
承

と
理

解
促

進
に

資
す

る
た

め
、

ア
イ

ヌ
民

族
の

言
語

・
口

承
文

芸
、

芸
能

、
民

具
・

生
活

技
術

な
ど

の
有

形
・

無
形

の
文

化
と

、
そ

れ
ら

の
理

解
に

欠
か

せ
な

い
歴

史
に

つ
い

て
、

重
点

的
に

調
査

研
究

を
進

め
る

。

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
番

号

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

３
　

調
査

研
究

2
　

調
査

研
究

事
業

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
・

情
報

の
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

達
成

状
況

件 件

・
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

研
究

課
題

を
、

「
道

民
・

地
域

と
の

協
働

・
連

携
に

よ
る

地
域

情
報

集
積

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
と

「
「

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

」
総

合
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
体

制
に

沿
っ

て
整

理
す

る
と

と
も

に
、

サ
ハ

リ
ン

州
郷

土
博

物
館

、
ロ

イ
ヤ

ル
・

ア
ル

バ
ー

タ
博

物
館

と
の

共
同

研
究

に
も

参
加

す
る

。

・
研

究
内

容
と

そ
の

成
果

提
供

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
外

部
資

金
の

獲
得

を
目

指
す

。
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4
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

計
○

◎
◎

◎

4
3

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
の

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

月
）

1
0 2

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

・
新

た
に

登
録

し
た

資
料

の
件

数
（

＝
未

処
理

の
ま

ま
の

資
料

の
残

数
の

段
階

的
解

消
）

・
収

集
し

た
資

料
の

件
数

・
資

料
の

所
在

調
査

等
の

実
施

件
数

・
継

続
的

か
つ

体
系

的
に

調
査

・
収

集
を

実
施

す
る

た
め

、
組

織
的

な
整

備
・

調
査

計
画

の
作

成
に

着
手

す
る

・
資

料
の

収
集

・
整

理
及

び
速

や
か

な
情

報
提

供
等

に
つ

い
て

、
よ

う
や

く
筋

道
を

付
け

つ
つ

あ
る

が
、

実
際

の
取

り
組

む
に

お
い

て
は

、
未

着
手

の
と

こ
ろ

が
多

く
残

っ
て

い
た

り
、

当
初

計
画

に
比

べ
や

や
遅

延
が

見
ら

れ
た

り
し

て
い

る
。

B
・

資
料

の
整

理
・

登
録

・
配

架
気

各
の

策
定

・
計

画
に

基
づ

く
資

料
登

録
の

実
施 ・

新
収

蔵
資

料
紹

介
の

継
続

的
実

施 ・
資

料
の

所
在

調
査

等
の

継
続

実
施

目
標

（
値

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

ア
　

道
内

外
の

関
係

機
関

、
研

究
者

と
の

連
携

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
の

所
在

調
査

を
進

め
、

情
報

の
収

集
・

整
理

を
行

う
。

3
-
2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

◎

3
　

資
料

・
情

報
の

収
集

・
整

備
事

業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

３
　

調
査

研
究

H
2

9

×
点

検
項

目
集

計

H
2

8

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

イ
　

関
係

機
関

や
研

究
者

、
伝

承
活

動
関

係
者

な
ど

と
の

連
携

に
よ

り
、

道
内

各
地

の
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

の
所

在
調

査
を

進
め

、
整

理
・

保
存

作
業

を
行

う
。

1

イ
　

道
内

の
中

核
博

物
館

に
お

け
る

専
門

機
関

と
し

て
、

先
ず

道
立

機
関

が
所

蔵
す

る
音

声
・

映
像

資
料

及
び

文
書

資
料

、
民

具
資

料
に

つ
い

て
の

情
報

の
一

元
的

な
集

約
を

進
め

る
。

収
集

・
整

備
の

た
め

の
調

査
の

実
施

件
数

・
資

料
収

集
に

つ
い

て
は

、
研

究
計

画
→

資
料

調
査

→
成

果
報

告
　

と
い

う
流

れ
で

進
め

た
作

業
も

あ
る

が
、

組
織

的
な

調
査

及
び

情
報

整
備

の
体

制
を

つ
く

る
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

・
新

規
に

受
け

入
れ

た
資

料
の

一
部

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
7

、
2

8
年

度
そ

れ
ぞ

れ
に

研
究

紀
要

に
新

着
資

料
紹

介
に

相
当

す
る

論
考

を
掲

載
し

た
。

今
後

に
向

け
て

、
「

新
規

収
蔵

資
料

全
体

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
を

行
う

」
「

そ
れ

ら
の

中
で

特
徴

的
な

意
義

を
有

す
る

も
の

で
、

短
期

的
に

整
理

・
内

容
確

認
が

可
能

な
も

の
は

当
年

度
な

い
し

直
近

の
年

度
に

お
い

て
資

料
紹

介
を

行
う

」
「

長
期

的
な

整
理

は
必

要
な

も
の

は
3

～
5

年
単

位
の

整
理

・
公

開
計

画
を

策
定

す
る

」
と

い
っ

た
区

分
を

設
け

、
資

料
は

公
共

財
で

あ
る

と
の

認
識

の
も

と
情

報
提

供
を

必
ず

視
野

に
入

れ
た

計
画

を
策

定
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。

・
「

山
田

秀
三

文
庫

」
「

久
保

寺
逸

彦
文

庫
」

の
未

整
理

・
未

登
録

資
料

の
整

理
・

登
録

に
つ

い
て

は
、

ご
く

一
部

に
着

手
し

た
に

と
ど

ま
っ

た
。

・
民

具
資

料
の

未
整

理
資

料
に

つ
い

て
は

、
一

部
に

つ
い

て
登

録
ま

で
実

施
し

、
ま

た
関

係
者

へ
の

聞
き

取
り

等
に

よ
り

資
料

情
報

を
補

う
作

業
を

行
っ

た
が

、
当

初
の

計
画

（
平

成
3

1
年

度
ま

で
に

整
理

を
終

え
る

）
か

ら
は

、
や

や
遅

延
し

て
い

る
。

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
3

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）
H

2
8

年
度

達
成

状
況

H
2

9
年

度

◎

ウ
　

さ
ら

に
道

内
市

町
村

に
所

在
す

る
各

種
の

資
料

に
重

点
を

置
き

、
総

合
的

、
体

系
的

に
調

査
・

収
集

を
進

め
る

。

・
未

整
理

資
料

の
整

理
・

デ
ー

タ
登

録
・

配
架

に
つ

い
て

平
成

２
９

～
３

１
年

度
で

完
了

さ
せ

る
計

画
を

再
度

策
定

し
、

実
施

す
る

。

・
新

規
に

受
け

入
れ

る
キ

ー
ス

テ
ン

・
レ

フ
シ

ン
資

料
等

の
整

理
を

進
め

る
。

そ
の

際
、

整
理

・
登

録
の

流
れ

を
全

館
的

に
確

定
す

る
取

り
組

み
に

参
画

す
る

と
と

も
に

、
研

究
紀

要
等

を
使

っ
た

継
続

的
・

組
織

的
な

紹
介

の
進

め
方

を
検

討
し

、
実

施
す

る
。

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

個
別

研
究

課
題

）
や

巡
回

展
等

の
事

業
計

画
の

中
に

資
料

の
所

在
調

査
、

情
報

収
集

等
を

位
置

づ
け

る
。

件

・
収

集
・

整
備

の
た

め
の

調
査

の
実

施
件

数
（

所
在

調
査

を
含

む
）

・
収

集
し

た
資

料
の

件
数

件

・
調

査
研

究
計

画
の

中
に

資
料

の
調

査
を

位
置

付
け

る
と

と
も

に
、

各
事

業
な

ど
と

連
動

し
て

資
料

調
査

を
行

う
な

ど
、

組
織

的
な

調
査

体
制

を
強

化
す

る
。

・
新

規
に

受
入

れ
る

資
料

な
ど

は
年

度
前

半
に

資
料

整
理

計
画

を
策

定
し

、
登

録
及

び
保

存
な

ど
を

実
施

す
る

。

・
「

山
田

秀
三

文
庫

」
「

久
保

寺
逸

彦
文

庫
」

の
未

整
理

・
未

登
録

資
料

の
整

理
・

登
録

を
進

め
る

。

・
民

具
資

料
の

整
理

は
、

Ｈ
３

１
年

度
ま

で
に

完
了

す
る

よ
う

所
管

グ
ル

ー
プ

と
も

協
議

し
て

計
画

を
策

定
し

、
そ

の
作

業
は

展
示

事
業

と
も

連
動

さ
せ

継
続

的
に

進
め

る
。

収
集

し
た

資
料

の
件

数

4
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H
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№
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評
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準

【
判

断
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値
設

定
】
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判
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数
値

設
定

】
選

択
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標

（
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の

実
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成
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年
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月
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平
成

2
9

年
1

月
）

3 0

3
0 6

1
3 7 4

点
検

項
目

集
計

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

H
2

8
年

度

◎

目
標

（
値

）

4
-1

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

達
成

状
況

目
標

（
値

）
（

案
）

×

H
2

9
年

度

◎

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

１
）

資
料

の
公

開

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
情

報
な

ど
を

含
む

資
料

の
公

開
手

続
き

に
か

か
る

要
領

を
定

め
、

未
公

開
資

料
の

公
開

計
画

を
策

定
す

る
。

・
上

記
を

踏
ま

え
、

「
山

田
秀

三
文

庫
」

「
久

保
寺

逸
彦

文
庫

」
の

公
開

を
順

次
進

め
る

。

・
採

録
資

料
の

公
開

作
業

を
進

め
、

年
間

公
開

点
数

の
増

加
を

図
る

。

・
未

公
開

資
料

の
公

開
と

公
開

資
料

に
関

す
る

情
報

提
供

の
充

実

件

資
料

閲
覧

件
数

件

文
書

B

全
体

・
公

開
準

備
は

進
め

て
い

る
が

、
館

内
で

の
要

領
策

定
が

未
了

で
あ

り
、

こ
の

点
が

課
題

と
し

て
残

っ
て

い
る

。

音
声

・
映

像

そ
の

他
件

民
具

目
録

の
刊

行
件

数

件

2

ア
　

寄
贈

を
受

け
た

「
山

田
秀

三
文

庫
」

、
「

久
保

寺
逸

彦
文

庫
」

や
職

員
に

よ
る

採
録

資
料

（
録

音
、

録
画

等
）

に
つ

い
て

保
存

処
理

や
内

容
整

理
を

進
め

る
。

イ
　

ア
イ

ヌ
文

化
の

学
習

・
伝

承
等

の
た

め
利

用
で

き
る

よ
う

、
目

録
の

作
成

や
資

料
の

公
開

を
進

め
る

。
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

番
号

３
　

調
査

研
究

3
-
2

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

ウ
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
開

設
し

た
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
掲

載
資

料
や

提
供

内
容

を
増

や
す

な
ど

、
よ

り
多

く
の

利
用

者
に

広
く

提
供

で
き

る
方

法
の

拡
充

に
つ

と
め

、
ア

イ
ヌ

文
化

研
究

に
お

け
る

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

・
資

料
の

公
開

手
続

き
に

か
か

る
要

領
は

未
策

定
で

あ
り

、
本

年
度

3
月

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・
「

山
田

秀
三

文
庫

」
「

久
保

寺
逸

彦
文

庫
」

の
公

開
に

つ
い

て
は

、
関

係
者

調
査

や
関

係
者

と
の

協
議

等
を

進
め

た
が

、
公

開
の

手
続

き
に

つ
い

て
は

上
記

の
要

領
が

未
策

定
で

あ
る

た
め

、
未

了
で

あ
る

。

・
職

員
が

採
録

し
た

資
料

に
つ

い
て

は
、

当
年

度
に

お
い

て
準

備
を

進
め

て
い

る
も

の
は

3
点

で
あ

る
。

今
後

、
公

開
計

画
の

再
確

認
を

行
い

年
間

の
公

開
点

数
を

再
検

討
す

る
。

・
資

料
公

開
手

続
き

を
再

開
し

、
実

施
す

る
。

・
公

開
計

画
を

再
策

定
し

、
年

間
公

開
点

数
の

増
加

を
図

る
。

※
H

2
8

年
度

に
目

標
に

含
め

て
い

た
目

録
の

刊
行

件
数

に
つ

い
て

は
、

よ
り

実
質

的
な

資
料

の
公

開
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

、
公

開
資

料
等

の
情

報
提

供
に

つ
い

て
は

目
録

刊
行

よ
り

も
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

の
逐

次
的

な
搭

載
な

ど
の

方
策

が
あ

り
え

る
こ

と
か

ら
、

課
題

と
し

て
は

継
続

さ
せ

る
も

の
の

、
年

次
目

標
か

ら
は

い
っ

た
ん

除
外

す
る

。
・

公
開

し
た

資
料

件
数

・
目

録
の

刊
行

件
数

・
資

料
閲

覧
件

数
（

文
書

、
音

声
・

映
像

、
民

具
ご

と
）

公
開

し
た

資
料

件
数

件 件

ウ
　

調
査

研
究

な
ど

を
通

じ
て

収
集

し
た

未
公

開
の

資
料

や
研

究
情

報
に

つ
い

て
は

、
そ

の
公

開
を

進
め

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
な

ど
に

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
整

備
を

進
め

る
。

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

年
度

計
画

（
案

）

H
2

8
H

2
9

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

・
資

料
群

ご
と

の
公

開
計

画
の

策
定 ・

計
画

に
基

づ
く

新
規

公
開

の
実

施 ・
公

開
し

た
資

料
件

数

・
資

料
閲

覧
件

数
（

文
書

、
音

声
・

映
像

、
民

具
ご

と
）

件

5

59



6
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

○

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

2

（
２

）
発

信
基

盤
の

整
備

1

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
の

実
績

(2
0

1
6

年
4

～
1

2
月

）

0

3
,5

0
0

6

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

件

1

・
整

理
・

公
開

計
画

の
策

定
に

基
づ

き
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
着

手
す

る

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
1

0
,0

0
0

以
上

・
（

１
）

の
資

料
デ

ー
タ

の
整

備
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
デ

ー
タ

の
整

備
及

び
（

２
）

の
学

習
情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
い

ず
れ

に
つ

い
て

も
、

今
年

度
新

た
に

実
施

で
き

た
も

の
は

な
い

。
新

た
な

情
報

コ
ン

テ
ン

ツ
を

用
意

で
き

な
か

っ
た

こ
と

も
要

因
の

一
つ

で
あ

る
が

、
も

う
一

つ
、

平
成

2
7

年
1

1
月

か
ら

本
格

運
用

を
開

始
し

た
当

館
の

情
報

シ
ス

テ
ム

で
は

、
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

編
集

・
更

新
に

つ
い

て
も

仕
様

が
変

わ
っ

た
こ

と
が

大
き

な
要

因
（

課
題

）
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

課
題

の
解

決
に

は
、

現
在

の
情

報
シ

ス
テ

ム
に

対
応

し
た

整
備

方
法

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
従

っ
て

今
後

は
本

項
目

に
係

る
情

報
整

備
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

習
・

研
究

の
た

め
の

情
報

提
供

を
進

め
る

と
い

う
基

本
的

な
方

向
性

の
も

と
で

、
具

体
的

な
進

め
方

を
再

構
成

し
て

着
手

し
直

す
こ

と
と

し
た

。

・
ア

イ
ヌ

文
化

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
あ

り
方

検
討

に
つ

い
て

も
未

着
手

で
あ

る
。

現
在

は
む

し
ろ

館
の

収
蔵

資
料

情
報

の
管

理
・

公
開

の
基

幹
で

あ
る

IB
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
へ

の
資

料
情

報
の

充
実

を
図

る
こ

と
を

優
先

し
つ

つ
、

次
期

シ
ス

テ
ム

の
検

討
に

着
手

し
て

い
く

手
順

を
と

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
ア

イ
ヌ

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
の

追
加

数 ・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
ア

イ
ヌ

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
の

更
新

・
追

加
件

数
：

１
０

件

◎
◎

（
１

）
情

報
発

信
方

策
の

再
検

討
・

現
在

及
び

今
後

の
北

海
道

博
物

館
に

よ
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

及
び

学
術

情
報

発
信

の
あ

り
方

の
中

で
、

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
情

報
発

信
の

位
置

付
け

を
再

検
討

す
る

（
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

で
の

ペ
ー

ジ
・

コ
ン

テ
ン

ツ
の

設
定

等
）

。

・
上

記
と

並
行

し
て

「
ほ

っ
か

い
ど

う
ア

イ
ヌ

語
ア

ー
カ

イ
ブ

」
の

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

（
２

）
学

術
情

報
の

集
積

・
収

蔵
資

料
の

デ
ー

タ
整

備
を

行
う

。

・
北

海
道

が
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
て

き
た

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
調

査
事

業
の

成
果

や
調

査
デ

ー
タ

の
集

約
に

向
け

関
係

機
関

と
の

協
議

を
進

め
、

デ
ー

タ
提

供
に

向
け

た
情

報
整

備
を

進
め

る
。

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）
H

2
9

年
度

目
標

（
値

）
（

案
）

2

年
度

計
画

（
案

）

H
2

8
年

度

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

・
Ｈ

２
８

年
度

は
現

在
の

収
蔵

資
料

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

整
備

を
優

先
課

題
と

し
、

Ｈ
２

７
年

度
ま

で
に

登
録

し
た

資
料

の
デ

ー
タ

整
備

を
行

う
。

・
北

海
道

が
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
て

き
た

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
調

査
事

業
の

成
果

や
調

査
デ

ー
タ

の
集

約
に

向
け

関
係

機
関

と
の

協
議

を
行

う
と

と
も

に
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
に

着
手

し
、

先
ず

１
９

８
０

～
９

０
年

代
の

民
俗

調
査

報
告

書
の

デ
ー

タ
を

公
開

す
る

。

（
２

）
発

信
基

盤
の

整
備

・
情

報
シ

ス
テ

ム
の

次
期

更
新

を
見

据
え

、
ア

イ
ヌ

文
化

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
あ

り
方

を
検

討
し

整
備

を
進

め
る

。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
お

い
て

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
学

習
情

報
な

ど
の

コ
ン

テ
ン

ツ
の

拡
充

を
図

る
。

計 3

×

3

点
検

項
目

集
計

・
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
の

更
新

計
画

の
策

定

・
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
掲

載
資

料
。

コ
ン

テ
ン

ツ
の

追
加

・
学

習
・

研
究

の
た

め
の

情
報

発
信

に
つ

い
て

は
ほ

と
ん

ど
進

捗
し

て
い

な
い

。
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
し

た
発

信
・

提
供

の
方

法
と

計
画

を
再

検
討

し
、

策
定

し
直

す
こ

と
と

し
た

。
そ

の
中

で
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

件
数

に
関

す
る

目
標

値
に

つ
い

て
も

再
検

討
す

る
こ

と
を

、
今

後
の

課
題

と
し

た
。

B

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

ア
イ

ヌ
文

化
コ

ン
テ

ン
ツ

の
追

加
数

回

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

ア
　

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
及

び
学

術
情

報
を

一
元

的
に

集
約

し
、

そ
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

進
め

る
。

H
2

8
H

2
9

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
し

た
提

供
方

法
の

拡
充

な
ど

よ
り

広
く

情
報

を
提

供
で

き
る

発
信

基
盤

の
整

備
に

努
め

る
。

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

・
こ

れ
ま

で
の

調
査

・
研

究
事

業
及

び
資

料
・

情
報

の
収

集
・

整
理

事
業

を
通

し
て

蓄
積

さ
れ

て
き

た
学

術
情

報
の

集
約

を
図

る
。

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
関

係
の

学
術

情
報

の
発

信
　

　
②

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

　
　

③
　

発
信

媒
体

の
強

化

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

収
集

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

　
　

②
　

道
内

の
市

町
村

と
連

携
し

た
情

報
の

集
約

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

（
２

）
発

信
基

盤
の

整
備

イ
　

こ
れ

ら
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
媒

体
や

機
会

を
通

し
た

提
供

を
進

め
、

北
海

道
博

物
館

が
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
に

と
っ

て
の

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

の
た

め
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

１
２

　
情

報
発

信

２
）

情
報

発
信

(１
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

集
約

と
発

信

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

　
（

２
）

発
信

基
盤

の
整

備

1
2

-
1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
4

-2

60



7
担

当

　

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

3
3

○
○

○

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
の

実
績

(平
成

2
8

年
4

月
～

平
成

2
9

年
1

2
月

） 4
8 1

点
検

項
目

集
計

0

目
標

（
値

）

H
2

9

・
博

物
館

・
研

究
機

関
と

し
て

の
役

割
を

踏
ま

え
た

支
援

が
で

き
る

よ
う

、
調

査
研

究
を

着
実

に
進

め
、

所
蔵

資
料

を
整

理
し

、
発

信
・

提
供

で
き

る
成

果
や

情
報

を
充

実
さ

せ
る

。
Ｈ

２
８

年
度

は
次

の
２

点
を

実
施

す
る

。

①
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

情
報

の
追

加
や

更
新

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
情

報
を

発
信

し
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

照
会

窓
口

と
し

て
の

認
知

度
を

上
げ

る
。

②
　

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

対
応

の
記

録
票

の
定

型
化

な
ど

を
図

り
、

記
録

と
対

応
の

蓄
積

を
進

め
る

。

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
対

応
等

の
、

前
進

を
み

た
事

項
も

あ
る

が
、

情
報

発
信

に
関

す
る

課
題

が
大

き
い

と
判

断
し

、
自

己
評

価
は

抑
え

て
い

る
。

B
・

認
知

度
を

上
げ

る
た

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
新

た
な

情
報

を
掲

載
す

る

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数

・
他

機
関

、
団

体
へ

の
学

習
・

伝
承

支
援

件
数

（
講

師
、

情
報

提
供

等
）

×

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数

・
他

機
関

、
団

体
へ

の
学

習
・

伝
承

支
援

件
数

（
講

師
、

情
報

提
供

等
）

項
目

別
評

価
（

H
2

8
年

度
の

実
施

状
況

）

H
2

8

達
成

状
況

・
➀

の
う

ち
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

情
報

の
追

加
や

更
新

に
つ

い
て

は
、

前
項

「
６

」
に

述
べ

た
と

お
り

、
ほ

と
ん

ど
実

施
で

き
て

い
な

い
。

・
た

だ
し

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
照

会
窓

口
と

し
て

の
認

知
度

は
、

博
物

館
そ

の
も

の
の

認
知

度
の

浸
透

に
と

も
な

っ
て

、
回

復
し

て
い

る
。

・
②

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
記

録
に

つ
い

て
は

、
館

と
し

て
の

記
録

の
定

型
化

を
図

っ
た

。
対

応
内

容
・

記
録

の
周

知
と

共
有

に
つ

い
て

は
な

お
情

報
共

有
を

進
め

る
余

地
が

あ
る

。
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数
は

、
記

録
の

作
成

が
年

度
途

中
か

ら
で

あ
る

こ
と

等
、

単
純

な
比

較
は

困
難

で
あ

る
が

、
旧

道
立

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
当

時
の

半
分

程
度

で
あ

る
。

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

年
度

計
画

（
案

）

4
-2

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

目
標

（
値

）
（

案
）

・
博

物
館

・
研

究
機

関
と

し
て

の
役

割
を

踏
ま

え
た

支
援

が
で

き
る

よ
う

、
調

査
研

究
を

着
実

に
進

め
、

所
蔵

資
料

を
整

理
し

、
発

信
・

提
供

で
き

る
成

果
や

情
報

を
充

実
さ

せ
る

。
平

成
２

９
年

度
は

次
の

２
点

を
実

施
す

る
。

①
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
情

報
の

追
加

や
更

新
の

体
制

を
定

め
直

し
、

情
報

発
信

を
再

開
す

る
。

②
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
対

応
の

記
録

票
の

定
型

化
を

踏
ま

え
、

こ
れ

ら
の

情
報

の
共

有
化

に
よ

る
対

応
力

の
向

上
を

図
る

。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
の

情
報

発
信

の
再

開

件

他
機

関
、

団
体

へ
の

学
習

・
伝

承
支

援
件

数
件

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

ウ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

道
民

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
、

利
用

者
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

ツ
ー

ル
を

整
備

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

や
学

習
支

援
の

機
能

を
強

化
す

る
。

H
2

9
年

度
H

2
8

年
度

○
○

・
そ

れ
ら

に
基

づ
い

た
学

習
・

伝
承

活
動

へ
の

支
援

を
行

う
。

①
　

関
係

機
関

、
団

体
等

に
対

す
る

支
援

の
強

化
　

　
②

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
（

学
習

相
談

等
）

へ
の

対
応

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

1
2

-
3

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

１
２

　
情

報
発

信

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

（
３

）
学

習
・

伝
承

活
動

へ
の

支
援

２
）

情
報

発
信

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
目

標
値

番
号

7

61



8
担

当

計
○

2
2

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
○

○

◎
◎

◎

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

・
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

普
及

事
業

の
効

果
的

な
実

施
体

制
・

平
成

2
8

年
度

は
、

職
員

が
館

で
実

施
し

た
講

座
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

は
1

0
件

、
巡

回
展

で
実

施
し

た
講

座
等

が
3

件
で

、
い

ず
れ

も
前

年
度

か
ら

飛
躍

的
に

増
加

し
た

。
　

内
容

や
効

果
の

分
析

は
今

後
の

課
題

で
あ

り
、

今
年

度
に

回
数

が
急

激
に

増
加

し
た

こ
と

と
合

わ
せ

、
実

効
性

や
業

務
上

の
負

担
な

ど
を

慎
重

に
見

極
め

て
い

く
こ

と
と

し
た

。

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
件

数
も

前
年

度
よ

り
も

増
加

し
た

。
　

内
容

検
討

の
機

会
に

つ
い

て
は

、
今

年
度

特
に

設
け

る
こ

と
が

な
か

っ
た

。
今

後
、

館
と

し
て

学
校

等
の

団
体

誘
致

に
力

を
入

れ
る

方
針

で
あ

り
、

そ
の

中
で

ア
イ

ヌ
の

歴
史

や
文

化
に

関
す

る
テ

ー
マ

の
要

望
も

増
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

正
確

な
内

容
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
役

割
を

自
覚

し
、

レ
ク

チ
ャ

ー
内

容
の

充
実

に
向

け
た

取
り

組
み

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

・
は

っ
け

ん
広

場
で

実
施

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
今

年
度

特
に

改
善

に
向

け
た

検
討

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

次
年

度
の

課
題

と
し

た
。

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
実

施
件

数
（

全
体

数
と

ア
イ

ヌ
関

連
件

数
）

・
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
件

数
（

全
体

数
と

ア
イ

ヌ
関

連
件

数
）

・
上

記
以

外
に

行
っ

た
館

内
イ

ベ
ン

ト
件

数

・
ア

イ
ヌ

文
化

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
の

段
階

的
な

増
加

と
改

良
・

館
で

行
う

講
演

会
・

講
座

や
、

そ
の

他
の

教
育

普
及

事
業

及
び

巡
回

展
な

ど
で

実
施

す
る

関
連

事
業

に
つ

い
て

、
内

容
や

効
果

を
分

析
し

、
実

施
す

る
種

類
と

回
数

を
段

階
的

に
増

や
し

て
い

く
。

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
充

実
を

図
る

た
め

、
情

報
交

換
と

内
容

検
討

の
機

会
を

設
け

る
。

・
館

外
に

向
け

た
情

報
発

信
や

展
示

紹
介

を
と

お
し

て
、

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
の

増
加

を
図

る
。

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
実

施
件

数
（

全
体

数
と

ア
イ

ヌ
関

連
件

数
）

・
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
件

数
（

全
体

数
と

ア
イ

ヌ
関

連
件

数
）

・
上

記
以

外
に

行
っ

た
館

内
イ

ベ
ン

ト
件

数

8
A

年
度

計
画

（
案

）

点
検

項
目

集
計

× 0

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
総

合
博

物
館

で
あ

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

な
が

ら
、

講
演

会
・

講
座

等
の

事
業

、
展

示
の

解
説

、
「

は
っ

け
ん

広
場

」
（

旧
体

験
学

習
室

）
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

H
2

8
年

度

（
1

）
 魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
5

-
1

～
3

5
-1

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

(１
) 

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実
　

　
(２

) 
教

材
の

充
実

　
　

(３
) 

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

５
　

教
育

普
及

事
業

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

5
　

成
果

の
普

及
事

業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

１
）

教
育

普
及

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

目
標

（
値

）
達

成
状

況

ウ
　

博
物

館
利

用
促

進
の

一
環

と
し

て
、

学
校

な
ど

、
館

外
へ

の
｢
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣
の

貸
出

し
を

推
進

す
る

。

(１
) 

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実

◎

◎
◎

(３
) 

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営
◎

○

H
2

8
H

2
9

○

 オ
　

イ
ベ

ン
ト

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
に

あ
た

っ
て

は
、

特
に

ア
イ

ヌ
文

化
や

北
海

道
の

自
然

に
関

す
る

事
業

を
重

点
的

に
強

化
す

る
。

イ
　

さ
ま

ざ
ま

な
年

齢
層

に
向

け
た

、
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

く
、

親
し

み
や

す
い

学
習

機
会

の
提

供
や

、
学

習
素

材
の

開
発

・
作

成
等

を
通

し
て

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
普

及
及

び
理

解
促

進
に

努
め

る
。

イ
　

学
校

現
場

な
ど

、
利

用
者

の
声

も
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
｢
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣
や

｢
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣
の

改
良

や
開

発
、

｢
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
｣

の
充

実
に

努
め

る
。

H
2

9
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

（
2

）
教

材
の

充
実

(２
) 

教
材

の
充

実

ア
　

「
は

っ
け

ん
広

場
」

の
活

動
を

充
実

さ
せ

、
新

た
な

発
見

を
利

用
者

に
促

す
と

と
も

に
、

利
用

者
同

士
、

利
用

者
と

ス
タ

ッ
フ

の
交

流
の

輪
を

育
む

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

目
標

（
値

）
（

案
）

・
講

座
等

の
普

及
事

業
や

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
の

増
加

は
評

価
で

き
る

。

・
上

の
点

か
評

価
基

準
は

A
と

し
た

が
、

そ
れ

ら
の

効
果

の
検

証
や

実
施

内
容

の
充

実
に

向
け

た
取

り
組

み
な

ど
、

今
後

の
課

題
は

重
く

見
て

お
く

べ
き

こ
と

と
認

識
し

た
。

情
報

・
通

信
技

術
を

活
用

し
た

機
器

（
IC

T
機

器
）

に
よ

る
多

言
語

解
説

、
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
や

解
説

書
、

さ
わ

れ
る

資
料

や
五

感
を

刺
激

す
る

資
料

・
装

置
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

総
合

展
示

・
企

画
展

示
の

理
解

を
促

す
教

材
の

充
実

を
図

る
。

・
館

で
行

う
講

演
会

・
講

座
や

、
そ

の
他

の
教

育
普

及
事

業
及

び
巡

回
展

な
ど

で
実

施
す

る
関

連
事

業
に

つ
い

て
、

内
容

や
効

果
を

分
析

し
、

効
果

的
・

体
系

的
な

開
催

に
つ

な
げ

る
。

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
充

実
を

図
る

た
め

、
情

報
交

換
と

内
容

検
討

の
機

会
を

設
け

る
。

（
3

）
は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

62



8
担

当

№
自

己
評

価
評

価
基

準

目
標

（
値

）
の

実
績

(2
0

1
6

年
4

～
1

2
月

）

1
件

上
記

以
外

に
行

っ
た

館
内

イ
ベ

ン
ト

件
数

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

件
数

ア
イ

ヌ
文

化
関

連
の

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
：

年
間

２
４

件

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

１
件

そ
の

他
の

イ
ベ

ン
ト

：
２

件
　

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
の

実
施

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

検
討

と
実

施

上
記

以
外

の
館

内
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

2

ア
イ

ヌ
関

連

全
体

H
2

7
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
８

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

９
年

度

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
の

実
施

件
数

件
全

体

2
2

5
-1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

件

目
標

（
値

）

―

5
-
1

～
3

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

目
標

（
値

）
（

案
）

達
成

状
況

年
度

計
画

（
案

）

ア
イ

ヌ
関

連

件

8

件

2
3

7

63



9
担

当

計
○

3
2

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
○

○

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

目
標

（
値

）
の

実
績

(2
0

1
6

年
4

～
1

2
月

）

点
検

項
目

集
計

×

・
『

北
海

道
博

物
館

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

第
３

号
を

刊
行

す
る

。

・
平

成
２

９
年

度
に

開
催

す
る

企
画

テ
ー

マ
展

に
調

査
研

究
課

題
の

成
果

を
反

映
さ

せ
て

い
く

。

・
『

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

』
収

録
の

学
習

情
報

を
改

訂
し

て
再

発
行

し
、

対
外

的
な

提
供

体
制

を
整

備
す

る
。

・
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

等
を

通
じ

て
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

わ
か

り
や

す
く

発
信

す
る

。

○

項
目

別
評

価
（

H
2

7
年

度
の

実
施

状
況

）

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

達
成

状
況

目
標

（
値

）

H
2

7
年

度

A
9

・
研

究
紀

要
等

を
通

し
て

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
し

、
そ

の
内

容
を

充
実

さ
せ

る

件

・
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

の
記

事
数

・
他

機
関

の
機

関
紙

等
で

の
記

事
の

掲
載

数

・
道

内
市

町
村

等
と

の
連

携
・

協
力

件
数

（
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
等

）

・
新

聞
・

報
道

対
応

件
数

・
講

演
依

頼
件

数

・
各

種
委

員
へ

の
就

任
件

数

・
『

北
海

道
博

物
館

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

第
２

号
を

刊
行

す
る

。

・
Ｈ

２
８

年
度

に
開

催
す

る
「

蔵
出

し
展

」
な

ど
に

資
料

調
査

の
成

果
を

反
映

さ
せ

て
い

く
。

・
『

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

』
収

録
の

学
習

情
報

を
改

訂
し

て
再

発
行

し
、

対
外

的
な

提
供

体
制

を
整

備
す

る
。

・
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

を
通

じ
て

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

活
動

を
わ

か
り

や
す

く
発

信
す

る
。

件
講

演
依

頼
件

数
各

種
委

員
へ

の
就

任
件

数

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
新

聞
・

報
道

対
応

件
数

2
件

3

・
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

の
記

事
数

・
他

機
関

の
機

関
紙

等
で

の
記

事
の

掲
載

数

・
道

内
市

町
村

等
と

の
連

携
・

協
力

件
数

（
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
等

）

・
新

聞
・

報
道

対
応

件
数

・
講

演
依

頼
件

数

・
各

種
委

員
へ

の
就

任
件

数

・
研

究
紀

要
の

発
行

や
広

報
誌

の
活

用
等

は
所

期
の

目
標

を
達

成
し

た
が

、
小

冊
子

の
学

習
情

報
の

と
り

ま
と

め
や

、
研

究
成

果
発

表
の

内
容

充
実

に
向

け
た

取
り

組
み

に
課

題
を

残
し

た
。

・
自

己
評

価
で

は
、

講
演

実
施

件
数

等
の

成
果

発
信

の
機

会
を

増
や

し
た

こ
と

を
評

価
し

た
が

、
上

述
の

と
お

り
い

く
つ

か
の

大
き

な
課

題
が

あ
る

こ
と

は
自

覚
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。

件
2

1
6

1
6

1

年
度

計
画

（
案

）

H
2

8
年

度

目
標

（
値

）
（

案
）

◎
◎

○
９

　
広

報
（

1
）

１
２

　
情

報
発

信
（

1
）

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
（

1
）

・
『

北
海

道
博

物
館

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

第
2

号
は

、
平

成
2

9
年

1
月

末
ま

で
に

掲
載

内
容

を
確

定
し

、
3

月
発

行
の

予
定

で
あ

る
。

全
8

本
の

論
考

を
掲

載
し

、
『

北
海

道
博

物
館

研
究

紀
要

』
第

2
号

と
あ

わ
せ

、
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

所
属

7
名

の
う

ち
6

名
ま

で
が

執
筆

し
、

事
業

・
研

究
成

果
の

を
発

表
し

た
。

・
館

の
広

報
誌

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

ニ
ュ

ー
ス

」
に

「
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

だ
よ

り
」

の
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

巡
回

展
等

や
ア

イ
ヌ

文
化

紹
介

小
冊

子
な

ど
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
事

業
や

出
版

物
、

職
員

の
報

告
等

を
発

信
し

た
。

・
展

示
に

研
究

成
果

を
反

映
さ

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
は

蔵
出

し
展

の
み

の
開

催
だ

っ
た

こ
と

も
あ

り
。

次
年

度
以

降
の

課
題

と
な

っ
た

。
ま

た
ア

イ
ヌ

文
化

紹
介

小
冊

子
収

録
の

学
習

情
報

の
集

約
・

改
訂

に
つ

い
て

は
着

手
で

き
て

お
ら

ず
、

引
き

続
き

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

・
研

究
紀

要
へ

の
投

稿
内

容
や

そ
の

他
の

研
究

成
果

の
発

表
に

つ
い

て
、

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
と

し
て

検
討

す
る

機
会

は
、

年
度

当
初

の
1

回
の

み
だ

っ
た

た
め

、
こ

の
点

は
十

分
と

は
言

え
な

か
っ

た
。

「
ち

ゃ
れ

ん
が

ニ
ュ

ー
ス

」
の

記
事

数
他

機
関

の
機

関
紙

等
で

の
記

事
掲

載
数

件
3

件

イ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
学

習
や

理
解

促
進

の
た

め
に

、
研

究
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

冊
子

な
ど

を
刊

行
す

る
。

ウ
　

企
画

展
示

の
開

催
に

合
わ

せ
て

、
来

館
者

の
理

解
を

深
め

、
学

術
的

意
義

を
広

く
知

ら
せ

る
た

め
に

展
示

図
録

や
解

説
用

冊
子

を
刊

行
す

る
。

H
2

8
H

2
9

９
　

広
報

　
　

　
　

　
(１

) 
広

報
活

動
の

強
化

ア
　

道
民

の
博

物
館

へ
の

関
心

を
広

げ
、

利
用

を
促

進
し

て
い

く
た

め
、

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

職
員

全
員

が
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

・
研

究
紀

要
、

企
画

テ
ー

マ
展

等
を

通
し

て
研

究
成

果
を

積
極

的
に

発
信

し
、

そ
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

ア
　

研
究

成
果

を
広

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
や

研
究

報
告

書
な

ど
を

刊
行

す
る

。

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
　

　
(１

) 
学

術
刊

行
物

な
ど

の
刊

行

イ
　

こ
れ

ら
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
媒

体
や

機
会

を
通

し
た

提
供

を
進

め
、

北
海

道
博

物
館

が
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
に

と
っ

て
の

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

の
た

め
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
　

　
(１

) 
学

術
刊

行
物

な
ど

の
刊

行

ア
　

研
究

成
果

を
と

り
ま

と
め

た
研

究
紀

要
等

の
成

果
報

告
書

を
刊

行
し

て
い

く
。

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

5
-2

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

２
）

研
究

成
果

の
提

供

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

　
　

　
②

　
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
な

ど

イ
　

研
究

成
果

を
踏

ま
え

た
講

演
会

の
開

催
な

ど
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
最

新
の

研
究

成
果

や
正

確
な

情
報

を
よ

り
わ

か
り

や
す

い
か

た
ち

で
提

供
す

る
取

組
を

一
層

強
化

す
る

。

①
　

広
報

紙
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

　
　

②
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
　

③
　

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

１
２

　
情

報
発

信
　

　
(１

) 
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

学
術

情
報

の
集

約
と

発
信

１
２

　
情

報
発

信
　

　
(１

) 
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

学
術

情
報

の
集

約
と

発
信

9
-
1

, 
1

2
-
1

, 
1

4
-
1

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

①
　

研
究

紀
要

　
　

　
　

②
　

成
果

報
告

書

ウ
　

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
を

通
じ

て
、

北
海

道
博

物
館

の
内

部
組

織
と

し
て

の
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
取

組
を

周
知

し
て

い
く

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

5
　

成
果

の
普

及
事

業
９

　
広

報
　

　
　

　
　

(１
) 

広
報

活
動

の
強

化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
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1
0

担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

計
○

6
5

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
無

1
0

・
研

究
セ

ン
タ

ー
会

議
（

副
館

長
・

セ
ン

タ
ー

長
・

非
常

勤
職

員
の

会
議

／
職

員
全

体
の

会
議

／
主

幹
・

主
査

の
会

議
）

の
定

例
化

B
➀

に
つ

い
て

は
、

研
究

紀
要

の
編

集
方

針
等

の
調

査
研

究
上

の
主

要
な

案
件

に
つ

い
て

は
、

常
勤

職
員

の
会

議
と

並
行

し
て

、
副

館
長

、
セ

ン
タ

ー
長

及
び

非
常

勤
研

究
職

員
に

よ
る

打
合

せ
を

開
催

し
、

方
針

の
検

討
な

ら
び

に
事

業
の

進
捗

状
況

の
確

認
等

を
行

っ
た

。

②
に

つ
い

て
は

、
業

務
の

事
情

に
よ

り
定

例
化

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
前

年
度

に
引

き
続

き
職

員
の

会
議

を
一

定
の

頻
度

（
週

1
回

～
隔

週
程

度
）

で
開

催
し

た
。

ま
た

会
議

開
催

の
間

隔
が

空
い

た
場

合
は

電
子

メ
ー

ル
に

よ
る

情
報

共
有

を
図

っ
た

。

➀
に

つ
い

て
は

や
や

進
捗

を
見

た
が

、
②

に
つ

い
て

は
な

お
改

善
の

余
地

が
あ

る
。

特
に

学
芸

部
業

務
と

研
究

業
務

（
本

項
と

の
関

わ
り

で
は

研
究

計
画

等
に

関
す

る
組

織
的

な
協

議
体

制
）

と
の

両
立

等
の

課
題

が
残

っ
て

い
る

。

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

運
営

・
事

業
推

進
に

係
る

検
討

の
場

に
つ

い
て

、
次

の
通

り
計

画
し

、
運

営
に

あ
た

る
。

①
調

査
研

究
等

の
基

本
方

針
に

つ
い

て
は

、
館

の
運

営
会

議
以

下
の

各
検

討
会

議
を

踏
ま

え
つ

つ
、

館
内

で
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

担
当

副
館

長
、

セ
ン

タ
ー

長
及

び
非

常
勤

研
究

職
員

に
よ

る
検

討
会

議
を

随
時

開
催

す
る

。

②
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
に

よ
る

会
議

を
定

例
化

し
、

そ
の

際
参

集
で

き
な

い
職

員
に

つ
い

て
も

持
ち

回
り

な
ど

に
よ

る
情

報
共

有
を

確
保

す
る

。

③
研

究
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
会

議
や

研
究

業
務

を
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

学
芸

部
・

総
務

部
業

務
と

の
整

合
性

を
図

れ
る

時
間

配
分

を
措

置
す

る
。

研
究

セ
ン

タ
ー

会
議

（
副

館
長

・
セ

ン
タ

ー
長

・
非

常
勤

職
員

の
会

議
／

職
員

全
体

の
会

議
等

）
の

定
例

化

　
H

2
7

年
度

末
に

北
海

道
立

総
合

博
物

館
協

議
会

か
ら

提
出

さ
れ

る
評

価
の

あ
り

方
に

対
す

る
答

申
に

応
じ

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

及
び

中
期

目
標

・
計

画
と

は
別

に
設

定
し

た
項

目
で

あ
る

。

点
検

項
目

集
計

H
2

8
年

度
項

目
別

評
価

（
H

2
8

年
度

の
実

施
状

況
）

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

運
営

・
事

業
推

進
に

係
る

検
討

の
場

に
つ

い
て

、
次

の
通

り
計

画
し

、
運

営
に

あ
た

る
。

①
　

調
査

研
究

等
の

基
本

方
針

に
つ

い
て

は
、

館
の

運
営

会
議

以
下

の
各

検
討

会
議

を
踏

ま
え

つ
つ

、
館

内
で

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
担

当
副

館
長

、
セ

ン
タ

ー
長

及
び

非
常

勤
研

究
職

員
に

よ
る

検
討

会
議

を
随

時
開

催
す

る
。

②
　

研
究

セ
ン

タ
ー

職
員

に
よ

る
会

議
を

定
例

化
し

、
そ

の
際

参
集

で
き

な
い

職
員

に
つ

い
て

も
持

ち
回

り
な

ど
に

よ
る

情
報

共
有

を
確

保
す

る
。

×

達
成

状
況

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

H
2

9
年

度

外
部

評
価

項
目

ガ
バ

ナ
ン

ス
態

勢
の

育
成

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

目
標

（
値

）
目

標
（

値
）

（
案

）

1

備
考

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

年
度

計
画

（
案

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

2
　

研
究

セ
ン

タ
ー

内
の

意
思

決
定

機
関

の
育

成

H
2

9
H

2
8
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